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2023 年度の領域活動
領域代表  松本 直子

　2019年度から始まった本領域研究も最終年度を迎え、
2023 年度は 5 年間の研究成果のとりまとめを意識した
活動を行った。具体的な活動報告はこの後の各計画研究
の報告をご覧いただきたきたいが、総括班が中心となっ
て企画推進した領域全体の活動としては以下のようなも
のがある。

全体会議の開催
　第 9 回拡大全体会議は「出ユーラシアにおける王権
の創成・超域的力出現のメカニズム」をテーマとした
国際会議とし、2023 年 6 月 30 日から 7 月 2 日にか
けて明治大学を会場とし、オンラインを併用したハイ
ブリッド形式で開催した。ペルー、メキシコ、アメリ
カ合衆国から 13 名の研究者を招聘し、「Astronomy,
spatio-temporal cognition and royalty」、「Royalty and
hierarchical cognition of animals」、「Images, designs
and human representations」、「Monuments, rituals
and royalty」、「Information accumulation in text and
iconography」、「Growing Empire: concentration of
wealth and royal power」、「Social complexity, war
and kingship」、「Creation of Royality in a comparative
framework」という８つのセッションにおいて、出ユー
ラシア地域における文明形成過程の比較とメカニズムに
ついて、認知的側面に焦点を当てた議論を深めることが
できた（図１）。同時通訳をつけて一般公開とすることで、
先端的な学術的議論を広く公開することもできた。
　第 10 回全体会議は 2024 年 3 月 1 日から 3 日にか
けて岡山大学を会場としてハイブリッド開催し、領域
研究成果のとりまとめとして「時空認識と人工景観」

「ドメスティケーションと共進化」「「神」の発明と生
存技法」「モノとココロの人類史」「攻撃と文明」の５
つのセッションで総括的な議論を行った（図２）。ま
た、Steve Mithen 氏による公開講演「From stone tools 
to civilizations: the co-evolution of language, mind, and 
material culture」を同時開催した。本領域の評価委員で
ある Mithen 氏からは、これまでの領域研究の成果や第
10 回全体会議における発表およびディスカッションに
対するコメントをいただいた。また、領域メンバー全員

図 1　第９回拡大全体会議チラシ

図２　第 10 回全体会議ポスター
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のポスターセッションを同時にオンラインで開催し、相
互の研究成果の共有と議論を促進した。

国際会議・シンポジウムの開催
　上記の拡大全体会議に加えて、国際ワークショッ
プ「Various Perspectives for Landscape Studies」 を ペ
ルーのアレキパで開催し、本領域研究の重要な研究視
点であるランドスケープについて国際的な議論を深め
た（詳細は B01 班の活動報告を参照）（図３）。一般公
開シンポジウムとして、「古代アンデスとリャマ：文明
形成をめぐる新視点」、国際オンラインセッション「カ
カオとアンデス文明のゆりかご」を同時通訳付きで開
催した（詳細は A02 班活動報告を参照）（図４）。また、
A0 １班の成果を中心としたシンポジウム「ANCIENT
LANDSCAPES AND COSMIC CITIES OUT OF EURASIA:
TRANSDISCIPLINARY STUDIES WITH NEW LIDAR
MAPPING」を 2024 年 4 月 17 日から 22 日にかけて開
催されたアメリカ考古学会第 89 回大会で企画した。

研究成果の総括 発信
　全体会議の要旨集をオンラインで、2022 年度に
ハ ワ イ で 開 催 し た 国 際 会 議 の プ ロ シ ー デ ィ ン グ ス

「Trekking Shores, Crossing Water Gaps, and Beyond:
Maritime Aspects in the Dynamics of “Out of Eurasia”
Civilizations」を紙媒体とオンラインで刊行した。2022
年度に開催したベーリンジア国際シンポジウムについて
は、動画を岡山大学文明動態学研究所のウェブサイトで
公開しているが、成果論文が「Anthropological Papers
of the University of Alaska, vol.7」として刊行された。
領域ニュースレター「出ゆーらしあ」Vol.3 を刊行した。
領域研究の最終的な成果については、来年度以降 5 巻の
シリーズ本として刊行する予定である。

本領域の研究成果は、東京国立博物館他で開催された
特別展「古代アメリカ―マヤ、アステカ、テオティワカン」

（A01 班杉山三郎が中心的に関与）、國學院大學博物館令
和 5 年度特別展「三嶋の神のモノガタリ―焼き出された
伊豆の島々―」（A01 班笹生）、国立歴史民俗博物館企
画展示「歴博色尽くし」（A02 班上野）、倉敷考古館連
携企画「音の造形―古代アンデスの笛吹ボトル―」（A02
班公募吉田他）などで、展示という形でも一般公開され
た。

図３　ペルーで開催した国際ワークショップ

図４　公開国際オンラインセッションのチラシ
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　拡大国際全体会議と最終全体会議により、本領域がめ
ざす統合的人類史学の構築に向けた議論を国際的にも展
開し、深めることができた。国際ワークショップにおい
ても、文明創出メカニズムの解明にとって重要なテーマ
である景観について国際的な議論を行うことができた。
5 年間の研究活動において、各計画研究を順調に推進す
るとともに、計画研究を超えたユニット研究も並行して
走らせることで、分野統合的な研究体制を構築すること
ができた。その成果として、ドメスティケーション、ラ
ンドスケープ、超越的存在の登場といった重要な視点に
ついての考察を深めることが可能となり、異なる環境に
おける文明形成に伴う心身の変化や、フロンティアへの
進出に関わる冒険心遺伝子など、生物学的な側面につい
ても研究を進め、文理を超えた議論を深めることができ
た。研究成果は各年度の研究活動報告巻末の業績一覧に
示すように多くの学術論文として公開された。また、研
究活動報告や全体会議の要旨、国際会議のプロシーディ
ングスや動画などを領域ウェブサイトに掲載してダウン
ロード可能とし、研究成果を広く公開することもできた。
分野を超えた議論から多くの新たなインスピレーション
や共同研究が生まれたことは、期待以上の成果であった。
その先端的な部分を学術変革領域 A「マテリアマインド：
物心共創人類史学の構築」（2024-2028 年度）として発
展させる予定である。
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2023 年度の研究の目的
本班は、文明をヒトの身体−心−物質の相互作用とと

らえる作業仮説を物質的に検証し、データから新たな理
論を模索し、より実態に近い文明の動態論を構築するこ
とにある。そのため旧人の到達しなかった出ユーラシア
地域において、どのようにヒト特有のニッチ構築が展開
したかを読み取るべく、人工的環境を大きく規定するモ
ニュメントや都市の形成を中心に研究している。そのた
めに神殿・都市・墳墓などの新規データの収集に務め、
測量の手法やデータ解析の方法に、先端的な技術を積極
的に取り入れてきた。とくに、人為の及ばない天体を含
めて、人工的環境を高精度に検討するために、天文学分
野と連携して天体シミュレーションソフト Arc Astro-VR
の開発と運用を研究課題に組み込んだ（2022 年度より一
般公開）。さらに他の研究班と連携し、認知科学・脳神経
科学、人類学との統合的研究を推進し、領域全体として
の新たな理論形成への貢献を目指してきた。

2020 年度からの新型コロナウイルス流行の余波によ
り、とくに海外調査の実施が大幅に遅れたが、徐々に遅
れを取り返し、23 年度には各自が残された課題にとりく
んで、研究総括に向けて準備を行った。

班全体の研究概要
メソアメリカ：杉山はメキシコのテオティワカン遺跡

調査を締めくくるに当たり、地下界と結びつく場として
信仰の対象となっていた、洞窟の測量に注力した。地下
では GPS が使えないが、LiDAR 測量の手法を工夫して計
測を実現した。同時に関口らとともに Arc Astro-VR によ
る天体景観の復元も進めており、古代人の世界観につい
ての包括的な検討が可能となった。

アンデス：ペルー北部熱帯低地で山本が二つの遺跡で
公共建造物群を発掘し、石造基壇建築のほかに、自然地
形を整地して建設されるものと併存していたと、いう状
況を明らかにした。また前年度までの公募研究課題であっ
た、北部海岸シカン遺跡の LiDAR 測量を松本剛とともに
継続し、密林の中の都市遺構を可視化した。

日本：北條は関口らと共に Arc Astro-VR による景観復
元の事例を拡張し、光本ら岡山大学が実施した造山古墳
の高精度測量データが新たに組み込まれた。また地中レー
ダー探査による古墳埋葬施設の研究、集落軸線に着目し
た弥生時代の暦の研究を展開した。笹生は①遺体・人骨、
②式内社、③祭祀遺跡データベースの作成を進め、それ
に基づいて論考を発表し、②③を年度内に一般公開した。

光本は造山古墳一帯の調査を継続し、古墳等を擁する周
辺丘陵を LiDAR マップに加えた。またリモートセンシン
グ分野との連携で、画像解析からかつての地形を探り、
周濠の存非という課題に着手した。

オセアニア：ミクロネシア連邦ナンマトル遺跡に関し
て、後藤は米国 CSRMF による空挺 LiDAR 調査と連携体
制を作り、協力者・長岡とともに測量成果を検証すべく
現地踏査を実施した。野嶋はバヌアツ共和国に特徴的な
板石積み構造の建築群の視察と測量をウレパラパラ島東
部 3 遺跡で実施し、工学的な側面を含めて分析した。山
口は北部クック諸島における過去の熱帯サイクロン被害
と、その後の復興の痕跡をジオ考古学の手法にそって整
理し、景観形成の課題として取り組んだ。

なお領域として当初より、3 回目の国際会議は南米ペ
ルーで開催することを計画していたが、コロナ禍の影響
ならびに現地の政情不安のため実現困難となった。しか
し第 9 回拡大全体会議として東京で開催し、「出ユーラシ
アにおける王権の創成：超越的力出現のメカニズム」と
いうテーマのもと、メソアメリカとアンデスの研究者を
海外から多数招聘して、3 日間にわたり議論した。

研究課題期間の終了にあたり、入來（B01 班代表）と
ともに、A01 班の成果をとりまとめて出版する準備を進
めている。杉山・鶴見がメンバー各自の論考を総括し、
入來の三元ニッチ構築仮説と接合をはかるという構想の
もと、全員で意見交換を重ねているところである。

A01 班活動報告
鶴見 英成

A01 班活動報告
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最終年度の現地調査は短く、テオティワカン遺跡西側
に位置するカクタセアス庭園の洞窟測量に集中した。古
代人は天上界のみならず、天体が西没し東上するまで通
過すると信じた地下界に関心を持ち、３次元の世界観の
なかで様々な意味づけが行われ、洞窟信仰を生み、また
実際に古代トンネルを掘り、儀礼・埋葬等を行っている。
さらに掘り上げた土や石材を建造物や石彫の原材料とし
て利用している。２３年度までの LiDAR による表面計測
により、洞窟やトンネル区域が確認されていたが、GNSS
が利用できない屋根に覆われた建造物や洞窟内部は未計
測であった。23 年度は戦略的な改善を行い、背負子を
用いた SLAM-LiDAR 測量と、手持ちによる SLAM-LiDAR
測量を使い分け、洞窟内の計測を開始した。

図 1  調査地域周辺地図（LiDAR マップ ©PPC）

メキシコにおける３D マッピング調査
杉山 三郎

キーワード：テオティワカン、カクタセアス庭園、LiDAR 計測、洞窟調査

研究報告
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図 2  SLAM-LiDAR 測量（バック・キャリー方式）

図６  「洞窟 1」の平面図、及び断面図

図７ 「洞窟 1」モデル図（入り口）

図５ カクタセアス庭園全体マップ

図 4  カクタセアス庭園地区の踏査マップ

図 3  SLAM-LiDAR 計測（ハンド・ヘルド方式）
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１．研究の目的
2023 年度は、ペルー共和国の北部熱帯低地にあるハ

エン地方で、インガタンボとトゥルコという形成期（前
3000 年―紀元前後）の祭祀遺跡で発掘調査を実施した。
また、同国北部海岸では紀元後 1000 年頃に展開したラ
ンバイェケ社会の核とされるシカン遺跡複合を中心に、
LiDAR（Light Detection and Ranging）、UAV（Unmanned
Aerial Vehicle）、GNSS（Global Navigation Satellite
System）を用いた高精度の測量調査を行った（図 1）。

発掘調査は、2023 年の 8 月から 9 月にかけて実施さ
れた。発掘対象となったのは、いずれも 2022 年度に高
精度測量を行った遺跡であり、発掘区の選定や発掘方針
の決定において、その調査成果である詳細な地形図が非
常に重要な役割を果たした。発掘調査の主目的は、ペルー
北部熱帯低地における編年の確立、および遺跡間の関係
性を明らかにすることであった。

また、測量調査については、シカン遺跡複合のあるボ
スケ・デ・ポマといわれる地域が、当該社会における研
究の最前線とされながらも、その植生の豊かさや規模の
大きさなどから、これまでに詳細な遺跡地図が作成され
てこなかったことを受けて、遺跡の全体像とその特性の
把握を目指した。

２．現地調査とその成果
インガタンボ遺跡（写真 1）では、当遺跡で最大の基

壇である A 基壇の南東隅と、A 基壇の東に位置する B 基
壇を中心に発掘調査を実施した。その結果、A 基壇では、
ハエン地方をはじめとしたペルー北部熱帯低地との関係
を示唆するような円形構造物が検出された。この円形構
造物の年代については、対応する出土遺物の分析が経過
中であることから、その詳細は不明である。この建造物
を覆うように、インガタンボ期（前 800 年～前 550 年）
の低層基壇が建設されたことも明らかになっている。ま
た、B 基壇では、ポマワカ期とインガタンボ期の活動が
確認されている。ただし、A 基壇のような明瞭な基壇は
建設されずに、自然地形を活かしてマウンド全体の形状
が整えられたうえで、Ａ基壇とは異なる特徴をもつ建造
物が築かれたことが確認された。また、出土した土器を

みると、A 基壇から出土した土器よりも、ハエン地方を
中心としたローカルな特徴を持つものが顕著である。こ
れらのことから、インガタンボの中核をなす A と B と
いう二つの基壇は、同時期に機能した一方で、それらが
性格の異なる祭祀建造物であった可能性が示唆された。
これにたいして、トゥルコ遺跡（写真２）では、イン
ガタンボの A 基壇のような明瞭な基壇構造物ではなく、
自然地形を活かしてマウンド全体の形状が整えられ、そ
の頂上部に部屋状構造物が築かれていたことが明らかに
なった。こうしたマウンドは、既述のインガタンボ遺跡
の B 基壇に加えて、ハエン地方で多くの類例が確認され
ている。また、B 基壇から出土した土器もローカルな特
徴を強く有しており、ハエン地方の諸遺跡との関係を示
唆するものであった。

その一方で、シカン遺跡複合における測量調査（写真
３）では、山形大学の松本剛氏、ペルー在住の研究協力
者である大谷博則氏の協力を仰ぎながら、微地形を含め
た遺跡地図を作成した。現在も分析作業は進行中ではあ
るが、これまでの調査で認識されてこなかった構造物の
存在がすでに明らかになってきている。

３．今後の展望と課題
本研究によって、神殿と呼ばれる祭祀建造物を中心に

社会的統合がなされたとされる形成期において、これま
であまり調査のなかった北部熱帯低地の基礎データが充
実化されることとなった。ハエン地方をはじめとした北
部熱帯低地は、アンデス文明の形成過程の研究において、
近年注目を集める地域でもある。本調査によって収集さ
れた建築および土器に関する新たなデータは、編年の精
緻化、遺跡間関係の把握を通じて、形成期の社会動態の
解明を目指すうえで、極めて重要な成果である。さらに、
シカン遺跡複合での測量調査は、遺跡の全体像の把握と
いう点だけでなく、2022 年度からの継続的な課題でも
ある調査方法の確立ということに関しても、重要な成果
をもたらすものといえる。

今後は、本調査成果に基づいた解釈や議論の精緻化を
目指し、上述の遺跡で継続的な調査を実施していく。

研究報告
ペルー北部地域、インガタンボ遺跡とトゥルコ遺跡の発掘調査、

ならびにシカン遺跡複合における高精度測量調査
山本 睦

キーワード : アンデス、北部熱帯低地、形成期、祭祀建造物、シカン遺跡複合、高精度測量
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図 1 調査地の位置

写真 1 インガタンボ遺跡の発掘

写真 2 トゥルコ遺跡の発掘

写真 3 シカン遺跡複合における測量調査の風景 



A01 班：人工的環境の構築と時空間認知の発達

14

2023 年度は前年度からの継続として標記の２テーマ
について同時並行的に実地調査と映像制作および検討作
業を進め、それぞれ進展をみた。また弥生時代の日の出
暦の問題を具体的に掘り下げた。

① arc Astro-VR 造山古墳版の作成と英語版の映像作成
過去の天体運行を参照しつつ墳墓遺構や祭祀遺構の意味
を景観史的観点から考察するためのツールとして開発さ
れた arc Astro-VR は、分担研究者関口和寛氏、研究協
力者岩城邦典氏によって完成をみた。今後の課題は実際
の遺跡の情景を本システムに組み込み、天体景観を含め
た景観史的な把握の有用性を広く学界にアピールするこ
とと社会に還元することである。

この課題に対して 2023 年度は、岡山県岡山市造山古
墳を新たに加えることができた。岡山大学の研究チーム
が作成した詳細な LiDAR 測量成果を本システム内組み
込み、５世紀代の北天の情景や冬至の日の出と古墳の軸
線との関係を視覚的に再現することが可能になった（図
１）。さらに佐賀県吉野ヶ里遺跡北内郭・南内郭を再現
した映像と合わせ、２本の映像を英語版で作成し、国際
学会用のプレゼンでの上映が可能な状況を作出した。

② 地中レーダー探査の有効性の点検
本年度も日本列島各地の古墳について、地中レーダー

探査を実施し、有効性の点検を行った。2024 年２月
14・15 日には岡山県岡山市造山古墳の後円部全域を対
象とする第２次探査を実施した。2022 年２月に実施し
た第１次探査の時点では、岡山市教育委員会による現地
発掘調査前の段階であったことも災いし、我々の探査結
果と実際の発掘調査結果との照合にいくつかの問題点が
指摘された（北條・宮原・白川 2023）。その打開策と
して２次探査にあたっては、岡山市教育委員会の発掘調
査後に実施することで、トレンチの範囲を含めた双方の
照合が可能な状況を作出することとした（図２）。

第２次の探査を実施した結果、双方のデータは問題な
く照合できた（図３上段）。今回の探査では後円部斜面
の葺石上端部を押さえることができた点も特筆される。
さらに我々が検出した異常反応箇所は造山古墳後円部の
竪穴式石槨の最下部を押さえるものであった可能性が高

まった。その軸線は墳丘の主軸線に平行させるものであ
り、現地表下 1m 前後の浅い部分に床面を据える埋葬施
設であった可能性が高いので、石槨上半部はすでに後世
の改変によって消滅したと推測される（図３中段）

それに加え、後円部の推定中心点より南東側の土堤に
かかる地点からも、もう１箇所の異常反応を示す範囲が
確認された。この異常反応箇所も埋葬施設である公算は
高く、この古墳の後円部には２基の埋葬施設が中心点の
東西に並行して設置された可能性が指摘される（図３下
段）。

引き続き３月４日と６日には、兵庫県三木市愛宕山古
墳の地中レーダー探査を実施した。
大阪大学考古学研究室が現在発掘調査を実施中の古墳で
あり、後円部と前方部の地下の様相把握を依頼されたこ
ともあって実現した探査である。この古墳は前方部を北
に向ける全長 80 ｍの規模をもつ前期の前方後円墳であ
り、後円部埋葬の軸線が平行するか直交するかを推定す
ることが我々の課題として掲げられた。

探査の結果、後円部頂からは３箇所に異常反応を示す
エリアが深度 1m 前後の地点で確認され、形状からみて
３基の埋葬施設が並行して設置された可能性が指摘でき
る。仮にこれらの異常反応箇所を埋葬施設と判断して良
ければ、後円部の埋葬はすべて東西に軸線を揃え、墳丘
の軸線とは直交する関係として評価されることになる。
今後、古墳の年代観が明らかとなれば、より踏み込んだ
解釈が可能になるだろう。

以上の地中レーダー探査には、研究協力者として東海
大学文学部歴史学科考古学専攻准教授宮原俊一氏と同文
明研究所特定助手白川美冬氏の支援と参画を得た。

③ 弥生時代の日の出暦の復元
従前からの継続課題の一環として、2023 年度は弥生

時代の暦を具体的に復元する作業を実施した。対象とし
たのは福岡県福岡市板付遺跡である。北台地に営まれた
弥生早期の建物群の軸線を検討すると、夏至の日の出・
冬至の日の出方位との一致が認められるので、この場所
からの年間の日の出をシミュレーションし、南北両限界
の中間地点を求めると、定気法による春分・秋分の日の
出とは前後３日の誤差が生じる。その一方、中央台地に

天体運行と遺跡の関係把握および地中レーダー探査
北條 芳隆

キーワード：天体運行シミュレーション arc Astro-VR、板付遺跡、造山古墳、愛宕山古墳

研究報告
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設置された前期環濠集落の中央部からの年間の日の出を
シミュレーションすると、南北両限界の中間点からの日
の出は定気法による春分・秋分と誤差なく一致する（図
４）。

こうした現象が意味するところは、高精度の日の出暦
が日本列島の初期農耕文化においても現地にて作出され
た可能性が高いことである。弥生早期の時点から、日の
出の情景にたいする定点観測が繰り返された結果、弥生
時代前期初頭の板付１式期には、高精度の日の出暦が作
出されるに至ったといえる。

日の出暦の推定は奈良県田原本町唐古・鍵遺跡を対象
に 2017 年に公表した経緯があるが、今回の作業によっ
て、暦の枠組みは板付遺跡からの移植であった可能性が
高まり、この知見をふまえることによって、弥生時代の
暦の概要は水稲農耕体系の一環として日本列島の各地に
拡散した可能性が高いと主張しうる段階に到達した（北
條 2024）。

引用文献
北條芳隆 , 宮原俊一 , 白川美冬 2023「造山古墳後円部
の地中レーダー探査結果と今後の展開」シンポジウム資
料集『文理融合分析による造山古墳の総合的研究』（代表：
清家章 , 岡山大学）:20 − 30 頁
北條芳隆 2024「二至と二分を重視した弥生時代の日の
出暦」『物質文化』104 号：1-16 頁

図１：arc Astro-VR の造山古墳版

図２：造山古墳後円部の地中レーダー探査風景
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図３：造山古墳後円部の地中レーダー探査結果

図 4：板付遺跡から復元された日の出暦
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1. 全体概要
2023 年度も、①「遺体・人骨」、②「延喜式内社」、③「祭

祀遺跡」の３データベースの作成について入力作業と関
連する遺構図の収集を継続して行い、また、笹生が勤務
する國學院大學のデジタルミュージアム上での公開にむ
けた調整・準備を行った。

研究成果の発表等では、国際会議・第 9 回拡大全体会
議「出ユーラシアにおける王権の創生：超越的力出現の
メカニズム」において、ミゲル・アストル・アグイレラ
氏 (Associate Professor Miguel Astor-Aguilera, Arizona
State University, USA) の 発 表 “Cosmic Houses of the
Rising Sun :Nippon and Mesoamerican Transcendent
Solar Power” に 対 し て、“The Formation of Kingship
and the Stages of Religious and Rituals in the Japanese
Archipelago” と題してコメントを行った。

また、第 10 回全体会議ではセッション 3〔「神」の
発明と生存技法〕で「景観形成と神・霊魂観―日本列島
東部、3 世紀～ 10 世紀の事例分析から―」と題して発
表し、セッション 5「攻撃と文明」の対談 3「攻撃の表象・
行為とモノの相互侵食」では日本列島における武器の神
格化についてコメントを行った。

2. データベース入力作業
各データベースの確定した入力件数は、令和５年度末

の段階の総数は以下の通りである。
①埋葬遺体 ( 人骨 ) データベースの作成
2023 年度までに収集した埋葬遺体の時代別の入力デー
タ数は以下のとおりである。遺体のデータは、遺存状態
が良好な個別の埋葬遺体単位で行なっている。
縄文時代 ( 後期・晩期 )2,118 例、弥生時代 192 例、古
墳時代 826 例、奈良・平安時代 468 例。合計 3,604 件。
関連画像 ( 出土状況の遺構図等 )228 件。
②延喜式内社データベースの作成

『延喜式』巻9・10が登載する2,861社の全てを入力済み。
②祭祀遺跡データベースの作成
古墳時代以降の祭祀関係の遺跡、291 か所を入力済み。
関連する遺構図等の画像は、395 件。
※収集したデータ・画像は、笹生が所属する國學院大學

研究開発推進機構で確認・調整作業を継承し、「國學院
大學デジタルミュージアム」（図「デジタルミュージア
ムトップ画面」「デジタルミュージアムデータベース概
要」参照）での公開を予定している。埋葬遺体データベー
スについては 2024 年度中はデータの調整を行い公開を
めざす。また 2023 年度中にデータ調整が完成している
延喜式内社・祭祀遺跡データベース（祭祀遺跡の画像デー
タを除く）は、おり、2024 年 3 月に公開した。詳細は、
次節のとおりである。

3. 延喜式内社・祭祀遺跡データベースの公開
●延喜式内社データベース

平安時代の 10 世紀半ば成立の古代法典『延喜式』巻 9・
10 に登載された、古代の神社である「式内社」計 2,861
社について、神社単位で基本項目の情報を集積したデー
タベースである。

集積した項目は、①神社が鎮座した国及び郡、②祭神
の座数、③幣帛頒布の別による社格情報（いずれの祭祀
で幣帛が頒布されるか、また官幣か国幣か、等）といっ
た『延喜式』の規定に基づく基本情報に、⑥「六国史」
に基づく神階の変遷情報、⑦『延喜式』の古写本である
金剛寺本（院政期写）と花山院本（13 世紀写）の標柱情報、
⑧鎮座地の位置情報（経度緯度）などを加えている。式
内社の後継とされる現在の神社（論社）が複数ある場合
や、他社との合祀や分祀・復祀を経て現在の候補地が複
数ある場合、また旧蹟を示す碑などが存在する場合には、
式内社単位の同一ページ内でそれぞれ現社名と座標を列
挙した。これらの情報は、式内社研究会編『式内社調査
報告』（1976 ～ 95、皇學館大学出版部）を参考に収集
している（図「式内社 _ 詳細画面イメージ」参照）

なお現在、式内社データベースには画像等の掲載はな
いが、今後、研究の進展に応じて個別に作成した周辺の
地形図などを掲載していく予定である。

『埋葬遺体・祭祀遺跡・延喜式内社データベース』構築
2023 年度報告

笹生 衛
キーワード：遺体・人骨データベース、祭祀遺跡データベース、延喜式内社データベース

研究報告
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●祭祀遺跡データベース
祭祀遺跡データベースでは、①遺跡名、②年代、③所

在位置（緯度・経度）、④遺構、⑤遺物、⑥備考（遺跡
の特徴）、⑦遺跡情報の出典などを網羅した。本データ
ベースには、報告書の遺構図など関連する画像等も掲載
する予定である。

式内社と祭祀遺跡のデータベースで最も重視した情報
は、神社（論社単位）や遺跡の位置情報（経度・緯度）
である。個々の位置情報は、リンク付けされた別ウィン
ドウで開く Google Map 上に表示されるピンと対応して
いる（図「式内社 _ マップイメージ」参照）。異なるレ
イヤーで表示される祭祀遺跡と式内社、また今後実装拡
充していく埋葬遺体（人骨）データベースの遺体情報と
を合わせることで、列島内の景観における相互の位置関
係を、周辺の地形・環境とともに確認することができる。

各データベースは、それぞれに設定された任意項目に
よる選択検索、あるいはフリーワードでの入力検索がで
き、また公開媒体となる國學院大學デジタルミュージア
ム内の他データベースを含めての横断検索も可能である

（図「式内社 _ 検索結果画面」参照）。
今後は、データベース内の情報拡充・修正、またこれ

ら 3 つのデータベース間のみならず、同デジタルミュー
ジアム内の他データベースの情報との連携・紐づけ作業
を行い、内容の更なる充実化を図る予定である。

デジタルミュージアムトップ画面

デジタルミュージアムデータベース概要

式内社 詳細画面イメージ

式内社 _ マップイメージ
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４. 研究成果の概要
「出ユーラシア科研」では、埋葬遺体・祭祀遺跡・式

内社のデータを収集し、日本列島における神と死者の霊
魂観（祖霊観）の形成・展開を分析する基礎データの収
集を行ってきた。その成果を利用し、神・祖霊観と地
域景観の形成を総合し考察する仮説を、第 10 回全体会
議で「景観形成と神・霊魂観―日本列島東部、3 世紀～
10 世紀の事例分析から―」として発表した。以下、そ
の概要を今回の研究成果の一つとして報告したい。

日本列島の東部、千葉県千葉市「おゆみの地区」にお
ける弥生時代後期から平安時代の集落と墓域（古墳群）

の景観の変遷を分析した。ここでの谷水田の開発は弥生
時代後期～古墳時代初頭（AD.3 世紀）までには始まり、
隣接する台地上の集落が成立する。ただし、それは部分
的な開発に留まる。

古墳時代中期、４世紀末期から 5 世紀前葉には台地上
の集落規模は拡大し、ヤマト地域（ヤマト王権）・香取
地域と関係をもつ人物（首長）が、最新の技術（鍛冶な
ど）を導入、同時にヤマト地域の石製模造品を使用した
祭祀を行い、支谷内で面的な水田開発を実現したと推定
できる。この結果、新しい生産・生活の景観が成立した。
ヤマト王権からの最新技術の提供・供与と、ヤマト地域
と共通した祭祀の導入は、ヤマト王権と地方の首長との
関係性を示し、地方社会をヤマト王権の統治に組み込ん
だものと考えられる。その首長の遺体を埋葬し、彼の人
格を象徴する上赤塚古墳は、新たな谷津水田と集落から
なる景観の核となった。

続く、5 世紀後葉には、上赤塚古墳に連なる古墳群（墓
域）と集落が対となる景観が成立し、律令行政へと組み
込まれた 8・9 世紀まで維持・継続された。古代の『風
土記』伝承が語る、古墳時代に遡る祖先（上祖）が作っ
た地域構造の連続性と一致し、そこには、５世紀以来の
神への祭祀と祖先の系譜が存在した。古代の日本列島で
は、５世紀から 9 世紀、生産・生活の基盤となる景観は、
王権と関係しながら神と祖先に意味づけられ、機能し継
承された。

10 世紀代、村田川下流域の南につながる市原条里制
遺跡の発掘調査では条里水田遺構の面的な展開を確認し
ている。気候変動と関連して列島内の各地で確認できる
海浜の砂堆の発達により、後背低地が安定化し、それに
より水田が面的に拡大した可能性が考えられる。この水
田の面的な拡大により、谷津水田と台地上の集落で構成
された集落と耕地の景観は、平野部の水田を軸とした景
観へと再編成された。

10・11 世紀には、5 世紀以来の景観を意味づけてき
たローカルな神観・上祖（祖先）の霊魂観も、東アジア
に共通する仏教信仰の影響を受けて変質。広域の人間関
係や物流で支えられた、11・12 世紀の荘園・公領の新
たな景観は、古代のローカルな神・霊魂観ではなく、世
界宗教である仏教と習合した神・霊魂観により意味づけ
られた。それは、12 世紀頃までに諸国の神々を国府に
集めた「総社」、荘園・公領の守り神の「鎮守社」が成
立する、中世の景観の形成に対応していた。

式内社 検索結果画面
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2023 年度は、古墳の UAV-LiDAR 測量の実践を継続
するとともに、新たな試みとして UAV 画像解析を行っ
た。

前者のＵ AV-LiDAR 測量については、これまで測量し
てきた岡山市造山古墳群の東に隣接する丘陵地の測量を
実施した ( 図 1)。これは１㎞四方の LiDAR マップを東
に 800m ほど拡張するものである。同時に、丘陵内に
合計 50 基程度の存在が遺跡地図に記録されている古墳
ならびに弥生墳丘墓をデータ化することで、当地の景観
分析に資するためでもある。さらに、当丘陵は、現在は
人が立ち入らない雑木林となっており、航空レーザで測
量することで、丘陵内の古墳等を可視化する意義のある
ものであった。測量は 2024 年 1 月 20・27 日に実施した。
あわせて、作成した詳細マップをもとに、RTK-GNSS 他
を用いて、現地の一部の踏査を 2024 年 3 月 27 日に実
施した（光本他 2024）。

後者については、千葉大学環境リモートセンシング研
究センターの研究者との共同研究として実施した。造
山古墳の周濠の存否に関し、古墳周辺の圃場整備で形成
された水田域を対象とするものである ( 図 2)。これは、
６月、８月、10 月という水田の異なる段階それぞれを
UAV（DJI Phantom 4 pro）搭載のカメラで連続撮影を
行い、オルソ画像を作成したうえで、イネの成長の差異
や土質の解析により現在の土地区画以前の地形を読み解
くというものである。結果、部分的ではあるが、かつて
の地形の一部を確認するに至ったが、地形の形成時期等
に関しては今後のさらなる継続的な調査が必要である

（本郷他 2024）。

引用文献
本郷 千春 , 光本 順 , ライアン・ジョセフ , 清家 章 , 山口
雄治 , 久世宏明（2024）.  UAV データによる前方後円
墳の周濠探査 , ( 一社 ) 日本リモートセンシング学会第
76 回（令和 6 年度春季）学術講演会（海洋研究開発機
構（JAMSTEC）横浜研究所）, 2024/6/5.
光本  順 , ライアン・ジョセフ , 山口雄治 , 清家 章 
(2024). UAV-LiDAR 測量に基づく岡山市造山古墳東丘陵
の遺跡分布調査 , 日本文化財科学会第 41 回大会（青山
学院大学）,  2024/07/27

古墳の UAV-LiDAR 測量と UAV 画像解析
光本 順

キーワード : 古墳、UAV-LiDAR 測量、UAV 画像解析

図 2 画像取得のために UAV を飛ばす造山古墳周辺の水田エリア（2023
年６月９日撮影）

研究報告

図 1 造山古墳からみた東丘陵（2023 年 12 月 17 日撮影）
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Covid-19 の影響で封鎖されていたミクロネシア連
邦の国境が 2023 年には開放された。共同調査を行
う 予 定 だ っ た 米 国 の CSRMF(Cultural Site Research 
Management Foundation) が６月からポーンペイ島の空
挺 LiDAR 調査を開始するのに合わせ、後藤と研究協力
者の長岡拓也が現地で彼らと合流する予定だった。しか
し５月末の台風で中継点のグアムが壊滅的被害をうけ、
空港の機能が一時麻痺したようなので中止。７月に開始
された調査に合わせて長岡が現地入りし、飛行機に同乗
して LiDAR データの収集に立ちあった。

2024 年 2 月には再び CSRMF による空挺調査および
地上調査が行われるのに後藤と長岡が合流し、今まで
LiDAR で検知された地上遺構らしき地点を実際に踏査
した。この結果ナンマトル遺跡の敷設する Temwen 島
に階段状遺構（おそらく段々畑）、Nankoaperman 地
区では長い石を並行に並べた水路らしき遺構、Lukop、
Wapar、Lohd 地区では生産遺構の可能性のある長い土
手が存在した。その一部は現在の道路の基礎となってい
るが、かつて島全体を結ぶネットワーク（道路？）のよ
うな存在であった可能性が指摘できる。

参照発表
後藤 明「空挺LiDARによるポーンペイ島の調査報告」

第 41 回日本オセアニア学会研究大会、2024 年 3 月 24
日、国立民族学博物館

ミクロネシア連邦ポーンペイ島の調査再開
後藤 明

キーワード : ミクロネシア、ポーンペイ島、ナンマトル遺跡、生産遺構、LiDAR

研究報告
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メラネシアのモニュメント形成に関する調査研究：2023 年度活動報告
野嶋 洋子

キーワード：メラネシア、モニュメント、儀礼空間、バヌアツ

研究概要
本研究では、太平洋島嶼地域における人工的空間およ

びモニュメント形成について、メラネシア地域の事例を
調査している。首長制による社会的統合が進み、マラエ
やヘイアウに代表されるような大規模な祭祀施設が建造
されたポリネシアと異なり、メラネシアでは顕著なモ
ニュメント構築はほとんど見られない。そのようなメラ
ネシアにあって、バヌアツ北部地域には、個人の資質や
能力によって社会的地域を獲得できる特徴的な社会政治
システム ( 位階階梯制 ) が見られ、それに伴う様々な儀
礼的空間や構築物がみられる。バンクス諸島は、そのな
かでも極めて特徴的な板石積み構造を持つ施設の構築が
発達した地域である。プロジェクトでは、ユネスコ世界
遺産の暫定リストにも入っているウレパラパラ島の遺構
について、現状把握と簡易測量を実施し、精巧かつ多彩
な板石積み構築の様相について明らかにした。

2023 年度調査
コロナ禍による渡航規制が解除され、2023 年 1 月

(2022 年度 ) に北西部でのマッピングをおこなったの
に続き、2023 年度は 12 月に東部の 3 遺跡 (Yewuvey、
Yetou、Gitai) について、現状確認と簡易測量を行った。
これら 3 遺跡は隣り合っており、Yewuvey、Yetou はガ
マル ( 男子集会所 ) 基壇を備えた儀礼空間である。

一例として、Yewuvey の遺構配置を見てみよう ( 図 1，
2)。ここでは、東向きの斜面を切り開いて住居、マウン
ド等を構築している。現在の主要山道は中央の遺構に
沿って南北に抜けるようになっている。道を挟んで西側
が高く、東側は低い。方形マウンドが中央に複数構築さ
れているが、一部のマウンドは、西側壁面を構成する石
垣の前面にあり、後から付け加えたものと思われる。ま
たこれらのマウンドによって、中央広場 ( ダンスグラウ
ンド ) が一部塞がり、不定形化している。

主要なガマルは北東にあるが、北西、南側にもそれぞ
れ大型の建物跡が見られる。北西の遺構を除き、ガマル
の特徴である内部を区画で仕切る石列はないが、南側の
建物には複数の石囲い炉が並んでおり、遺構の機能につ

いては判然としない。東側の建物に沿った先端部は自然
礫の石垣により遺構のあるテラス面を保っている。東側
数メートル下にも平坦面があり、複数のテラス面を作り
出して居住していたとみられる。

本遺跡の状況からは、狭い空間を巧みに利用して重要
な儀礼的設備を配置している様子が窺える。ウレパラパ
ラ島における板石積み技術は、儀礼的空間を精巧に構築
するためだけではなく、テラス先端部の崩壊や上部から
の土壌流入を防ぎ、狭い斜面を切り拓いて作り出した限
られた空間を維持し、有効活用するための技術として発
達したといえる。その技術および空間利用は抜きん出て
おり、バンクス諸島の他の島における板石積み構築につ
いても、ウレパラパラ島民が担っていたとも言われる。

ウレパラパラは、バンクス諸島のなかでおそらく唯
一、板石積み技法が現在にまで継承されている島で、現
集落の集会所建物の基盤に使用したり、遺跡からインス
ピレーションを得て新たに基壇を構築した例もある ( 図
３)。内陸遺跡の崩落した板石積み構造の一部も、時折
積み直し、修復を行っている。地域住民が自発的に、か
つ持続的に遺産を景観を護り継承する手法として注目さ
れる。

研究報告



A01 班：人工的環境の構築と時空間認知の発達

23

図 1 Yewuvey( イェブヴェイ ) の遺構平面図

図 2 2019 年度予備調査で確認した遺跡の位置図。東部と北西部に集

中して確認されているが、これは両地域が現在の集落から比較的近い場

所にあり、耕作地として利用されていることによる。同様の遺構は内陸

の各所に存在するというが、繁茂する植生に覆われておりアクセスが困

難である。

図 3 ウレパラパラ島の若者が新たに構築した板石積みテラス。内陸部
の遺構を自らの文化遺産として意識し、空いた時間を使って自宅裏に構
築しているもの ( 建造途中 )。現在では、タイバースベイに寄港するクルー
ズ船観光客の訪問スポットとなっている。
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リモート環礁プカプカの先史人間居住と熱帯サイクロン：ジオ考古学の試み
山口  徹 山野 博哉

キーワード：ジオ考古学、ポリネシア、環礁、ストームロック、熱帯サイクロン、層位発掘

太平洋には 170 以上の環礁が点在する。未固結の石
灰質砂礫からなる低平な陸地の生物相は限られており、
しかも自然豊かな火山起源の高い島から距離を隔てた離
島が多い。しかし、厳しい陸上生態系にもかかわらず、
東ミクロネシアの環礁では 2000 年間、ポリネシアの環
礁でも少なくとも 600 年間の人間居住史が知られてお
り、いずれも環礁島民の生存はタロイモの水耕栽培に
よって支えられてきたことが分かっている。ポリネシア
の北部クック諸島プカプカはそうしたリモート環礁の１
つで、サモアとタヒチのあいだに位置する。

プカプカ環礁は南太平洋収束帯 (SPCZ) の東縁に位置
するため、特にエルニーニョが発生すると熱帯サイクロ
ンが接近する傾向にあり、タロイモ天水田が越波で冠水
する被害に時おり見舞われてきた（図 1）。20 世紀以降
の記録を参照すると、19 世紀以前の先史期にも、熱帯
サイクロンによって長期にわたる食料生産の停滞が生じ
たと容易に想定できる。そこで本年度は、これまで現地
で実施してきたジオ考古学的調査の成果を、先史人間居
住とタロイモ天水田の開発、そして熱帯サイクロン被害
と復興という相互に関連する視点から検討した。

まず初めに、州島堆積物の分析にもとづいて地形形成
史を考察するとともに、リーフ上のストームロックから
採取したサンゴ片の分析から熱帯サイクロンの時期推定

を行った（図２）。次に、タロイモ天水田を取り囲む廃
土堤の発掘調査の成果を取りまとめた。リモート環礁で
は波浪による堆積作用を除くと、火山灰の降下や河川堆
積を期待できず、古い文化層は後の時代の人間活動に頻
繁に攪乱されやすい。それゆえ考古学者にとっては、炭
化物を含む出土遺物の編年的位置付けが難しいフィール
ドである。しかし、天水田構築時に人為的に積み上げら
れた砂礫の廃土堤下には良好な層位関係を確認でき、信
頼性の高い年代試料を得られることが我々の調査で明ら
かになった（図３）。

最後に、熱帯サイクロンにかかわる地球科学的情報と
タロイモ天水田の構築にかかわる考古学的情報の対応関
係を検討した。その際、ライン諸島パルミラ環礁のサン
ゴ試料のδ 18O から復元された ENSO 活動の古気候情報
も参照した (Cobb, et al. 2003)。分析結果の概要は次の
とおりである。(1) 堆積物サンプルの較正年代から、州
島形成が 5500 年前ごろに始まり、2000 年前には主体
部が形成されていたことが分かった。（2）6 個のストー
ムロックから得た 9 つの較正年代は少なくとも 5 回の
熱帯サイクロンに由来する可能性が確認できた。（3）考
古学的発掘によって、いくつかの廃土堤が複数回にわ
たって積み上げられたことが明らかになった。熱帯サイ
クロン後の復興の痕跡かもしれない。

図 1：南太平洋収束帯 (SPCZ) とプカプカ環礁の位置

研究報告
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図 2：礁原上のストームロック（左）とストームロックに付着する枝サンゴ（右）

図 3：環礁の層位発掘
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令和５年度は、古代の構造物と背景となる地形や天体
現象を仮想 3D 空間として再現するシミュレーションソ
フトウェア "arcAstro-VR" のウエッブページ（https://
arcastrovr.org/ja）を通じての公開とサポートを行い、
ユーザーからの指摘や要望に対応して機能追加、修正等
を行なった。さらに A01 班の分担研究者北條芳隆と協
力して、岡山県にある造山古墳の LiDAR 測量調査成果
を arcAstroVR に取り込み（図１）、周辺地形と古墳の築
造時の過去の天体運行を再現した。

造山古墳と大阪府の石津丘古墳は、平面プランや規模
が類似し、墳丘軸線が真北から東に 30°弱振れる点でも
一致していることから、基本設計が共有されていたと推
定される。墳丘の方位決定には、５世紀前半の北斗七星
の柄の部分「斗建」が基準とされた可能性（図２）や、
その角度を 90°直交させた冬至の日の出方位（図３）が
考えられている。さらに、地中レーダー探査と部分的な
発掘調査により、後円部中央の埋葬施設の軸線が墳丘の
軸線と平行し、埋葬頭位が当時の中国の「北辰信仰」に
基づいて天の北極を志向していた可能性が示されてい
る。この研究成果は、2024 年 4 月に米国ニューオリン
ズで開催される米国考古学会第８９回年次総会において
報告される。

arcAstro-VR の運用サポートとしては、具体的には２
回のバージョンアップ（2023 年 6 月 21 日：バージョ
ン 0.19.5、2024 年 1 月 26 日：バージョン 0.20.1）を
行い；Cesium ion の Asset ID / TOKEN / URL 設定、ジ
オイド高設定、自作地形データの読み込み設定、地形自
動補正機能、水オブジェクトと鏡オブジェクトに自由形
状モデル機能、水の波高設定、マウス / コントローラ等
の感度設定、火のサイズに光範囲・強度が比例する機能、
等を追加した。

また、URP 用 TerrainShader 組み込み不正や視点カメ
ラの不具合等が修正された。さらに、Stellarium 開発者
と協力して海外版（https://arcastrovr.org/en/）対応を
強化した。

 

研究報告

図１：造山古墳の LiDAR 測量調査データを arcAstroVR に取り込み、コ
ンパスマップ表示した図

考古学向け天体シミュレーションソフト arcAstro-VR の開発
関口 和寬

キーワード：LiDAR、Photogrammetry、バーチャル・リアリティ (VR) 空間、Cesium World Terrain、HMD

図２：arcAstroVR で造山古墳の軸線を示し、420 年 12 月 22 日冬至の夜
の北天の情景を再現した図

図３：arcAstroVR で造山古墳の軸線と直交する方位を示し、420 年 12

月 22 日の朝の太陽が昇る様子を映像化した図
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2023 年度の研究の目的・目標
　A02 班の目的は，これまで概念的に切り分けられて
きた「心」と「物質」がどのような相互作用によって文
化を生み出すのかを追求することである．そのためには，
人間の身体と行為に焦点を当て，①生物学的決定論にも
極端な文化相対主義にも陥らず，生物としてのヒトと，
人間が生み出す文化的多様性を一体として捉える研究視
点，②現代科学の基盤となってきた心身二元論，物心二
元論的な枠組みを超えて，モノと心と身体が緊密に絡み
合った一つのシステムとしてその変化を考察する研究視
点が必要である．そこで本研究では，身体的機能を拡張
する技術的側面と，象徴やメタファーを喚起し感性に訴
えて心を操作する芸術的側面とを，「アート」として統
合的に分析し，物質文化が人間にどのような力を及ぼす
かを明らかにすることをめざす．
　2023 年度は研究のとりまとめを意識しつつ、図１に
示す研究体制のもとで、日本列島、メソアメリカ、アン
デス、オセアニアというそれぞれのフィールドにおける
調査研究および実験的研究を実施した。その成果を共有
して議論を深めることにより、ユーラシア大陸を出た人
類が各地域の自然環境のもとでニッチ構築していく過程
で、技術／芸術がどのような役割を果たしたか、それが
自然環境やヒトの身体、認知とどのような相互浸潤関係
にあるかの検討を進めた。

研究概要
　2023 年５月 25 日にオンラインで班会議を開催し、
公募研究者を含めて研究視点を共有し、連携した研究推
進の方向について確認した。また、12 月 27 日にもオ
ンラインで班会議を開催し、研究の進捗状況を確認する
とともに、全体的な研究の取りまとめについて議論した。
各メンバーの研究活動の詳細は各自の報告に示されてい
るが、A02 班として以下のような成果を得ることがで
きた。
　日本列島については、工藤・中園・松本により土器・
土偶の登場から漆工芸の発達という、文明創出に至る端
緒となる様相についてかなり明らかにすることができ
た。公募研究の高倉による研究により、さらにそれをさ
かのぼる旧石器時代における装身具の動向についても押
さえることができ、長期的な変化のプロセスを把握する

ことが可能となった。土器の出現プロセスについては、
公募研究の金崎によるアンデスにおける土器出現期の様
相との比較考察をすることができた。弥生時代から古墳
時代にかけては、上野が象徴的価値をもつ遺物について
分析し、社会の複雑化との関係について新たな知見を得
た。

モニュメント / アートをアンデス文明の形成過程に位
置づける研究を進めている松本雄一は、アンデス中央高
地南部において神殿の出現と周囲の景観の関係性が多様
であることを明らかにした。メソアメリカにおいては、
佐藤と中園らの共同研究により、テオティワカン遺跡出
土土器の胎土分析を実施し、大多数の在地産土器の中に
搬入土器が混じる様相を明らかにした。オセアニアにつ
いては、石村がニュージーランド・チャタム諸島での
フィールドワークを行い、自然環境とアートの創出につ
いての新知見を得た。また、仏領ポリネシアで調査を実
施した桑原は、身体に彫るイレズミと木や竹に彫られる
彫刻との関係について多角的に分析し、物質・身体・心
の間の複雑な相互関係について新たな知見を得た。
　また、「ヒト形人工物の顔・身体表現分析ユニッ
ト」として、A02 班代表の松本、A02 班研究協力者の
Liliana Janik 氏、A03 班の松木武彦、B02 班の川畑秀明
と共同で、土偶・埴輪の顔・身体表現に関する実験的研
究を進めた。
　第９回全体会議は拡大国際会議として中南米をフィー
ルドとする海外研究者を多数招聘し、「出ユーラシアに
おける王権の創成：超越的力出現のメカニズム」につい
て議論した。A02 班からは、班代表の松本がセッショ
ン３「Images, designs and human representations」の
議長として、超越的力の出現とアートの関係について
議論した。カリフォルニア大学の Karl Taube 氏がマヤ
の事例、アラスカ大学サウスイースト校の Erica Hill 氏
がアンデスの事例を報告し、松本が日本の事例をもと
にコメントを行った。また、セッション 5“Information
accumulation in text and iconography” において上野が
コメントを担当し、時間認識と造形化の方向性、儀礼の
創出と遂行との関係についての比較研究の視点について
指摘した。
　領域全体のとりまとめを目的とした第 10 回全体会議
では、B01 班の大西秀之、B02 班の川畑秀明とともにセッ

A02 班活動報告
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ション４「モノとココロの人類史」をオーガナイズし、
5 年間の研究成果を踏まえて考古学・民族誌・心理学・
生物学の視点から、どのような新しい知見や問いが得ら
れたかを提示し、今後さらに追及すべき課題について議
論した。

アウトリーチ活動として、公募研究の吉田晃章、A01
班の鶴見英成らによる倉敷考古館での企画展「音の造形
－古代アンデスの笛吹きボトル」（会期 2023 年 9 月 13
日～ 11 月 5 日）が開催された。また、この展示との連
携企画として、国際オンラインセッション「カカオとア
ンデス文明のゆりかご」を BIZEN 中南米美術館の協力
を得て開催した。
　5 年間の共同研究の中で、日本列島、メソアメリカ、
アンデス、オセアニア地域という相互に独立して展開し
た文明形成のプロセスについて、技術／アートが果たし
た役割という視点から多角的な研究を実施することがで
き、多くの重要な学術的知見を得ることができた。通常
密接な学術的交流をすることのない、遠く離れたフィー

ルドでの知見を共有することによって、文明創出に関わ
るヒトの認知的特性や、固有の環境や歴史的コンテキス
トにおいて多様性が発現する様相についても理解を深め
ることができた。
　方法論的にも、身体を介したモノと心の相互浸潤とい
うモデルを共有することで、視覚に加えて聴覚や触覚、
身体感覚という視点からもモノとヒトの相互関係につい
て分析し、時間や空間に関する認知や世界観・人間観が
変容するメカニズムに迫ることができることを示し、新
しい研究の可能性を広げることができた。さらに、蛍光
X 線分析、X 線 CT などを用いた非視覚的も組み合わせ
ることにより、人工物の生産と流通も含めてモノとヒト
との織り成す関係性に重層的に切り込むことができた。
三次元データを用いた新たな物質文化研究も多くのメン
バーが推進し、新しい研究手法開発の基盤を固めること
ができた。これらの成果については、すでに論文等で公
表してきているが、来年度以降刊行予定の出版物におい
て引き続き広く公開していく予定である。

図 1　研究体制
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　2023 年度も引き続き，縄文時代の漆文化の起源とそ
の実態を解明する研究を進めた。特に，福島県前田遺跡
の縄文時代中期の漆製品の年代測定を中心に行った。
福島県川俣町前田遺跡は，2018 ～ 2021 年にかけて国
道改良工事に伴って発掘調査が行われた縄文時代中期か
ら晩期までの様々な時期の活動痕跡が残された重要な遺
跡であり，縄文時代中期の埋没谷からは多数の植物質遺
物が発見されている。縄文時代中期の漆関係資料が充実
しており，縄文時代の漆文化を理解するうえで極めて重
要な遺跡である。日本列島内における漆文化の拡散とそ
の成熟のプロセスを解明することは，人類の出ユーラシ
アの意義を考えるうえでも重要である。

これまで，筆者らは前田遺跡の流路跡から出土した漆
関係資料と木製品類を中心に年代測定を実施してきた。
その点数は 150 点近くになる。一つの流路跡から出土
した試料をここまで徹底的に分析した例は，前田遺跡が
始めてであろう。その結果，漆関係資料と木製品のほと
んどは，縄文時代中期後葉の約 4800 ～ 4600 cal BP を
中心とした時期に位置付けられることが明らかとなっ
た。土器型式では大木 8b 式～大木 9 式期に対応する。
膨大な量の漆製品や木製品は，わずか 200 年（あるい
はそれよりももっと短い期間）に残されたことがわかっ
た。
　前田遺跡から出土した漆関係資料には，非常に美しく
美術工芸的にも優れた木胎漆器や漆塗り土器だけでな
く，漆工に関係する漆液容器が発見されており，またウ
ルシ材も見つかった。縄文時代のウルシ材の発見は日本
でまだ 3 例目である。そして，これらのいずれの年代も
一致しており，約 4700 cal BP 前後に集中している。こ
のことから，前田遺跡では 4700 年前ごろにかけて，遺
跡周辺にウルシが栽培され，漆液が採取されて精製され，
さらに漆製品の製作，廃棄までの一連の行為が行われて
いたことが明らかとなってきた。ウルシと漆の体系的な
利用の実態が見えてきたのは，縄文時代後期の東京都下
宅部遺跡に次いで 2 例目となる重要な成果である。なお，
前田遺跡では，現在正式な報告書の刊行に向けて整理作
業が進められており，報告書の刊行と合わせてすべての
年代測定データを公開する予定である。

研究報告
福島県前田遺跡出土漆製品の年代測定

工藤　雄一郎
キーワード：漆文化の起源、縄文時代中期、ウルシ林、管理
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　2023 年度も土器類とヒト形人工物を中心とした研究
を継続した。通常の観察のほか 3D データを用いたデジ
タル解析などを実施し、表面形状の可視化などに有効で
あった。その成果の一端は以下のような各種の分析にも
適用することで成果を上げた。
　物質文化の非視覚的情報については、土器類の蛍光Ｘ
線による胎土分析の研究を行った。吉備地方を中心する
弥生時代後期後半以降の特殊器台について、これまでに
測定した胎土データ中心に、3D 形状計測等を含む観察
および筆者らの民族考古学的知見を加えて、生産 - 流通
システム、製作工程・身体動作等の諸観点を統合した新
たな評価を行うことができた。
　懸案であったメキシコ・テオティワカン遺跡出土土器
の胎土分析について、蛍光 X 線分析による多数のデー
タの解析を実施した（佐藤報告参照）。その結果、対象
とした各時期でほとんどが一貫して在地産であることや
一部搬入品があることなどが判明し、生産 - 流通システ
ムの解明の手掛かりを得たことは大きな成果であった

（佐藤ほか 2024）。これは本来、波長分散型蛍光 X 線分
析装置（WDXRF）による分析を企図していたものであ
るが、諸事情により現地でポータブル蛍光 X 線分析計

（pXRF）により測定されたデータを用いることとなった。
一般に pXRF は精度が落ちることに加え、規格化されて
いない表面形状の測定であるなど制約が大きかったが、
いくつかの点に留意しながら解析することで産地レベル
での把握に有効であることが確認できた。この簡易法に
より多数のデータ化ができたことも成果といえよう。
　なお、これまでの土器の蛍光 X 線分析による知見を
踏まえ、胎土分析についての考え方や応用例などを概説
した（中園 2024）。
　昨年度、神戸市五色塚古墳と周辺の古墳・遺跡の埴輪
について、蛍光 X 線分析（WDXRF）による胎土分析を
適用し、同一産地から供給されたことを明らかにした

（中園 et al. 2023）。その一つである、五色塚古墳の東
10km に所在した神戸市念仏山古墳の埴輪や土器類の胎
土情報に、3D 形状計測やサイズによる検討などを加え
た評価を行った。埴輪は胎土だけでなく形状やサイズな
どの点でも五色塚古墳のものと同一規格の可能性が高い
ことが明らかになったほか、古く消滅した同古墳の実態
の考察にも役立つなどの成果を得た（中園 et al. 2024）。

　そのほか、本研究による視点や技術的成果を応用した
研究協力を行った。昨年度に 3D 技術を近世薩摩焼仁王
像に応用し刻銘の可視化などに成果を上げたが、それに
引き続き薩摩焼の陶製祠の 3D による刻銘の可視化をす
るなどして新聞報道された。また、3D 技術を応用して
佐賀県吉野ヶ里遺跡の石棺墓の検討をし、テレビ番組制
作に協力した（NHK クローズアップ現代）。このように、
今年度もあらゆる機会をとらえて本研究の成果や視点、
技術を紹介し普及に努めた。

引用文献
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ユーラシアの統合的人類史学」第 10 回全体会議 .
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「邪馬台国はどこに～日本古代史 “ 最大のミステリー ”
～」NHK クローズアップ現代 2023 年 7 月 4 日

研究報告

土器類・ヒト形人工物を中心とした視覚的・非視覚的情報の考古学的研究
中園　聡　　平川　ひろみ　　太郎良　真妃

キーワード：土器、埴輪、ヒト形人工物、三次元計測、土器製作、蛍光 X 線分析
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研究報告
造形から復元した行為・認識と社会変革の評価

上野祥史
キーワード：造形、形態、身体感覚、時間概念

【概要】
　造形はその時代の認識や行動と深く結びつき、造形の
変化は認識や行動の変化として理解される。しかし、造
形の「利用」を通じても行為や認識は生成されたのであ
り、造形へのかかわりは幅広い視点でとらえる必要があ
る。今年度は、身体感覚を複合して造形の変化を評価す
ることと、造形の変化を時間の認識、概念と対照してと
らえることで、これまでの研究成果を統合して示した。
7 月に開催された国際シンポジウム『出ユーラシア
における王権の創 成 : 超越的力出現のメカニズ ム 』

（ 第 9 回 全 体 会 議 ） で は、 セ ッ シ ョ ン 5“Information 
accumulation in text and iconography” のコメントを担
当し、実践に反映された時間の認識と造形化の方向性に
ついて比較検討を提起した。
　時間の進行は、「循環（繰返される時間／歳時の暦）」
と「直進／延伸（固有の時間／暦年）」の二つがあり、社会・
集団により時間のとらえ方は異なる。前者の保証は王（支
配者）の責務であり、過去の「時間」（過ぎ去った「め
ぐる時間」）は「実績」として権威の源泉ともなるため、
時間の管理・支配は権力の表象であり、時間の認識に反
映された各社会・集団の特徴・性格を比較検討すること
の意義を提起した。
　また、「造形の変化」は社会変化の指標であるが、そ
の造形が組み込まれた行為・儀礼と密接に関係する。エ
リートの活動に組込まれた金属工芸は、その利用・消費
を反復し継続するなかで過去の認識を生成し、超時的な
権威を創出した。しかし、何に力点を置き行為・儀礼を
荘厳化するかは、社会や集団により異なる。
文明の形成を儀礼の創出・遂行と時間観念の形成の視点
でとらえ、アンデスやメソアメリカと東アジアを対比し
つつ、文明を比較する有効な視点であることを指摘した。
　3 月に開催した第 10 回全体会議では、ポスター発表
にて 5 年間の研究活動を総括した。弥生時代から古墳時
代において象徴的価値を有した金工品等を分析し、造形
をめぐる行為と認識の相互関係を「制作」と「利用」の
視点でとらえ、日本列島社会が複雑化する過程を評価し
た。具象表現の再来が認識や行為が変化する画期の指標
であること、造形へのかかわりは視覚に限定して評価す

る傾向が強いこと、造形をめぐる行為や認識が変化する
大きな画期は、時間認識の質的な変化と、実在しない創
造的世界の構築・共有であることなどを指摘した。この
時期の日本列島では、認識や行為が過去から連続する先
に「直線的な時間」や「実在しない創造世界」が認識さ
れ、それを物質化する造形や行動様式が形成されたので
ある。それは、列島における文明形成期を中国や朝鮮半
島などの影響を優先した通説的な思考を相対化した。
　また、身体感覚で造形をとらえ評価する取組みは、色
彩と造形を主題とした企画展示において、その成果を公
開した。国立歴史民俗博物館企画展示「歴博色尽くし」
では、古墳時代のセクションを担当し、造形と色彩が織
りなす認知の変化をとらえ、上記にみた社会複雑化が急
速に進行した古墳時代社会の様相を、造形と色彩の変化
で示した。ここでは、出ユーラシア（本研究課題）が推
進した 3D データの利活用を積極的に援用し、従来とは
異なる新たな資料の認知・体感を実践した。研究資料と
しての 3D データの利活用だけではなく、公開や社会普
及という視点での取組みを実現した。
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(1) 研究テーマ
テオティワカン遺跡は、パトラチケ期（150-1B.C.) か

らメテペック期（A.D.550-650）まで続く遺跡であり、
ミカオトリ期（A.D.100-150）に強力なリーダーのもと
都市が作られたと考えられている。「月のピラミッド」
考古学プロジェクトによって出土した土器は、時期毎に
整理され、分析の基礎資料として整理されている。蛍光
X 線を使用した土器の胎土分析により各時代に生きたテ
オティワカン人がどのような戦略で、土器の胎土を入手
したのかを解明する。それは、人類が土器製作において、
自然物である「粘土」をどのように認識し、活用しよう
としたのかを解明する基礎資料となる。

(2) 研究の進捗状況
＜研究体制＞
　2023 年度は 5 人の研究者で共同研究を行った。その
分担は次の通りである。
佐藤悦夫（富山国際大学）：テオティワカン遺跡「月の
ピラミッド」出土の土器から、分析対象の土器を抽出（表
１参照）、研究総括
髙田祐磨（岡山大学、大学院生）：メキシコでデータ測
定
中園　聡（鹿児島国際大学）・平川ひろみ（奈良文化財
研究所）・太郎良真妃（鹿児島国際大学）：　測定データ
の解析
＜測定対象土器の抽出＞
　1998 ～ 2003 年に掛けて実施されたテオティワカン
遺跡「月のピラミッド」発掘プロジェクトにて出土した
土器の中で、テオティワカンの編年区分においてパトラ
チケ～トラミミロルパ期に該当すると分類された土器群
564 点を抽出した（表１）
＜使用機材、測定対象の試料について＞
　本研究では分析に用いる機材として、岡山大学・文
明動態学研究所所蔵のハンドヘルド蛍光 X 線分析計

（OLYMPUS 社製 VANTA ハンドヘルド蛍光 X 線分析計 
M シリーズ）を現地に持ち込み測定を行った。
＜データ解析＞

①主成分分析結果（図１）
全試料に対して主成分分析を行った（7 元素）。図１に
示すように全体で外れ値を示した試料以外に基づく各時

期の 95％等確率楕円を表示。各主成分による変動が小
さく、やはり時期を通じて通時的に類似することが分
かった。その外側に分布する試料は、PC1 が正の顕著に
大きい位置に Thin Orange Ware が散漫に分布し、かつ
PC2 が正の方向に Oaxaca ceramic が布置される。また、
Thin Orange Ware ほどではないが PC1 の正の方向に分
布する試料が見られる。PC1 は楕円内のものと変わら
ないが PC2 の正の方向に分布する試料も見られ、PC2
が大きいものとして Granular Ware がある。これら楕
円を外れる試料は、テオティワカンの在地土器とは異質
であり、そのほとんどは搬入品と考えられる。
②クラスター分析結果（図２）

全試料を対象にクラスター分析を実施した（標準化
ユークリッド平方距離×群平均法）。

大多数の在地生産品からなるとみられるクラスター
と、少数からなる異質な特性を示す土器を含むクラス
ターが形成されている。少数派のクラスター内では試
料 間 の 結 合 距 離 が 遠 く、Thin Orange Ware、Oaxaca
ceramic、 Granular Ware を含む。Thin Orange Ware に
典型的に示されるように、同じ種類であっても個体間の
化学的変異がより大きいことを示す。これは在地産では
起こりにくいと考えられ、搬入品という判断と矛盾しな
い。以上の分析より、長期的に一貫した化学的特徴をも
つ圧倒的に大多数の在地生産品と、それ以外の搬入品か
らなることはかなりの確度で言えよう。

研究報告

メキシコ、テオティワカン遺跡「月のピラミッド」出土土器の蛍光 X 線（pXRF）分析

佐藤悦夫
キーワード：実験考古学、土器スリップの復元
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表１：分析対象の土器の時期ならびにグループ名

図２：クラスター分析結果

図１：主成分分析結果
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研究報告
ニュージーランド・チャタム諸島における芸術表現の調査研究

石村　智
キーワード：オセアニア、チャタム諸島、モリオリ、文様、環境

ニュージーランドのはるか東に位置するチャタム諸島
は、モリオリと呼ばれるポリネシア人が独自の文化を築
いた島である。チャタム諸島の気候は寒冷で、平均気温
は 8 ～ 15℃しかない。そのためモリオリは農耕を行う
ことなく、生業は狩猟採集と漁撈に依存した。

モリオリの社会・文化も他のポリネシア人のものとは
大きく異なっていた。彼らは「ヌヌク・ヘヌア法」とい
う慣習に基づいて、戦争を禁止し、身分制のない平等社
会を築いた。また生きている樹木の幹に線刻画を描くデ
ンドログリフという芸術表現を行った。

しかしモリオリは 19 世紀中頃に、マスケット銃で武
装したマオリの侵略を受けてその多くが虐殺された。最
期のモリオリであるトミー・ソロモンは 1933 年に死去
し、純血のモリオリは絶滅してしまった。そのためチャ
タム諸島のモリオリの文化については依然として不明な
点が多い。
　筆者は本科研事業において当初から調査フィールドを
ニュージーランドに定め、特にチャタム諸島に焦点を当
てて現地での調査研究を行う計画であった。しかしコロ
ナ禍のため長らく現地に渡航することがかなわず、よう
やく本年度になって渡航が可能となり、2023 年 7 月に
現地調査を実施することが出来た。
　現地調査では、レンタカーを使用してチャタム諸島の
ほぼ全域を回り、遺跡の分布調査や景観の記録作成を
行った。その結果、デンドログリフが見られるのは島の
北東部にあるコピの木（Corynocarpus laevigatus）の二
次林に限られていること、またかつては数千あったとい
われるデンドログリフも現存するのはわずかであること
が分かった。
　デンドログリフの図像が何を表現しているかには諸説
あり、一説にはモリオリの祖先たちを表現したもの、あ
るいは一説には鳥を表現したものとされる。筆者はポリ
ネシアの他の地域に見られるペトログリフの表現と比較
分析を行い、チャタム諸島のデンドログリフは人物を表
現したものが顕著に多い傾向を明らかにするとともに、
その胴部の表現が植物の葉の葉脈に類似している点を指
摘した。そしてデンドログリフが施されるコピの木は
チャタム諸島において唯一、食用となる果実を付ける栽

培樹木であることから、モリオリの人々が植物の世界と
コミュニケーションを取るためのメディアであったとい
う仮説を筆者は提示したい。

チャタム諸島の調査研究を通じて新たな課題も明らか
になった。モリオリの文化はニュージーランドのマオリ
の文化と大きく異なるが、チャタム諸島の自然環境は
ニュージーランドの南島と類似する点がみとめられる。
南島はマオリの人口も少なく、その文化も北島のマオリ
と異なる点が多いが、あるいは南島のマオリとチャタム
諸島のモリオリの間には何らかの共通点が見出せる可能
性がある。今後は南島の調査研究を進めることで、オセ
アニアにおける芸術表現の多様性を明らかにすることが
出来ると考える。

写真 1　チャタム諸島のデンドログリフ（撮影：石村智）

写真 2　湿地帯が広がるチャタム諸島の景観
（撮影：石村智）
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研究報告
ペルー中央高地、カンパナユック・ルミ遺跡及びチュパス遺跡における景観

分析及び、アンデス文明形成過程における景観の役割をめぐる考察
松本　雄一

キーワード：アンデス形成期、神殿、景観、RTK-GNSS 測量

　これまで「アートとしてのモニュメント」という視点
から、モニュメント / アートをアンデス文明の形成過程
に位置づける研究を行っている。これまでの研究で、自
然景観を人工的なモニュメントと融合させていくこと
が、ペルー中央高地における複合社会の出現と密接に関
わっているという見通しが得られた。しかしその一方で、
モニュメントと景観の関係を考察するための基礎データ
が調査の進んでいるカンパナユック・ルミ遺跡以外には
存在しなかった。そのため同時代かつ同地域の神殿遺跡
を対象として景観調査を行い、考察を地域単位に拡大す
る必要があった。そこで今年度は、カンパナユック・ル
ミ遺跡から北西約 80㎞に位置し、形成期後期（紀元前
800-500 年）に神殿として機能していたことが確実視
されるチュパス遺跡において、RTK 対応のドローンと
GNSS 対応の機器を用いた高精度の写真測量調査を行っ
た。

チュパス遺跡における測量においては、神殿を構成す
る基壇建築とその広がりを確定することができたが、そ
の分析を通じて建築軸と周囲の自然景観（聖なる山や湖）
との相関を見出すことはできなかった。また、並行して
行われた発掘調査によって、チュパスの神殿建築は、自
然の丘陵を利用しておらず、平地に詰め石と土留め壁を
組み合わせることで基壇を建造していることが明らかと
なった。つまり、チュパス遺跡においては、カンパナユッ
ク・ルミ遺跡周辺の在地の建築技法は踏襲されておらず、
神殿と自然景観との関係も異なっていたことになる。
両者の比較を通じて、アンデス中央高地南部という極め
て狭い地域内においても、神殿の出現と周囲の景観をめ
ぐる関係性は大きく異なる。おそらくはチャビン・デ・
ワンタルをはじめとする遠隔地との関りもカンパナユッ
ク・ルミ遺跡周辺の神殿群とは大きく異なるものであっ
たと想定される。
　本研究で確認されたモニュメント研究における景観概
念の重要性を鑑み、A01 班の山本睦氏、B02 班の河合
洋尚氏との共編著書として『景観で考える：人類学と考
古学からのアプローチ』を臨川書店より出版した。

写真　RTK-GNSS 測量によるチュパス遺跡の詳細な地形図
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研究報告
2023 年度研究成果報告　

桑原　牧子
キーワード : イレズミ、装飾文様、ポリネシア、ミクロネシア

１．2023 年度実地調査
　2023 年８月 13 日から 28 日にかけてと 2024 年 1
月 20 日から 27 日にかけて仏領ポリネシアで調査を実
施した。タヒチ島においては、マルケサス諸島出身の彫
師、ウォリス諸島出身の彫師、ソサエティ諸島出身の彫
師のストゥディオで調査を継続した。今回はマルケサス
諸島ヌクヒヴァ島においても実地調査を実施した。そこ
では、イレズミと彫刻の文様生成と継承の違いやミック
スレイスとイレズミの関係について、彫師と彫刻家に聞
き取りを行うと共に、イレズミの施術と彫刻の過程を参
与観察した。さらに、2024 年 3 月 6 日から 11 日にか
けてニューカレドニアで調査を実施した。グランド・テー
ル島在住のタヒチの彫師とフトゥナ出身の彫刻家に聞き
取り調査を実施し、イレズミの施術と彫刻の過程を参与
観察した。

２．研究内容：イレズミと彫刻の文様生成と継承
マルケサスのイレズミ文様は皮膚に彫られるのみなら

ず、木型や竹型に残されることで継承されてきた。さら
に、現代のイレズミには彫刻での表現が模倣されている。
同じ「彫る」行為であっても、皮膚と木、骨、石といっ
た媒体によって文様とその配置が異なるが、イレズミと
彫刻の間には文様生成において相関性がみられる。皮膚
は必滅であるため、イレズミの文様は木型・竹型など他
の媒体に刻まれて継承されてきた。イレズミ復興後は彫
刻がイレズミからの影響を受けてきた。このように、マ
ルケサスの文様は様々な媒体に刻まれ、それぞれが道具
などの変化も経て継承するなかで、形や配置を変えてき
たことを、本年度は彫刻との比較でもって調査研究した。
彫刻では彫残されて浮き上がる部分がイレズミでは黒く
彫りつぶされるために奥行となり、彫刻とイレズミの表
現では同じ文様であっても 3 次元的効果としては真逆に
なる。また、彫刻では基本左右対称に文様を配置してい
くが、イレズミの場合は身体に文様を左右対称に配置す
るには綿密な調整が必要なために、また、被施術者の好
みに合わないからか、現代の施術では総身彫りでの事例
を除くと左右対称の文様配置の例は少ない。
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1. 研究の目的
古代メソアメリカ文明（前 2000 ～後 1521 年）のピ

ラミッドは、古代人が神々と交信するために建造された
身体機能を拡張させる装置であり、この社会的重要性か
ら各集団のシンボルとして機能したと考えられる（嘉幡・
ロペス 2022）。そして、最終目的として「世界の平和」
を守るために開発・建造されたとの仮説を検証すること
が本研究の目的である。古代人が認知した「世界（象徴
空間）」、そして、古代人が日々の暮らしを行う「世界（実
社会）」の両者を守るために、ピラミッドは存在したと
の仮説を検証する。

2. 解明に向けた観点
現在までの研究は、ピラミッドの建築過程やその内部

から出土する為政者の人骨や副葬品に着目し、社会の諸
様相の解明に向かってきた。為政者の生活様式や政体間
の交流関係を基に当時の共時的関係を明らかにし、また
各王朝の興亡史を編纂し、学界の動向を牽引してきた。
一方、社会発展や環境変動に起因する観念の体系化と変
質、そしてこれによる物質文化の変化など、通時的・人
類学的観点からの考察は遅れている。筆者は、ピラミッ
ドとは為政者だけではなく古代人の意思から誕生し、社
会の総意を反映する物質文化であると理解する（嘉幡 
2019; 嘉幡ほか 2019）。そして、古代都市の中心部に
ピラミッドが必ず存在するのは、主因として、ある特定
の個人や集団を人々の畏敬の対象とするためでも、また
為政者主体の政治的・経済的政策を実現させるためでも
なく、多くの民の願望であったからであるとの観点から
研究を進める。

3. 命と水を司るピラミッド
3-1. トラランカレカ遺跡・ピラミッド B に関して

2023 年度ではピラミッド B の発掘調査を行った。ピ
ラミッド B は、形成期中期から古典期前期に建造・利用
されたものである。一方、トラランカレカ社会の衰退後、
600 年から 700 年ほど経たのちの後古典期前期に、ピ
ラミッド B を再利用していたことが判明した。グループ
B のみならず遺跡の大部分を網羅した表面採集調査から
は、後古典期前期の遺物は確認されなかったことから、
この時期の社会規模は小さくピラミッド B を拠点に生活

を営んでいた可能性を指摘できる。しかし、彼らの拠点
はトラランカレカ遺跡にあったのではなく近郊に存在
し、特別な儀礼を行う際にこのピラミッドを利用してい
たとも考えられる。

3-2.  埋納遺構と埋納遺物の解釈
後古典期前期の住人は、彼らの神殿を建設する前に、

その土台となる地中に埋納儀礼を行っており、その副葬
品が出土した。埋納遺構の外壁は各辺が 1 メートルの正
方形であったと推測でき、成形された石列で丁寧に作ら
れていた。内部からは、14 点の遺物の出土が確認された。
　その中でも多彩紋土器のモチーフは興味深い（図 2）。
この遺構の存在価値を暗示してくれるだろう。土器の内
面中心部には、四葉が描かれている。これは四方に延び
る世界とその中心（地中）を表す。これを基点に外縁へ
と向かう各紋様の意味内容の推測から、次のように解釈
することが可能であろう。
　世界の中心には、必ず「聖なる山（アルテペトル）が
存在する。複数の神官は、「聖なる山」を物質化した神
殿で儀礼を行う。それは、雨つまり生命を希求する目的

研究報告
古代人の空間認識と集住化に関する研究：命と水を司る摩天楼

嘉幡　茂
キーワード：古代メソアメリカ文明、シンボル、水、神々、世界観、ピラミッド

図 1　最終段階におけるピラミッド B の平面図と見通し断面図（図中に

示された各基壇の範囲は推測である。第一基壇は最終時期の第二基壇の

外側に増設された可能性が高い。前庭部は後古典期前期に設置された）
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があった。そして、このような古代人が把握した世界は、
赤と黒で表現することができる。明暗（昼夜）である。
また、男女でもある。生死とも言える。これらは、補完
的二元論が世界認識の根幹であった古代メソアメリカ文
明の思想であった。これらは、土器の内面に描かれた図
像のみの絵解きである。同時に、重要なのは、内面つま
り古代人が世界を視覚できる世界のみならず、この世界
がどのように成り立っているのかといった象徴空間（土
器の外面に描かれる図像）をも表現している点にある。
それは、神獣によって支えられている世界の存在である。

4. 今後の研究の方向性
現在は、そのデータの解釈を行っている段階にある。

本成果報告で提示できなかったデータもある。今後は、
本報告で述べたデータとその解釈を再吟味し結論を導き
出したい。
　冒頭で述べたように、特に古代メソアメリカのピラ
ミッド建造とその社会的存在意義について考察し、A02
班の研究課題に貢献できる観点、そしてデータと解釈を
提示する予定である。

引用文献
嘉幡茂
2019  「なぜ古代人はピラミッドを造ったのか―メキシ
コ中央高原の古代都市に秘められた暗号」『古代アメリ
カの比較文明論』70-81。

嘉幡茂、J. ロペス
2022  「古代メキシコのパラダイム・シフトと技術革新：
ピラミッドのフルモデルチェンジとマイナーチェンジ」

『別冊・季刊考古学　心とアートの人類史』第 36 号 : 
116-126。

嘉幡茂、J. ロペス、荒木昴大、村上達也
2019  「水の神と火の神－割って入った神の出現による
社会の変化－」『古代アメリカ』第 22 号 : 33-45。

図 2　多彩紋土器（1: 四葉（世界の中心）；2: 聖なる山（アルテペトル）；
3: 神官？；4: 神殿？；5: 雨；6: 人の動き；7: 神獣）
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　本研究は、アンデス文明の笛吹きボトル（botella 
silbadora）を通じ、ヒトに備わった音や音楽に対する「聴
覚」的趣向の変化や多様性を究明することを目的として
いる。笛吹きボトルとは、ホイッスル（笛玉）を備え、
土器内部で水と空気が移動するときに音が鳴る内部構造
が比較的複雑な土器である（図 1）。笛吹きボトルは、「音
とカタチ」の趣向をうかがい知ることができる遺物で、
ペルーにおいては、紀元前 12 世紀頃から紀元後 16 世
紀まで少なくとも 2000 年以上にわたって制作され続け
た。研究では、東海大学文明研究所が所蔵するアンデス
コレクションから笛吹きボトルの洗い出しを行い、51
点を研究対象とし、ペルー由来の笛吹きボトルを実証的
かつ体系的に研究することとした。
　2022 年度は、東海大学マイクロ・ナノ研究開発セン
ターのＸ線 CT 装置（Nikon 製 XT H225ST）を使用し、
笛吹きボトルのＸ線 CT（X-ray Computed Tomography）
撮影を行い（図 2）３D レプリカ用の STL データを作成、
②解析ソフト（VGSTUDIO MAX 3.1）を使用し、笛玉を
中心に土器内部の計測を実施し、数値化を図った。また
③粘土による制作実験を実施して、当時の工人が重視し
ていた制作のポイントと制作過程などについて実証的に
検証した。さらに④製作者の意図と演奏法に則して、笛
吹きボトルのタイプ分類を行った。
　2023 年度は、❶おもにモデルを使用し、笛吹きボト
ルの音の解析を実施し（図 3）、各部位が音色にどのよ
うな影響を及ぼすかを実証的に研究した。❷さらに文化
ごとの音色の特徴、あるいはボトルのタイプごとの音の
特徴を把握することに努めた。これらを総合して「聴覚」
という観点から当時のアンデスの人々の音に対する趣向
や心性に迫った。

アウトリーチ活動としての「笛吹きボトル制作ワーク
ショップ（以下 WS）」を実施した。同 WS は造形教育
に聴覚的要素が加わるため、特に視覚に障害のある子供
に対する美術教育で効果が期待できる。2022 年度の二
校（神奈川県立伊勢原養護学校伊志田分教室、筑波大学
附属視覚特別支援学校）に加え、❸ 2023 年度は岡山盲
学校、倉敷まきび支援学校で WS を開催した。WS を行
う中で、聴覚と造形の関連性が垣間見られ笛吹きボトル
自体への理解も深まった。❹また笛吹きボトルを所蔵す
る倉敷考古館で企画展「音の造形－古代アンデスの笛吹

きボトル」（会期 2023 年 9 月 13 日～ 11 月 5 日）を
開催し、研究成果の一部と WS 作品や笛吹きボトルのレ
プリカを公開した。❺企画関連オンラインセッション「カ
カオとアンデス文明のゆりかご」にも参画した。研究と
アウトリーチ活動は研究協力者の鶴見英成氏（放送大
学）、真世土マウ氏（岡山県立大学）、森下矢須之氏（BIZEN
中南米美術館）、喜多理王氏（東海大学）をはじめ多く
の方々に支えられて実施された。

図 1：コンゴウインコ象形鐙型笛吹きボトル　

図 2：Ｘ線 CT 画像　

研究報告

笛吹ボトルの構造研究と音響解析から探る古代アンデスの水に関わる世界観
吉田　晃章

キーワード：代アンデス文明、笛吹きボトル、X 線 CT、レプリカ制作実験、タイプ分類、ワークショップ
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図 3：音響解析の様子　
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研究報告

北海道の旧石器時代から縄文時代にかけての石製装身具の変容に関する総合的研究
　髙倉　純

キーワード：装身具、旧石器時代、縄文時代、北海道

（１）研究の目的
旧石器時代における石製装身具（玉や垂飾）は、日本

ではユーラシア大陸に陸橋で接続し半島を形成していた
北海道を中心として確認されている。本研究計画では、
北東アジアからベーリンジアにかけての集団動態との関
連もふまえつつ、北海道の旧石器時代から縄文時代にか
けての石製装身具を対象として、原材料の入手から製作・
使用に至る過程を動作連鎖の観点から総合的に分析し、
その変遷過程を明らかにするとともに、そこで得られた
分析結果をユーラシア大陸の石製装身具と対比させ、相
互の関係性を検討していくことを目的とする。本研究で
実施する分析としては、装身具に利用されている岩石の
分布と産状を検討するとともに、採集した岩石サンプル
と考古資料で化学組成分析を実施し、相互の対比によっ
て産地推定を試みる。また、条件設定を体系的におこなっ
た実験による装身具の製作・使用痕跡の把握、ならびに
実験によって明らかにされた痕跡の同定にもとづいて製
作・使用過程の復元にも着手する。

（２）2023 年度の研究と成果発表
本年度は、第一に、北海道内の旧石器時代遺跡から得

られている玉類の岩石種を同定し、産地を推定するため
の化学組成分析を、研究協力者の岡村聡氏と立田理氏の
協力のもと、携帯型蛍光 X 線分析装置を利用して実施
した。今金町美利河 1 遺跡および知内町湯の里 4 遺跡
の出土資料を対象にして実施した。分析の結果、緑泥石
岩であることを把握した。第二に、玉類に利用されてい
る岩石種の産地を推定するために、日高山地域を中心に
して地質学的状況を精査し、関連する石材の分布が予測
できるエリアでの分布調査を実施した。調査を通して、
玉類に利用されていたと想定される石材の分布ならびに
産状について把握することができた。採集したサンプル
については、同様に蛍光 X 線による分析を実施し、鉱
物学的記載ならびに化学組成のデータを得ることができ
た。これらの成果を考古資料の分析結果と突き合わせ、
旧石器時代の玉類がどのような石材を使用しており、そ
れがどのような地域から入手したものであるのかに関す
る考察を進めていった。第三に、玉類の製作に利用され

ていた石器を特定するために、千歳市内の複数の旧石器
時代遺跡から得られた石器資料を対象に、技術形態学的
分析および使用痕分析を、研究協力者の薮下詩乃氏とと
もに実施した。錐形石器の型式分類に応じて、どのよう
な使用過程が想定できるのかについてデータを蓄積する
ことができた。第四に、旧石器時代の玉類製作の道具と
して、どのような石器の利用が想定されていたのかを把
握するため、ヨーロッパでの研究の現状の把握と実資料
との比較を試みた。実資料の検討では、オーリナシアン
とグラベッティアンの時期の資料を観察するため、パリ
の人類博物館において上部旧石器時代のコレクションの
分析を実施した。
　北海道では旧石器時代の玉類の発見がいくつかの遺跡
でなされているものの、依然として実例が限られてお
り、時期的な展開については不明な点が多い。玉類に関
する研究を推進するためには、新たな資料の獲得が必要
である。そこで旧石器時代遺跡である道南の蘭越町立川
1 遺跡において発掘調査を実施した（長崎他 2024）。細
石刃石器群および有茎尖頭器を含む複数の石器集中部を
確認している。発掘調査では石器の産出層準および分布
の把握を進めている。今年度の調査では玉類の発見は至
らなかったが、玉類が伴う可能性のある石器集中部の遺
存を確認しており、引き続き発掘調査を同遺跡で実施す
ることとなっている。
　研究成果の発表としては、旧石器時代の玉類の代表的
な素材として知られるダチョウの卵殻製品についての最
新の知見を整理した論考を発表した（髙倉 2023）。ま
た、北東アジアからベーリンジアへの更新世末の人類集
団の動態を考えるうえで重要となる尖頭器技術の研究
現状と課題についてまとめたレヴュー論文を発表した

（Takakura, 2023a）。

（３）国際セミナーの開催
北東アジアの旧石器時代において装身具が出現・展開

した背景には、細石刃技術のひろがりが密接に関連して
いた。細石刃技術を保有していた集団の生態的・社会的
コンテクストのなかで装身具利用の意義についても理解
していく必要がある。こうした課題に対する理解を深
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めるためには、国際的な連携と情報交換が欠かせない
ため、2022 年度より北東アジアからベーリンジアにか
けての細石刃技術の様相を議論する国際セミナーの開
催を開始した。2023 年度は、7 月 1 日に北海道大学を
会場として国際セミナー「Hunter-Gatherer Behaviour 
and Adaptation in Northeast Asia and Alaska during the 
Late Pleistocene and Early Holocene」を開催した（北
海道大学文学院考古学研究室との共催）。フランスのパ
リ第Ⅰ大学・CNRS の Yan Axel Gómez Coutouly 博士を
招聘し、アラスカでの細石刃石器群研究の成果を報告
していただいた（Gómez Coutouly, 2023)。また 11 月
17 日にはパリ第 X（ナンテール）大学の MSH（Maison
des Sciences de l’Homme）を会場として、国際セミナー

「Lithic Technology in Northeast Asia and the Beringia」
を開催した。Axel Gómez Coutouly 博士と髙倉が講演し
た。高倉は LGM の北海道における細石刃技術の剥離方
法同定研究に関する現状報告をおこなった（Takakura,
2023b）。技術的観点から細石刃石器群の研究を推進し
ていくための有意義な意見交換ができた。

引用文献・研究報告
髙倉　純 (2023). 「人類によるダチョウの卵殻利用のは
じまり」『ビオストーリー』39、43-48 頁、誠光堂新光
社
Takakura, J. (2023a). The Stemmed Projectile Points of 
the Terminal Pleistocene in Hokkaido, Northern Japan: 
Current State of Research. Anthropological Papers of 
the University of Alaska Fairbanks, New Series, 7 (1-2): 
148-169.
Takakura, J. (2023b). Fracture wing analysis of the LGM
microblade production technology in Northeast Asia.
International Seminar on Lithic Technology in Northeast
Asia and the Beringia. MSH, Nanterre University,
Nanterre. 2023/11/17.
長﨑潤一・髙倉　純・北村成世・阿部嵩士・高林奎史
(2024). 「北海道蘭越町立川１遺跡第 2 次・3 次調査概報」

『早稲田大学大学院文学研究科紀要』69: 581-606.
Gómez Coutouly, Y. A. (2023). Microblde technology
in Alaska and the Little Panguingue Creek site.
International Seminar on Hunter-Gatherer Behaviour
and Adaptation in Northeast Asia and Alaska during
the Late Pleistocene and Early Holocene. Hokkaido

University, Sapporo. 2023/7/1.
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1．「武器」概念の境界と身体
これまでの議論を通じて、実用武器とも祭祀用武器

( 形品 ) とも異なる「弱い」武器という概念を提示し、
個別地域の実例や用途の相互検証を重ねてきた。「弱い
武器」とは従来の物質文化研究 ( 考古学、民族学、歴史学 )
の武器論が、威力の強弱という物理的機能面を主要な評
価軸としたゆえに、捨象されてきた論点や視点、とくに
道具 ( 武器 ) と身体の相互浸蝕的関係を明らかにするた
めの仮説的概念提示である。

この仮説を検証するために、まずは身体の拡張として
のトゥール ( 広義の武器 ) が、対人、すなわち他者に向
けるトゥール ( 狭義の武器 ) として認知され、特定の自
然的、社会的環境のなかで、文化コードとして定着して
いく過程を時間軸で整理した。具体的には、次のような
分類案を共有したうえで、この発展段階的枠組みにおさ
まらない「弱い武器」の抽出を試みた。まず、武器Ａと
して動物的能力、具体的には腕や脚を用いて殴る蹴るを
遠心力で拡張させるトゥール、Ａ１：棍棒などの腕の拡
張とＡ２：刀剣やヤリ・矛などの刃部が付加された腕の
拡張に区分した。後者は地位表示や宗教性を帯びやすい
ことを指摘した。また、アウトレンジ攻撃を可能とし、
闘争コミュニケーションの質的転換をもたらした投射武
器を武器Ｂとして、さらにＢ１：投弾、投ヤリ、弓矢と
いった遠心力や張力を利用した武器とＢ２：火薬の化学
的特性を利用した銃・大砲といった攻撃武器に細分した。

先学を参考に武器の変遷を以上のように発展段階、機
能的に整理したが、このような武器の非身体化が、いか
に殺戮の簡便化・技能の低下・倫理感 ( 罪悪感 ) の喪失
をもたらしたのかが課題となった。また、倫理感 ( 罪悪
感 ) の喪失は、文化的脈絡に左右されるのか、あるいは
生業 ( 狩猟採集民・遊牧民・定住農耕民 ) でその差異は
あるのか。また対獣、対「同」族、対「異」族での変化
はあるのかといった課題も共有された。さらに武器の実
用に伴う生死のかかるカタストロフィ ( 恐怖と興奮・高
揚感 ) は、どのように昇華されたのか。殺人や暴力の肯
定、正当化において、武器がどのように機能したのかも
議論となった。

以上の論点を共有したうえで、武器の使用がもたらす
恐怖や殺傷を回避する、減少させる装置として「弱い武
器」が機能した可能性を、出ユーラシア地域 ( 日本列島、

新大陸、オセアニア地域 ) の考古学的、民族学的事例を
追究した。

2．政治化した武器 - 我々とかれらの区分 -
武力による征服によって集団間の統合を促す外的・物

理的側面だけではなく、攻撃と防御の反復やその危機感
の演出によって集団内外の差を強化、固定し、その操作
を通じて権力を強化する、あるいは社会を複合化させる
側面に注目してきた。そこで、他者への惜しみない援助
や共感と表裏一体にある憎悪や復讐の連鎖〈界面性論〉
に注目して議論を重ねた。具体的には古墳時代やタヒチ、
インカ帝国における「我々と奴ら」「味方と敵」という
対立関係がいかに生成あるいは増大していったのかとい
うメカニズム：コミュニケーションとモノの相互浸蝕に
よって生じる「部族」「国家」の形成過程を具体的資料
を論じた。そのなかで浮かび上がってきたのは、a: 王権
側による周辺異族の創出と b: 外部の文明・帝国 ( 中国・
英国 ) のシンボルや称号を利用という実例であり、界面
性が政治的に利用され、再生産されるという実例の共有
を進めることができた。

３．攻撃の表象・行為とモノの相互浸蝕
他者への攻撃は、強いストレスを伴う。それを個人的、

集団的に緩和、麻痺させるために人類はさまざまな外的、
内的装置を創出してきた。その一つとして「異界」「異層」
から人外の「力」を取り込み、自らの「力」に置換する
イベントやその装置としての「トゥール」の存在を、先
史時代や古代の儀礼や武器、民族例にみいだすことがで
きる。例えば、日本列島の縄文時代以降に散見される鹿
角、イノシシ犬歯、サメ歯をもちいた剣、ヤジリ、装身
具の存在は、その物理的機能とともに、もとの動物が有
する「力」を取り込むことが意図されていたと考えられ
る。その運用や社会的機能については、民族例との比較
が有効であった。「異界」からの取り込みという点では、
中国文明から入手する武器が出ユーラシア地域 ( 日本列
島 ) において政治的、宗教的に利用される例も同等に評
価できる。また、「異界」からもたらされた武器の由来
は、神話として共有されその痕跡は日本列島各地にみら
れる。さらに、これらの多くが、論点１で区分した武器
Ｂ ( 投射武器 ) ではなく、動物的な武器Ａは重要であり、
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英雄性と武器Ａ１の親和性の高さが明らかとなった。
表象性を議論するうえで、( 戦 ) 死者の利用にも注意

が必要である。戦争アート、軍神をまつる神社や忠魂碑、
生贄といったモニュメントやナラティブはストレスや興
奮を引き起し、時間や世代をこえて継承することを可能
とするメディアであることも考古学的、民族学的な実例
を抽出することができた。また、これらの行為やトゥー
ルは個人より集団で共有され、その存在や行為はさらに
多くの関係者を結び付ける。したがって、論点２からみ
れば、異なるモニュメントやナラティブの空間的併存は
異なる「我々」の併存を意味する。つまり、モノの継承
や行為の反復が、「我々」に確固とした意味を与え、そ
れが順調に拡大するならば国家や帝国といった複合社会
の形成に結びつくのであり、ときに複合社会を表象する
モノの継承や行為の維持は、個々人の財や生命よりも優
先されることすらある。

以上の理解に立てば、狭義の「戦争」は、これら重
層的単位間対立の一時的な表面化にすぎない。むしろ、
この相互浸潤の単位の形成と再生産のシステムこそが、
A03 班が追究してきた集団の複合化、国家や民族といっ
た社会単位形成の中核をなすことが明らかとなった。
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戦争・儀礼・動物に関する研究
メソアメリカ文明の戦争は、生贄をともなう儀礼のた

めの捕虜を獲得することが主な目的であることが知られ
ている。では、生贄をともなう儀礼とはどういうものな
のか。この問いに答えるために、エルサルバドルのサポ
ティタン盆地に位置するサン・アンドレスの生贄をとも
なう儀礼痕跡から出土した遺物の組み合わせとその表象
的意味について検討した。その結果、生贄儀礼にはカエ
ル、ヘビ、コンゴウインコといった雨・再生・権力といっ
た往時の生活に欠かせない要素が含まれることが分かっ
た。このことから、戦争を単にひとつの事象として理解
するのではなく、当時の人間－非人間の諸関係からなる
世界観やそうした世界観に基づく日常生活の一部として
連続的、包括的にとらえることが重要であろう。

メソアメリカ古典期社会の衰退と戦争の因果関係を探る
研究

2023 年 2 ～ 3 月にマヤ地域同様に古典期後期に衰退
したとされるオアハカ州太平洋岸にあるリオ・ビエホ遺
跡の戦争と社会変化に関するデータ収集に努めた。前年
度までは主に石器の通時的変化について調査を進めてき
たが、本年度は土偶の分析にも着手した。その結果、古
典期後期には、裸にされた捕虜と思われる土偶、盾や投
槍器と思われる道具をもつ土偶があることがわかった。
石器の研究では、武器と考えられる両面調整尖頭器は古
典期後期には少なく、後古典期前期に増加することがわ
かっており、土偶の分析とは反対に結果となっている。
これが意味することは何なのか。戦争表象の多さと戦争
の頻度には相関関係がないのではないか。といった問い
が浮上する。今後は、そのほかのデータも踏まえながら、
この状況をどのように解釈できるのか検討する予定であ
る。

景観研究ユニットでの研究
河合洋尚、松本唯一、山本睦を中心に班を超えたメン

バーで構成される景観研究ユニットで研究発表をおこな
い、それをもとに「火山灰が創る景観」と題して論文を
発表した（市川 2023）。この論文では、近年考古学分
野でも話題になりつつあるアセンブリッジ理論を導入
し、景観で古代社会を研究するための新たな切り口を提

供した。

参考文献
市川 彰 2023 「火山灰が創る景観」『景観で考える：
人類学と考古学からのアプローチ』125-143。臨川書店、
京都。

.

研究報告Ⅰ
市川 彰

キーワード：メキシコ、メソアメリカ、戦争、武器、社会変化、社会複合化
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研究報告

北アメリカ先史時代における平和と戦争の痕跡
佐々木 憲一

キーワード：北アメリカ、モニュメント、先史時代、戦争、平和

2023 年度も前年度に引き続き、海外出張を行うこと
へのハードルは低かったが、航空運賃の高騰で、1 回し
か渡米できなかった。したがって、明治大学の学内研究
費で渡米し、見学したスパイロ Spiro 遺跡から学んだこ
とも盛り込むこととする。以下、見学したマウンド遺跡
の主なものを、年代の古い遺跡から記述する。

オハイオ・ホプウェル Hopewell 文化
オハイオ州フォート・エンシェント Fort Ancient 遺跡

を見学した。土塁で囲まれた大規模な遺跡（図 1）で、
丘陵頂部に立地することから、昔は防御集落と考えられ
ていたが、近年は儀礼センターという見方が学界では支
配的となった。土塁の築造は約 2000 年前（Hopewell
文化）であるが、土塁内に約 1000 年前、ウッドランド
末期～ミシシッピ文化初頭にかけての集落が営まれた。
つまり集落と土塁は無関係。

イリノイ・ホプウェル文化
イリノイ州西部、ミズーリ州との州境に近いキャン

プスヴィル Kampsville に所在するホプウェル文化期の
キャンプ・マウンド Kamp Mounds 遺跡を見学した。残
存するマウンド 8（図 2）の築造は Hopewell 文化期（紀
元前後）であるが、その時期に続く Woodland 後期に
も増築された。つまり、日本の古墳とは根本的に異な
り、増築を重ねて、規模が大きくなったものである。ま
たこのマウンド遺跡には plaza と呼ばれる広場も伴って
おり、広場はダンスなどの儀礼の場で使われたと推定さ
れる。近隣の Mound House 遺跡は、残存する Mound
1 のほか、3 基のマウンドと plaza を伴う、相前後する
時期の遺跡である。広場を伴うことから、儀礼が重要な
役割を果たしていた社会と推定できる。

ミシシッピ文化期初期～前期：イリノイ州ディックソン・
マウンド Dickson Mounds 遺跡（９~13 世紀）

この遺跡には 10 基の墳丘墓と 1 基の墓ではないマウ
ンドが存在したが、現在それらは削平されており、削平
されたマウンド上に博物館が建設されていた。出土資料
に基づけば、ミシシッピ文化最大の遺跡であるユネスコ
世界遺産のカホキア遺跡の影響下にあって、カホキア遺
跡を介してメキシコ湾岸産の貝製品やウィスコンシン州

産の銅製品がディックソンにもたらされたという。余談
になってしまうが、博物館では、多数の人骨が展示され
ていたため、1990 年代初頭に、先住民との関係で問題
となった。そのためか、現在、関係する先住民より許可
が得られていないという理由で、多くの考古資料（人骨
ではない）が展示されていなかった。現在の先住民との
関係は、アメリカ合衆国考古学界において、難しい問題
であることを痛感させられた。

ミシシッピ文化期：オクラホマ州スパイロ・マウンド
Spiro Mounds 遺跡

学内研究費により、オクラホマ州スパイロ・マウンド
Spiro Mounds 遺跡（10 ～ 15 世紀）を見学した。重要
な点は、他のミシシッピ文化のマウンド遺跡と異なり、
防御機能を有していないことである。メキシコ湾岸産の
貝製品、ミズーリ州産のフリントで製作されたパイプ

（喫煙具）、イリノイ州南部産のチャートで製作された儀
礼用と思われる大型両面石器など、他地域から搬入され
た様々な遺物がこの遺跡から発掘されており、この遺跡
は交易センターという見方もある。しかし、この遺跡を
研究する Eric Singleton (National Cowboy Museum 民族
学研究部長 ) は宗教センターと主張する。防御施設がな
いことを、Singleton の解釈を補強する。この遺跡最大
のクレイグ Craig マウンド（図 3）は全長 106m、全幅
33.5m、高さ 10.5m の墳丘墓であるが、1000 体前後の
埋葬があって、ほかの遺跡の大型マウンドと同様、一気
に建造されたものではなく、増築の結果である。

以上、ホプウェル文化では社会の階層化が進んでいな
いこととも関係するのであろうが、戦争の痕跡は希薄で
あることがよくわかった。ミシシッピ文化のほかのマウ
ンド遺跡では、戦争の痕跡を伴うところもあったが、ス
パイロ遺跡のように、戦争とは関わりのない遺跡がある
こともわかった。



49

図 2 イリノイ州キャンプ・マウンド遺跡のマウンド 8

図 3 オクラホマ州スパイロ遺跡最大のクレイグ・マウンド

図 1 フォート・エンシェント遺跡を囲む大規模土塁
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研究報告

弥生・古墳時代における武器・武具の変遷とその背景
寺前 直人

キーワード：弥生時代、古墳時代、武器、短剣、戈、高地性集落

弥生時代には、携帯性が高いが攻撃力の弱い短剣と、
携帯性は低いが攻撃力の高い長柄武器が存在する。前者
は朝鮮半島より北部九州地域に伝播し、東方に普及する。
短剣の普及過程を型式学的に検討するために、愛媛県伊
予市の上三谷篠田・鶴吉遺跡出土の磨製短剣 ( 愛媛県埋
蔵文化財調査センター所蔵 ) の資料調査を実施した。そ
の結果、半島系の一体式磨製短剣が在来のサヌカイトを
用いる打製短剣に型式変化する過程を明確にすることが
できた。また、埋葬施設において伸展葬の人骨と共伴し
た大阪府豊中市勝部遺跡 ( 豊中市郷土博物館所蔵 ) の石
製短剣の調査を実施した。本例は人体に刺突された短剣
であると解釈されてきたが、腰部に副葬された切っ先を
欠く打製短剣であると判断できた。ただし、その解釈を
確定させるためには、今後は剥ぎ取り遺構内部に埋没し
ている可能性も残る切っ先の有無等を X 線等で確認す
る必要がある。

長柄武器については、戈やヤリが想定されているが、
その実態は十分に把握されていない。そこで柄と共伴し
た稀少例である熊本県玉名市大浜河床遺跡出土 ( 熊本県
立装飾古墳館所蔵 ) の磨製目釘式石戈と木製柄片を、柄
と戈身の関係を解明するために資料調査を実施した。そ
の結果、ヤリとして着柄されていた可能性を認めた。戈
としての用法とヤリとして用法が時期差なのか、地域差
なのかの問題を含めて、今後は検討が必要である。関連
資料として島根県松江市西川津遺跡出土の目釘式磨製石
戈の調査も実施した。

弥生・古墳時代に属する武器・武具を模倣した木製品・
土製品 ( 埴輪 ) の比較と検討を進め、武装内容の実態や
武威の社会的位置づけの追究も進めた。近年、奈良県奈
良市富雄丸山古墳から 2.37 ｍをはかる鉄製蛇行剣が出
土して注目を集めているが、本例の数十年後に築造され
た同県桜井市の小立古墳において２ｍ近い鞘入り刀剣を
模した木製品が樹立されている。当古墳には刀剣形木製
品の他に、盾、靫 ( 矢入れ )、そして多数の石見型木製
品も円筒埴輪とともに配置されていた。ここで重要にな
るのが石見型木製品・埴輪の祖型である。石見型とは奈
良県田原本町石見遺跡で典型例 ( 埴輪 ) が出土したこと
から名づけられている名称であり、祖型については儀仗
や鞘入ヤリなどが候補とされているが定説はない。しか
し、石見型木製品や埴輪の登場よりも 50 年以上さかの

ぼる同県御所市鴨都波１号墳の鉄ヤリ先周囲から検出さ
れた漆膜の形状から、石見型木製品や埴輪と同形態のヤ
リ鞘が存在したことが指摘されている。したがって、石
見型木製品・埴輪は、長柄武器である鞘入りのヤリが並
べられた情景を墳丘上に表現していると考えられる。先
述の小立古墳にはヤリ、刀剣、盾、靫という武器・武具
のセットを模した木製品が配置されており、当時の武装
内容を武威の象徴として死者の空間に反映させたと解釈
できる。なお、初期の石見型埴輪である奈良県高取町市
尾今田 2 号墳出土の盾形埴輪下半には盾表現がみられ
るが、これは刀剣形埴輪と共通する組み合わせである。
さらに先述の富雄丸山古墳にわずかに後出する時期に築
造された三重県松阪市宝塚１号墳では巨大な船形埴輪が
検出されているが、その船上には巨大な刀剣と石見型、
そして蓋 ( 貴人にかける日傘状のもの ) をそれぞれ模し
た土製品が立てられていた。したがって、石見型木製品・
埴輪の表現は儀仗等の先端部加飾デザインと共通しつつ
も、古墳に採用されたのは、ヤリを内包する装飾的な鞘
を示していると解釈できる。

ときには実用品よりも巨大化させた武器 ( 刀剣、ヤリ、
靫 )、武具 ( 盾 ) が儀礼に用いられ、それらが木や粘土
を用いて模倣され、墳丘外面に樹立されることがあった
と判断できるのである。これらを総合すると古墳時代中
期初頭前後、４世紀末頃には遠距離の攻撃には弓矢、近
接戦闘にはヤリ、そして接近戦や武威の表象としては刀
剣が利用されており、考古資料には実用品とともに、こ
こであげたような非実用的な素材や構造、サイズの武器
形品が製作され、儀礼的な脈絡で消費されていたと考え
られる。

従来、弥生・古墳時代の武器は、新技術の導入と社会
の複合化とともに変化していくことを根拠に、実戦的要
望による性能の向上や軍事力の強化という側面が強調さ
れてきた。しかし、以上のような弥生時代における石器・
青銅器を中心とした武器様式と古墳時代における鉄器を
中心とした武器様式の変遷やその要因を実証的、通時的
に検討すると、実戦的要望に伴う強化だけではなく、社
会的・儀礼的要望にともなう大型化や非実用化という脈
絡が浮かび上がってくる。このような実証的検討に基づ
き、人類と武器の関係について、心理学や人類学の成果
とあわせて統合的に論じていきたい。
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研究報告

九州南部における武器・武具の調査から古墳時代社会を再考する
橋本 達也

キーワード：古墳時代、武器・武具、九州南部、地下式横穴墓

１.2023 年度の研究概要
1980 年代以降の古墳時代研究において、古墳から出

土する武器・武具は戦争の発達にかかわり、日本古代の
国家形成にかかわる軍事組織の整備を反映するものとみ
る理解が主流となってきた。しかしながら、それらの研
究は古墳出土武器・武具を実用品とする前提に立ってお
り、そもそも古墳への副葬・埋納の背景にある儀礼的側
面や象徴的意味に対する分析は十分でなく、見直し、再
検証が必要だと考える。

橋本はこれまでから古墳時代甲冑を中心とする武器・
武具に関する調査分析を研究の軸 としてきているが、
2023 年度はとくに九州南部の古墳時代武器・武具に関
する研究を重点的に進めた。その対象は地下式横穴墓出
土資料と集落出土資料である。

これらを通じて、近畿中央からもたらされる広域交流
品としての武器・武具とともに、九州南部の在地産鉄器
の様相を追求し、九州南部における武器・武具の生産・
流通から副葬までの過程を通した古墳時代の地域性の明
確化に努めた。

中央政権から離れた地域と近畿中央部との古墳および
出土武器・武具の比較研究を進めることで、古墳時代の
軍事組織、戦争の実態とその意義について複眼的に描く
ことを目指している。

２．九州南部の地下式横穴墓出土武器・武具の研究
当該年度は、宮崎県えびの市教育と協力して進めてい

る島内 139 号地下式横穴墓出土品のうち、武器・武具
の調査を集中的に行い、当該年度末に『島内 139 号地
下式横穴墓 Ⅲ』としてえびの市教育委員会から報告書
を刊行した。

本書で橋本は、近畿中央政権からの配付品である甲冑、
朝鮮半島系矢じりである鳴鏑、在地産の矢じりである骨
鏃といった武器・武具に関する考察をまとめた。

また、宮崎県都城市相原第 1 遺跡の地下式横穴墓出
土武器、えびの市柊野第 1 遺跡・鹿児島県指宿市尾長
谷迫遺跡の集落出土の武器やその生産にかかわる鍛冶関
連遺物について、発掘調査主体である各市教育委員会と
の連携協力、調査を実施した。これらの遺跡では在地産
鉄製武器が出土しており、また鍛冶関連遺構・遺物によっ
てその生産遺跡の実態が明らかになりつつある。

九州南部における古墳・地下式横穴墓では武器・武具
の副葬が目立つが、それらには近畿中央唐の配付品、朝
鮮半島系製品、在地生産品といった多系譜の製品があり、
単純に地域首長が中央政権に従属する軍事組織に動員さ
れるといった一方的な関係ではない、地域の側の自律的
な活動を含む多元的な社会関係を読み取ることができる
ものと考える。

九州南部の武器・武具から日本列島の古墳時代におけ
る軍事組織の様相を再検討する成果は積み上がりつつあ
る。本研究において最終的には、日本列島に広く社会的
共通圏が形成される古墳時代社会において中央と地域の
関係を含めた軍事組織・戦争の関係性に関わる研究をま
とめたいと考えている。

なお、2023 年度には九州南部の武器・武具の研究以
外にも、古墳時代甲冑の編年・年代、朝鮮半島諸国との
関係性に関する研究などを行い、論考を用意したがその
成果の刊行は 2024 年度になる予定であることを付け加
えておきたい。
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研究報告
日本古代における境界の形成と戦争

藤澤 敦
キーワード：境界、戦争、律令国家、蝦夷、城柵遺跡、囲郭集落、材木塀、櫓

古墳文化の北縁地域となる東北地方では、南東北には
古墳文化が、北東北には続縄文文化が展開するが、両者
は広い境界領域で共存し相互依存とも言える関係を有し
ていた。７世紀には北東北にも古墳文化に由来する文化
が広がり、東北地方での南北の文化的差異は縮小する。
７世紀後半以降、日本の古代国家である律令国家が形成
されていく過程で、中央政権は宮城県中部から北の地域
の住民を「蝦夷」という他者として認識していく。文化
的な差異が不明確なところに境界が創出されたのが実態
で、他者たる「蝦夷」と、もともと対立関係が存在した
とは考えられない。しかし、７世紀後半から９世紀にか
けて、律令国家と「蝦夷」と呼ばれた人々の間では、軍
事的衝突が繰り返される。太平洋側では宮城県中部から
岩手県南部にかけての地域に、律令国家が蝦夷支配のた
めの城柵を設置していくが、城柵には軍事的防御施設と
しての機能が付与され、実際に抗争の舞台となる。城柵
遺跡とそれに関わる遺跡は、境界をめぐる軍事的抗争が
具体的に検討できる、日本列島では数少ない事例である。
日本古代の北縁地域における戦争は、明確な差異や対立
が顕在化していない地域社会に、国家側が境界を創出し
ていった中で引き起こされていく。日本古代国家による
他者認識と自己認識による境界の創出は、隔てられた両
者のアイデンティティの生成と強化と不可分である。こ
の創出されたアイデンティティと相互に影響していくも
のとして、戦争をとらえて検討していく必要がある。こ
の事例研究から、A03 班で課題としている、戦争とい
う状況の演出が有する内的・認知的側面の解明に寄与し
ていくことを目指している。

この課題を、具体的な考古資料の分析に基づいて検討
していくために、初期の城柵遺跡などで使用される材木
塀の歴史的展開過程の検討（2020 年度）、城柵遺跡の
展開過程の再検討（2021 年度）、「叛徒」たる蝦夷の武
器入手方法（2022 年度）などについて検討してきた。

最終年度である 2023 年度は、７世紀から８世紀にか
けての集落と墳墓の実態把握を踏まえ、地域社会の動向
を立体的に復元し、日本古代国家が創出した境界とアイ
デンティティ、そして戦争との関係を解明するために、
収集した遺跡データの総合的検討を進めた。また 2021
年度に進めた城柵遺跡の展開過程の再検討を踏まえ、材
木塀を外郭施設とした初期の城柵である宮城県仙台市郡

山遺跡と、宮城県中部から北部に展開する囲郭集落を、
境界の暴力的創出を意図した一体的な支配体制として把
握する論考を『多賀城創建－歴史的意義を問う－』（高
志書院）に投稿した（2024 年刊行予定）。
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研究報告

ペルー北部高地における戦争の証拠
渡部 森哉

キーワード：アンデス、ペルー、国家、戦争、ワリ帝国

2023 年 7 月から 9 月にかけてペルー北部高地に位置
するテルレン＝ラ・ボンバ遺跡の第三次発掘調査を実施
した。2019 年に第一次発掘調査、2022 年に第二次発
掘調査を実施した。

テルレン＝ラ・ボンバ遺跡はワリ帝国期の遺跡である。
ワリ帝国はペルー中央高地南部に位置するワリを首都と
して、後 8-10 世紀に台頭した帝国である。その勢力範
囲は北は現在のペルー北部山地のカハマルカ地方、南は
クスコ地方に及ぶと考えられている。カハマルカ地方に
位置するエル・パラシオ遺跡がワリ帝国の行政センター
であったと考えられている。しかしながら、その西側の
ペルー北海岸にどのように進出したのかは不明瞭であ
る。

ペルー北海岸には後 200-800 年にモチェ王国が発展
した。古代アンデスの初期国家とされる。その終末期に
はワリ帝国との接触があったことは分かっているが、そ
れがモチェ王国崩壊の直接的原因になったのかどうか
については議論が重ねられている。ワリ帝国が非常に戦
闘的な国であったことは図像表現などから指摘されてお
り、暴力行為の相手がどのような人びとであったのかを
明らかにすることが研究の課題の一つである。

カハマルカ地方とペルー北海岸を結ぶ主要ルートの一
つがヘケテペケ川である。ヘケテペケ川中流域には、ワ
リ帝国期に建設され始め、放棄された遺跡が複数確認さ
れている。この事実が、ワリ帝国とモチェ王国の間に緊
張関係があったのかどうかを明らかにする重要なデータ
である。複数ある遺跡のうちテルレン＝ラ・ボンバ遺跡
を選定し、発掘調査を継続した。

ヘケテペケ川右岸にあり、川を展望することができる
見渡しの良い場所に位置する。山の麓に建築が広がって
いる。山の斜面にまで建築が広がっている。戦争、暴力
の消化が認められるかどうかが発掘調査のテーマの一つ
であった。

2023 年の発掘調査では暴力を示す直接的な証拠は多
くは認められなかった。しかし、遺跡に多くの墓が検出
されている。そこ埋められる人びとがいたという事実と、
戦争を結びつけることができるかどうかは検討に値する
ポイントである。

壁龕を伴う地下式の墓室の上にチュルパと呼ばれる地
上式の塔状墳墓が乗る二層構造の墓が 1 基、地下式の

墓室の上に部屋が乗る構造物が 1 基検出された。いず
れも内部にミイラが安置されていたと想定されるが、人
骨は部分的にしか確認できなかったため、他の場所へ移
動させられたと考えられる。このパターンは首都ワリ遺
跡でも確認されている。それが緊張関係の高まりに伴う
ことなのかどうかを検討する必要がある。

土器はカハマルカ文化の土器、海岸カハマルカ様式の
土器、チムー様式の土器、シカン様式の土器などが混在
して出土した。つまり主体となる土器が不明瞭であり、
この遺跡の性格を解釈するコトが難しい要因となってい
る。複数の土器が混在することが可能であった条件は、
逆にその条件が崩れれば争いが引き起こされるとも考え
られる。戦争や暴力をより理論的に考えるポイントとな
ろう。
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研究報告
マヤ文明黎明期の複合社会の形成と戦争に関する研究

青山 和夫
キーワード：マヤ文明、複合社会、戦争、武器、アグアダ・フェニックス遺跡

本研究は、マヤ文明黎明期最大のアグアダ・フェニッ
クス遺跡（メキシコ）で先古典期前期・中期前葉（前
1200 ～前 700 年）に建造された神殿ピラミッド跡、支
配層と農民の住居跡やその周囲の広範な発掘区の層位的
発掘調査で出土した武器をはじめとする石器、その他の
遺物及びモニュメント建築の詳細な分析を通して、マヤ
文明黎明期の複合社会の形成と戦争について研究する。
石槍（両面調整尖頭器）など武器と考えられる黒曜石・
チャート製石器の機能や時間・空間分布を検証する。そ
の他の戦争の証拠として、①防御遺構、②戦争に関する
図像、③殺傷痕のある人骨、④建造物の破壊、⑤都市・
集落の破壊と短期間の放棄、⑥急激な文化変化（外来の
土器様式や美術様式の導入など）についても検討する。

2023 年度は、2024 年 2 ～ 3 月にメキシコのアグア
ダ・フェニックス遺跡の発掘調査と遺物分析を実施し
た。東京国立博物館等で開催された特別展「古代メキシ
コ －マヤ、アステカ、テオティワカン」に関連して、『カ
ラー版 マヤと古代メキシコ文明のすべて』（宝島社新
書）を監修した。最も重要な出版物として、編著書『古
代アメリカ文明：マヤ・アステカ・ナスカ・インカの実
像』を講談社現代新書として刊行した。
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研究報告

エル・パルマール王宮発掘成果報告
塚本 憲一郎

キーワード：古代マヤ文明、戦争、石碑、高位の捕虜、祭祀儀礼

本公募研究は、メキシコ カンペチェ州南東部に位置
するエル・パルマール遺跡の調査によって、古代マヤ社
会の戦争という暴力が祭祀儀式を通じて身体化・物質化
するプロセスを解明することを目的とする。2023 年度
は、エル・パルマール王朝において、より具体的に戦争
の有無を示す物証を得るために、大広場や中央広場に建
立された石造記念碑を調査した。同時に、昨年度の王宮
発掘によって出土した遺物を共同研究協力者との連携に
よって分析した。

エル・パルマール遺跡の中心部には５０体以上の石造
記念碑が建立されているが、彫刻に使われたカンペチェ
州南東部の石灰岩は非常に脆い。そのために多くの石碑
に劣化や腐食の進行がみられ、解読作業は困難を極める。
本年度は、この問題を解決するために高精度カメラを使
用した三次元計測を実施して、浸食を受けた碑文と図像
の解読を試みた。とりわけ、３万６千人以上を一度に収
容できた大広場に建立された石造記念碑群は、その配置
から大規模な祭祀儀礼を記念して建立されたと推測でき
るために、これらを徹底的に調査した。特に、１９３６
年にエリック・トンプソンによって発見されたが、表面
の著しい腐食状況のためか番号を割り当てられるのみに
調査がとどまっていた石碑１８を現場で分析した。この
石碑は、倒壊によって生じたと考えられる大きな亀裂を
中心部に持ち、剥がれ落ちてた上部が石碑の傍に横た
わっていた。調査時には石碑の前面の下方部分と両側面
は、地面に埋没していた。石碑を露出させて苔や泥など
を除去した後に、三次元計測を実施した。その計測図を
別のソフトを用いてさまざまな角度から光を当てると、
浸食の激しいために現場では容易に判別できなかった碑
文と図像を浮かび上がらせることに成功した。それらの
碑文と図像は、他の研究協力者と現場にて確認しながら
解読した。

碑文には、二つの歴史事実が刻まれていた。一つ目は、
後 750 年にエル・パルマール王朝が４つの王朝を焼き
討ちして捕虜を獲得した戦争についての記載である。土
で覆われていた石碑の前面下部には、その時に獲得し
た後ろ手に縛られ半裸にさせられた二人の高位の捕虜が
背中合わせに胡坐をかいている。その上には、エル・パ
ルマール王の姿が刻まれていた。二つ目は、戦争から
約一年後の後 751 年に大広場で行われた戦勝記念セレ

モニーである。これは、マヤ長期暦の完了に合わせて催
され、碑文には王が香を撒く儀式を行ったと記録されて
いる。残念ながら王の名前は浸食が激しいために解読で
きなかったが、解読作業によってエル・パルマール王朝
が戦争に介入した直接的な証拠を初めて得ることができ
た。また、エル・パルマール遺跡の石碑には珍しく、こ
の石碑には長期暦が刻まれていた。さらに、石碑を覆う
土などを除いて剥離した石碑の断片を接合した結果、石
碑 18 は６メートルを超えるエル・パルマール遺跡にお
いて最大の石造記念碑であることが明らかになった。

王宮を放棄する際の終結儀礼の焼け跡から出土した炭
化物の同定は、フランス コート・ダジュール大学のリ
ディア・デュッソル博士の協力により実施された。走査
型電子顕微鏡による古植物種を同定結果、建物に使われ
たサポテ科以外にも、マツ材を特定した。熱帯雨林にお
けるマツ材の存在は、儀礼の際に火をたくために使われ
た証拠である以外にも、古典期終末期（後 800-900 年
頃）の大規模な森林伐採と干ばつによって生態系が変化
し、熱帯雨林の植生に温帯の針葉樹が侵入したためであ
ると推測される。

これらのデータを昨年の調査成果に照らし合わせると
以下のように考察できる。７３６年にマヤ低地で最大の
蛇王朝がティカル王朝に敗北して瓦解した時に、蛇王朝
の同盟国も衰退する中で、エル・パルマール王朝はむし
ろその勢力を拡大して周辺王朝に軍事・政治介入した。
その際に、戦争と祭祀は重要な役割を果たしたようであ
る。

今後、これらの成果を国内外の国際会議で発表したの
ち、論文として出版する予定である。

石碑 18 の調査状況
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研究報告
偏狭な利他性仮説の実証的検討

高橋 伸幸
キーワード：利他性と偏狭さ

人類が先史時代のほとんどを過ごしてきた狩猟採集社
会の集団サイズは、他のどの霊長類の群れと比較しても
大きい。そのような大きなサイズの集団において、非血
縁他者に対しても協力するという意味で極めて高い利他
性を備える種であることは人類の特徴であり、歴史時代
になるとそのサイズは更に拡大してきた。しかし、その
ような種がなぜ存在可能となったのかについては、様々
な仮説が提唱されており、未だ統一見解は存在しない。
本研究は、有力な仮説の一つである偏狭な利他性仮説を
取り上げ、その妥当性を実証的に検討することを目的と
する。

偏狭な利他性仮説は、Bowles と Gintis らによって提
唱されたものである（e.g., Bowles and Gintis, 2011）。
利他性を備えることは、各個人にとっては自分の利得を
減少させて相手の利得を増大させることを意味するた
め、非適応的であり、そのままでは進化するはずはない。
しかし、人類の歴史においては頻繁に集団間で戦争が生
じており、戦争においては自集団に対する利他性はその
勝利確率を高めるため、極めて有利な形質である。その
ため、自集団に対する利他性と他集団に対する攻撃性が
共進化したというのが、偏狭な利他性仮説の骨子である。
この仮説は、最初はモデル研究により提唱され、その後
様々な証拠があるという主張がなされているが、直接的
な実証的検討は未だなされてはいない。しかしながら、
本仮説のインプリケーションは極めて重大である。第一
に、この仮説は、世界に平和が訪れたら、利他性を支え
る仕組みが消滅するため、利他性は消滅してしまうとい
うことを示唆する。第二に、我々が持つ人間像に大きな
影響を及ぼす。文明のはじまりを明らかにすることを目
的とする本プロジェクト、その中でも特に、集団が入れ
子構造を形成し、最終的には巨大な社会を形成するに
至った人類の特徴を解明することを目的とする A03 班
にとっては、大規模な社会を成立させるために必要不可
欠な利他性と、社会の複合化に伴う戦争が不可分のもの
なのかどうかを明らかにすることは、極めて重大な意味
を持つ。また、人類社会の歴史の中で、常に頻繁に戦争
が生じていたとする前提には、重大な疑義が提示されて
いる。例えば、A02 班、A03 班、及び C01 班のメンバー
が共同で行った先行研究により、日本における縄文時代
には非常に長期間にわたり、大規模な戦争は生じていな

かったことが示唆されているが（Nakao, et al., 2016）、
当時の縄文人が利己的であったという証拠はなく、むし
ろ利他的であったと思われるためである。従って、自集
団に対する利他性と他集団に対する攻撃性の関係を明ら
かにすることには、理論的、実証的、更に応用面でも極
めて重要である。

本公募研究では、このような観点から、偏狭な利他
性仮説の妥当性を、厳密に設計された大規模な実験室
実験により、実証的に検証することを試みた。covid-19
の影響は甚大であったが、2023 年度にはついに大規模
な実験を行うことができた。まず第 1 フェイズとして、
実験参加者プールに登録している人々に二人の画家の絵
画に対する好みを答えてもらい、それに応じて 2 つの
集団に分類した。回答者は 187 名であった。次に、第
2・３フェイズとして実験室実験を 2 回行った。一方の
実験では参加者は自集団に対して協力するかどうかを決
定した。もう一方の実験では参加者は他集団を攻撃する
かどうかを決定した。これら 2 つの実験の順序はカウ
ンターバランスをとった。第 2・３フェイズのそれぞれ
で参加者はドロップアウトしていき、最終的に第 3 フェ
イズまで全て終了した参加者は 46 名となった。残念な
がらこの人数では、他集団を攻撃するのは自集団で協
力する人なのか、逆に非協力する人なのか、あるいは 2
つの行動には関連は見られないのかを明らかにするには
不足である。最後まで covid-19 の影響を完全には払拭
できず、十分な人数の参加者を集めることができないま
まに終わってしまったが、本研究を今後も継続していく
価値はあると考えられる。

参照文献
Bowles, S. & Gintis, H. (2011).  A COOPERATIVE 
SPECIES: HUMAN RECIPROCITY  and ITS EVOLUTION. 
Princeton University Press. 竹澤正哲・大槻久・高橋伸
幸・稲葉美里・波多野礼佳（訳） (2017) 協力する種
NTT 出版 .
Nakao, H., Tamura, K., Arimatsu, Y, Nakagawa, T., 
Matsumoto, N., & Matsugi, T. (2016).  Violence in the 
prehistoric period of Japan: The spatio-temporal pattern 
of skeletal evidence for violence in the Jomon period.  
Biology Letters , 12(3), 20160028.
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2023 年度の研究の目標
　2023 年度は、過去 4 年の成果を踏まえ、最終年度の
取りまとめを推進した。具体的には、個々のメンバーに
よる学術論文・学会発表をはじめ、計画研究班やディ
シプリンを超えた論集の出版、新型コロナウィルス

（Covid-19）感染症の流行によって延期していた国際ワー
クショップや研究会合の開催などである。これらの実施
によって、本研究計画班のみならず、領域全体に対する
貢献となる最終成果の発信を試みた。

班全体の研究概要・達成状況
　前述のような計画の下、2023 年度は、申請時に計画
した目的・活動の完了を念頭に、次のような活動を推進
した。まず本年度も、2022 年度の活動結果を踏まえた
上で、該当年度における個々のメンバーと計画班全体の
調査研究を計画するとともに、調査データ・成果の比較
検討を目的とした研究会合を設け情報共有に努め、領域
全体に対する貢献を射程に入れた本研究班の活動を選定
した。
　本年度は、最終年度であるため、調査活動や研究会合
をできる限り目に見える具体的な成果として刊行ないし
公開することに努めた。その結果、例年同様に web 会
議システムを用いた班会議に加え、ニッチ構築検討会、
ペルー・アレキパ大学で開催した国際ワークショップ

「Various Perspectives for Landscape Studies」、同ワー
クショップの際に企画したペルー・スタディツアー、セ
インズベリ日本藝術研究所とルンド大学での国際研究交
流、同研究交流の際に企画したイギリス・スタディツアー
などを行った。詳細は下記の通りである。

班会議
2023 年度班会議：5 月 26 日（金）同志社女子大学・　
今出川校地
参加者：稲村哲也、清水展、木村友美、須田一弘、河　　　　　　　　　　　　
合洋尚、山内太郎、池谷和信、清水郁郎、後藤正憲、梅
﨑昌裕、相馬拓也、大西秀之、佃麻美（敬称略）
内　容：①領域全体の状況報告（予算報告・活動報告・
公募研究）
②本年度 B01 班活動計画（役割確認・活動計画＆各種
企画・最終成果）

③各メンバー活動計画
④ニッチ構築検討会企画
⑤自由討論・質疑（各メンバー計画・要望・提案など）

スタディツアー
ペルー・スタディツアー：2023 年 8 月 10 日～ 2023
年 8 月 24 日
参加者：稲村哲也、木村友美、山内太郎、相馬拓也、大
貫良夫（ゲスト）、Alan Jaime、佃麻美、大西秀之
内　容：リマ～ナスカ～アレキパ～クスコの博物館や史
跡を訪問し、①現地の文化的景観を形成した歴史背景、
②文化資源の保護と活用、③自然環境の保全、④先住民
文化の文化継承、⑤スペイン植民地支配の影響などを検
討した。また本企画では、A01 班や A03 班のメンバー
が所属する山形大学ナスカ研究所を訪問し交流を深め意
見交換などを行った。

イ ギ リ ス・ ス タ デ ィ ツ ア ー：2024 年 2 月 18 日 ～
2024 年 2 月 26 日
参加者：木村友美、内山純蔵（ゲスト）、佃麻美、大西
秀之
内容：ロンドン～ノリッジ～ソールズベリ～エーヴベリ
の博物館や史跡を訪問し、①現地の文化的景観を形成し
た歴史背景、②文化資源の保護と活用、③自然環境の保
全などを検討した。

ペルー・アレキパ国際ワークショップ
日時：2023 年 8 月 16 日　場所：アレキパ・サン・ア
ウグスティン国立大学
プログラム：開催の辞：Mauricio Huaco（サン・アウグ
スティン国立大学）
趣旨説明：松本直子（岡山大学・文明動態学研究所）
基調講演：Carlos Renzo Zeballos Velarde（サン・アウ
グスティン国立大学）
報告①：稲村哲也（放送大学）・Alan Jaime（南山大学）
報告②：大貫良夫（東京大学）
報告③：山内太郎（北海道大学）
閉会の辞：大西秀之（同志社女子大学）

ニッチ構築検討会

B01 班活動報告
B01 班代表　大西　秀之

B01 班活動報告
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日時：2023 年 12 月 2 日　場所：びらとり温泉ゆから
プログラム：趣旨説明：梅﨑昌裕（東京大学）

報告①：須田一弘（北海学園大学）
報告②：髙倉純（北海道大学）
総合討論・意見交換

参加者：梅﨑昌裕、須田一弘、髙倉純（A02 班公募）、
清水展、木村友美、河合洋尚、清水郁郎、相馬拓也、佃
麻美、大西秀之

国際研究交流
セインズベリ日本芸術研究所
日時：2024 年 2 月 21 日、参加者：木村友美、内山純蔵（ゲ
スト）、佃麻美、大西秀之
概要：Simon Kaner 所長、Andrew Hutcheson 氏と出ユー
ラシアのアウトリーチとしての国際ワークショップの共
催計画を議論した。

ルンド大学
日時：2024 年 2 月 27 日、参加者：内山純蔵（ゲスト）、
佃麻美、大西秀之
概要：Peter Jordan 教授と出ユーラシアの成果を踏まえ
国際プロジェクトに将来発展させる可能性を模索した。

　上記のように、本年度は、過去 5 年間に遂行してき
た調査研究を、本計画研究班や領域全体の最終成果とし
てまとめるための企画・活動を実施した。この結果、申
請時に目的とした①科学研究の「実践の場」における民
族誌研究、②身体を対象とした自然科学的研究、③人類
史的な時間軸での民族誌研究に関して、下記のような成
果をあげることができた。
　まずテーマ①と③に関しては、「景観ユニット」など
で考古学を中心とする領域研究に参画する他分野と積極
的に議論を交わしてきた成果として、『景観で考える：
人類学と考古学からのアプローチ』（河合洋尚・松本雄
一・山本睦（編）、臨川書店）を出版した。本書は、本
研究計画班から編者 1 名、執筆者 4 名が参加し、A01
～ A03 班などの考古学者との共著となり、B01 班にと
どまらない領域全体に貢献する成果出版になった。また
テーマ②に関しては、「ニッチ構築検討会」を企画、開
催した。同検討会では、人類生態学や生態人類学さらに
は先史考古学の視点からニッチ構築論を再検討するとと
もに、本領域のキーコンセプトである「三元ニッチモデ
ル」を批判検証した。この検討会の成果は、2024 年度
以降に各メンバーが学術論文や成果論集などとして、随
時刊行して行く予定である。

　いっぽう、アウトリーチとしては、ペルー・アレキパ
国際ワークショップを現地のサン・アウグスティン大学
と共催し、領域全体のホットスポットである当該地域に
おいて、最重要のキーコンセプトである「景観」をテー
マとした成果の国際発信を行った。同講演では、景観
建築学を専門として多数の著書を刊行している Carlos
Renzo Zeballos Velarde 氏（サン・アウグスティン国立
大学）が基調講演を行い、その後ペルー考古学を推進し
てきた大貫良夫氏をはじめ本計画班から 3 名が講演を
行った。その結果、サン・アウグスティン大学の学生・
教職員を中心に延べ 200 名以上もの聴講者を得ること
ができ、「出ユーラシア」の領域全体の成果を国際的に
発信する貴重な機会になった。
　なお本年度も、過去 5 年間の調査研究の成果の集積
として、一般書・学術書を数多く出版することできた。
これらの出版では、本計画班が目的とした①～③に関す
る数々の視角が提示されており、本新学術領域が目的と
する「文明創生メカニズムの解明」に対して一定以上の
貢献を果たしたと評価している。さらには、イギリスの
セインズベリ日本藝術研究所やルンド大学との国際交流
によって、本領域の成果に基づく国際的なアウトリーチ
や研究プロジェクトなどの計画ができ、新学術研究とし
て終了後も更なる発展につながる可能性を担保すること
ができた。
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研究ユニットの一つとして重視されている「ランドス
ケープ」は、空間に着目しそれに時間（phase）を重ね
ることにより、考古学と文化人類学の連携や広範囲の比
較の視点として有効であろう。報告者は、ペルー高地牧
民社会のランドスケープのモデルをアンデス考古学との
接合することを試みてきた。アンデス考古学では、近年、
ペルー北部における研究の進展（発掘の蓄積と共に炭素・
窒素同位体分析による食の解析等の研究技法の進歩等）
により、荷駄家畜リャマ（写真１）のドメスティケーショ
ンと文明形成の関連性が大きなテーマとなっており、文
化人類学と考古学の連携の重要性が高まっている。それ
については、2024 年 3 月の全体会議で口頭発表を行っ
た。
　2023 年度における具体的な調査活動としては、8-9
月にペルーで現地調査を行った。これは、B01 班のペルー
へのスタディ・ツアー（リマ、ナスカ、アレキーパ、ク
スコ）にあわせて実施したものであるが、報告者自身は、
別科研によって連携する形をとった。
この現地調査においては、①フードスケープの視点（主
にアルパカ肉の消費に関する意識の変容）、②ランドス
ケープの視点（主にアンデス牧民社会の変容）をテーマ
とした。

①については、アラン・ハイメ氏（B01 班研究協力者）、
木村友美氏および佃麻美氏とともに、クスコ市、アレキー
パ市、およびプイカ（牧民コミュニティ）で、市場等で

写真 １ リャマのキャラバンが牧民の居住地（標高約 4500 ｍ）に到着し

て荷を解いている。

の聞き取り調査（写真２）とグループ・インタビュー（写
真３）の手法によって実施した。従来は先住民の食べる
ものとして蔑視されてきたアルパカの肉は、近年、観光
と健康志向の重視により、メスティーソ階層への広がり
の傾向がみられた。それは、長期的には、先住民社会の
打撃からの復興過程として捉えることもできるだろう。
この調査の概要について 2024 年 3 月の全体会議のポス
ター発表で報告した。

②については、アラン・ハイメ氏および佃氏と共に、（報
告者の長年の研究フィールドである）アレキーパ県プイ
カ地区等で実施した。道路が開通してから、NPO など
の指導により、トタン屋根で葺かれた幼家畜用の囲い、
野菜栽培用温室などができ、牧民居住地のランドスケー
プが大きく変化した（写真４）。儀礼・祭祀も大きく変
容していた。これらの調査の成果については、今後刊行
される 5 巻構成の「出ユーラシア書籍」（京都大学学術
出版）への掲載を予定している。
　さらに、出ユーラシア・プロジェクトの最後の調査と
して、2024 年 2 月にミクロネシア連邦（ヤップ、ポナペ、
コスラエの各州）を訪問し、伝統文化の変容状況と考古
遺跡を概観することができた。

ミクロネシアの「伝統文化」は、「信託統治」により
アメリカ化が進行してきたことや、新型コロナ感染症流
行の影響で「伝統」を文化資源とする観光が大きな打撃
を受け、若者の海外流出が加速したことで、急激な消失
の危機にあった。例えば、ヤップ島の「伝統的カヌー」

写真２  クスコ市の市場

「出ユーラシア・プジェクト」の今後の展開に向けて
稲村　哲也

キーワード : ペルー・アンデス、アルパカ、グループインタビュー、フードスケープ、ランドスケープ、ミクロネシア、
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の試乗観光は消滅していた（ガイドによれば「伝統的カ
ヌーの担い手」はもういないという）。それでも、ヤッ
プの石貨や男子小屋・集会所などは維持され、見ること
ができた（写真５）。また、ポンペイ島のナンマドール
遺跡（写真６）（AD1200 ～ 1400：世界遺産）、ミクロ
ネシア連邦の東の端のコスラエ島のレラ遺跡（写真７）
を見て、その巨石（柱状節理玄武岩）を積んだ遺跡の大
きさに驚いた。この 2 島はおよそ 500 キロも離れてい
るにも関わらず、建築材と建造技術・構造が共通してい
る。実際に現場で見ると、（後藤明氏らが強調するように）
アウトリガーの航海術の高さと、それによる交流が盛ん
に行われていたことを実感させられる（パラオ島から運
んでいたヤップ島の石貨についてもしかりである）。

写真３ アレキーパ市郊外の家でのグループ・インタビュー

写真４ プイカ高原部の牧民の住居

写真５ ヤップ島の集会所のひと

 写真６ ポンペイ島ナンマドール遺跡ナンタワス外壁裏手
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写真７ レラ遺跡宮殿前　最後の王のひ孫というガイドと

アンデスでは、BC4000 年頃から、ペルー中南部やボリ
ビアでラクダ科家畜のドメスティケーションが始まっ
た。先に述べたように、荷駄用のリャマのキャラバンの
ペルー北部への導入（BC1000 年前後）が、文明形成期
における階層化と権力形成に大きなインパクトを与えた
ことが、最近の研究で論じられている（Inamura 2021、
稲村 2022、関編 2017、ほか）。その一方で、メソアメ
リカでは大型家畜のドメスティケーションが起こらな
かった。この二地域における文明形成の特性の大きな違
いとして、動物のドメスティケーションの有無は本科研
のテーマとして重要である。この点については、2022
年度の活動報告書でも指摘したことであるが、ここで再
度強調しておきたい。報告者にとっても重要なテーマで
あり、引き続き検討していきたいが、両地域の考古学者
のみなさんにもぜひ研究テーマとして重視していただき
たい。
　DNA 研究の進展により、ポリネシアの島々と南アメ
リカ先住民（コロンビア）の間に起源 1200 年頃に接触
があった、とされる論文が刊行されている。ミクロネシ
アにおける遺跡の規模や天体観測・暦の知識（日の出、
日の入りのラインとも関係しているらしい）などを勘案

すると、その当時のミクロネシアと南米との交流も想定
したくなる。遺伝学や考古学の分野で、オセアニアとア
メリカ大陸の直接的交流を視野に入れた研究が可能とな
れば、「出ユーラシア・プロジェクト」が新たな段階に
進むということになるだろう。

＜参考文献＞
Loannidis, A. G., et.al. 2020 “Native American gene 
flow into Polynesia predating Easter Island settlement” 
Nature  583: 572–577 
稲村哲也 2014『遊牧・移牧・定牧―モンゴル、チベット、
ヒマラヤ、アンデスのフィールドから』ナカニシヤ出版
Inamura, Tetsuya 2021 Pastoralism of camelids and
the emergence of political power in the northern
Peruvian Andes: A discussion featuring archeology
from the viewpoint of ethnography. In Sugiyama,
S., N. Matsumoto, and C. Garcia-Des Lauriers (eds.)
Proceedings of an International Conference in Mexico,
February 27-28, 2020 Landscape, Monuments, Arts, 
and Rituals: Out of Eurasia in Bio-Cultural Perspectives
稲村哲也 2021「アンデス高原のリャマ・アルパカ牧
畜からのドメスティケーション試論」『科学』91（2）：
208-213
稲村哲也 2022「アンデス文明形成期における権力形成
へのリャマのインパクト――考古学と民族誌の共同研究
の可能性」『年報人類学研究』13：70-88
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altoandino en comparación con los pastoreos asiáticos.
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ジリエンス人類史』京都大学出版会
関雄二（編）2017『アンデス文明――神殿から読み取
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東南アジア大陸部河川流域社会の景観研究と物質文化資料のデータベース
清水　郁郎  　中村　真里絵

キーワード : ラオス、メコン川、霊的景観、ヨコタ博物館、データベース化

1. 研究の目的
本研究は、東南アジア大陸部各所で、固有の景観がど

のように創出されるのかを明らかにし、その再生方法を
考案する。

2. 2023 年度の研究内容
2-1. 南ラオスでの調査研究

ラオス南部パクセにおける調査を 2024 年 3 月に実施
した。パクセでは、メコン川流域島嶼エリアにおけるこ
れまでの調査研究で探求してきた「霊的景観」について、
固有の景観が物質性と精神性の混淆からどのように創出
されるのかを分析し、以下の結果を得た。
　内的景観の創出：この地で悪霊の浄化儀礼を行う霊媒
や儀礼に関わる住民へのインタビューから、霊的な信仰
体系はひとつの村で閉じず、島嶼全体に広がり、個々の
島々で景観を創出していることがわかった。霊媒に憑依
し、悪霊を浄化する力を持つのはこの地に先住していた
オーストロアジア系の民族集団の霊と考えられるが、こ
うした先住集団を祀る墓所や聖所が数多くの島にある。
これらの霊は島嶼全体に多くの仲間を持ち、それぞれが
島や村を守護している。これらの霊が祀られる森や池、
丘、その棲家となる水田等が多くの島にあり、小屋や祭
祀所を敷設する例もある。
　生態系の持続との関わり：浄化を担う霊が棲む森への
侵入や伐採、儀礼で使われる池の周囲の樹木伐採、メコ
ン川の汚濁は強く禁止される。この観点から、悪霊の浄
化のような伝統的無形文化は景観や生態系を持続させる
動力となることを ICOMOS GA2023 で指摘した。
霊的景観の持続的創出：悪霊の完全な浄化のために儀礼
は年に 2 回、3 年間続けられ、浄化のために集まってき
た多数のクライアントもこの地に 3 年間住むことにな

る。この地の人々は常に入れ替わる多数のクライアント
と持続的に暮らすことになり、霊的景観の創出は日常の
中で進行し続ける。

2-2. ヨコタ博物館における収蔵資料調査
本研究の主対象地南ラオスは、固有の物質文化の創出

で知られるタイ東北部と歴史的、文化的近接性が高い。
南ラオス先史時代の社会や文化については未解明な部分
が多いが、景観を組織する人工的構築物や創作物などの
物質文化がどのような歴史をへて現在の固有の形式や用
途を持つようになったのかを考察する際に、タイ東北部
の物質文化がヒントになり得る。こうした仮説の下に、
愛知県新城市にあるヨコタ博物館の収蔵品の調査を中村
が中心になって行った。

ヨコタ博物館は、タイ東北部の世界遺産バンチェン
の遺物を中心に、紀元前 2500 年から 18 世紀までのタ
イ・カンボジアの陶磁器と物質文化の資料 10,000 点以
上を収蔵している。設立者（故人）が 1969 年から私費
を投じてタイやラオスで収集したコレクションだが、将
来的には資料が散逸する可能性がある。本研究では、同
博物館が所持している写真資料のデジタル化を行なっ
た。内訳は、120 フィルム：1725 コマ、135 フィルム：
4013 コマ、135 カラーネガフィルム：36 コマ、135
モノクロネガフィルム：448 コマである。このデジタル
化を経て、分野の別を超えてデジタルデータの国際的共
有化をはかるオープンサイエンス基盤構築を目的とする
2023 年度国立民族学博物館事業「学術知デジタルライ
ブラリの構築」（X-DiPLAS）でのデータベース公開を進
めている。現在、データベースフォーマットの作成、博
物館でのドキュメンテーション作業のための人員雇用と
作業場所構築の過程にあり、これらが完了した後にデー
タベース作成、収蔵資料の整理を開始する。

図 1  フィールドから博物館資料へ　
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   23 年度は B-01「民族誌班：生態的・文化的ニッチ構
築」班のメンバーとしての 5 年間の研究の総集成として、
単著書『アエタ灰のなかの未来―大噴火と創造的復興の
写真民族誌』の原稿作成に専念した。集中して作業を進
め、2024 年 2 月に京都大学学術出版会から出版するこ
とができた。
　 同 書 は 1977 年 6 月 の 予 備 調 査 と 同 年 10 月 か ら
２０ヶ月の本調査に始まり、1991 年 6 月のピナトゥボ
山の大噴火をはさんで 2022 年までの４７年間におよぶ
フィールドワークの集大成である。「出ユーラシア」プ
ロジェクトの一員となり、全体会議や個別のセミナー・
研究会をとおして、300 人弱の小さなアエタ・コミュニ
ティーの長期間の詳細な調査を、広く人類史のなかに位
置付けて考察することができた。

アエタとはアジア系ネグリートで、低身長、縮毛、暗
褐色の肌などを身体的特徴とする。最後の氷河期の末期
に海表面が 100 メートルあまり低下した頃、海上に現
れた飛び石のような島伝いにアジア大陸からフィリピン
と呼ばれる島嶼地域に最初に渡来した先住民である。そ
の外見のゆえにマジョリティの平地キリスト教民から差
別され蔑視されてきた。
　そのためピナトゥボ山の大噴火が起きる前までは山麓
まで物々交換にやって来る商人以外との接触や交流を避
け、山中山麓の一帯で移動焼畑農耕を行い、補助的に採
集狩猟をしていた。とりわけ私がフィールドワークをし
た南西麓地域では山中や山麓地域で自立 = 自律して自給
自足の生活を営む家族が多かった。商人とは農産物 [ バ
ナナ、イモ、豆類、森の産物（蜂蜜や蘭、野生バナナの
花芽、ラタンなど）] と生活必需品 [ 鍋釜ナタ等の鉄器
や衣類、塩、食用油ほか ] を交換した。
　人類が 1 万年あまり前にオリエント地域などで定着農
耕を始める前に送っていたのと似たような生活を守り続
けてきた彼らであったが、噴火によって突然に故郷を追
われ平地民の村や町の郊外に政府が造成した再定住地で
の生活再建を余儀なくされた。ほぼ着の身着のままで山
を下りて避難し、仮収容所やテント村などで半年あまり
を過ごした後、政府がピナトゥボ山の周辺に設置した９

箇所の再定住地に移り住んだ。
　平地民社会に頼れる親戚も知人もいない彼らの避難生
活と生活再建は苦難の連続であった。幸いにフィリピン
政府と国内外の NGO が平地民被災者と比べて手厚い支
援をしたために、アエタは苦難の数年間を乗り越えて生
活の再建とコミュニティの復興を成し遂げ、フィリピン
の先住民として再生していった。被災の苦難はまさに産
みの苦しみであった。
　本書は民族創生ともいうべき創造的復興の過程と、そ
れを可能にしたアエタの生存戦略（生業＝食料獲得手段
の「多角化」と生業選択肢の「重層的併存」）について
詳述している。さらにアエタの事例から人類史へのイン
プリケーション（含意）についても考察を進めている点
で、詳細なコミュニティー・スタディーズに止まりがち
な従来の民族誌の自制の枠を超えてチャレンジングであ
る。

研究業績
　1. 『アエタ灰のなかの未来』では写真を多く掲載し（百
数十枚）、しかもカラー写真を使っていることが画期的
である。白黒写真で退色してセピア色になっていること
が往々にして今ではない遠い昔に生きていた人々（とも
すれば「遅れた未開人」）というイメージを与えてしまう。
それは無意識のうちに彼らと我々の違いを、歴史発展過
程の前後関係に置き換えてしまう。かつて 19 世紀後半
の単系社会進化論が陥った誤謬である。
　しかしカラー写真（退色している場合は色合い補正・
調　整をしている）によって、アエタの人たちと社会を
私たちの同時代人であること、と同時に違う場所で異な
る歴史発展経路に支えられ西欧近代とは別の生存戦略を
選択して生きてきた人々であることを具体的な現場イ
メージとともに伝えることができた。

同書は 2 部構成になっている。第１部「先住民社会
のレジリエンス」では、生業（食料獲得手段）の多角化
とそれらの重層的並存という生存戦略が自然環境の変動
に柔軟に対応することを可能していることを明らかにし
た。それがピナトゥボ火山が 20 世紀最大規模の大噴火

（ピナトゥボ山の 10 日ほど前に大噴火して火砕流によっ

研究報告
2023 年度研究成果報告

清水　展 
キーワード : キッドラット、indio-genius、世界一周達成者、西欧ヘゲモニー批判、先住民の存在ニッチ作り
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て４０名を超える命を奪った雲仙普賢岳の 600 倍の規
模）したにもかかわらず、アエタ被災者が被災後に創造
的復興を遂げることができた理由であった。
さらに第 2 部「人類学と私たちの生き方の新しい展開 /
転回」では、アエタの事例を人類史のなかに位置付けて
考えることによって（第６章「人類史への示唆」）、とも
すれば人類学の調査研究の手法と成果（フィールドワー
クと民族誌）が特殊な例外とされて無視や軽視されてき
たことを避けて積極的な言挙げをした（第７章「いま、
ここ、の物語から人類の未来へ」）。

同書に関連して、以下の成果がある。

１. 同書の出版に合わせて、同書と深く関連した自主制
作の VHS ビデオ・ドキュメンタリー（光武監督、清水
展監修 1998 年、43 分）『灰のなかの未来』を修復し
youtube にアップロードして一般公開した（2024 年 2
月 フリー・アクセス , 無料）。
https://youtu.be/GtBfOsAHhOk

２. Web 公開セミナー「生活基盤を完全に失わせた
大噴火災害からの創造的復興：アエタ族の生存戦略」
2024/4/26（金）15:10 ～ 16:40 に出演した。
https://www.localknowledge.jp/2024/04/1319/

関連写真



B01 班：民族誌調査に基づくニッチ構築メカニズムの解明

66



B01 班：民族誌調査に基づくニッチ構築メカニズムの解明

67

1．研究の内容
F.John Odling-Smee らは、2003 年に刊行した ”Niche

Construction: The Neglected Process in Evolution” のな
かで、自然選択、機会的遺伝浮動と並ぶ生物進化のひと
つのメカニズムとして「ニッチ構築」を提案した。生物
の生存にともなう環境改変が、その生物の進化に影響す
るというという理論である。私たちは、ニッチ構築とい
う概念は、生物の進化だけでなく、人間の適応プロセス
の説明にも応用可能ではないかという仮説を検討した。
以下の 3 つは、生業にかかわる意図的なニッチ構築が、
非意図的な生業の場を生み出し、文化の基盤もつくりだ
している事例である。

1）パプアニューギニアの熱帯林でおこなわれる焼畑
農耕：焼畑農耕は、人間にとっては作物の栽培を目的と
したものである。その一方で、焼畑農耕後の二次林は野
生の動植物、家畜のブタが生存する新しいニッチとして
機能する。極論すれば、焼畑で育てられる作物、二次林
に生育する野生の動植物、家畜のブタなどをめぐる文化
的な観念すら、焼畑農耕にともなうニッチ構築によって
生み出されたものであると考えることはできないだろう
か。
　2）成長の悪いサゴヤシを切り倒す事例：パプアニュー
ギニア東セピックのコンビオ語を話す人々は成長の悪い
サゴヤシを切り倒し、幹の表皮を剥いだ状態で放置する。
これは、サゴゾウムシが産卵することを期待した意図的
なニッチ構築であるといえる。一方、この行動は新しい
サゴヤシが生育する環境を生み出している。サゴゾウム
シの幼虫は貴重なタンパク質源かつごちそうであり、そ
の収集をめぐる文化的規範の成立にもつながっている。

3）パプアニューギニア高地の湿地帯につくられる排
水溝：この排水溝はサツマイモの栽培を可能にすること
を意図して建設される。排水溝をつくることで土壌の水
分含有量を下げることが意図されている。この排水溝は
可食野草として利用されるクレソン・セリの生育に適し
た環境であり、また大雨の際にはそこに遡上するコイ科
の魚を捕獲する場所としてもつかわれる。さらに、共系
的な土地の相続システムをもつ地域では、排水溝を誰が
つくったかという記憶が、その排水溝に囲まれた土地を
使用するための根拠になっており、人々が排水溝に言及
しながら家系図を語るという現象もみられる。

2．刊行業績
　京都大学出版会から『微生物との共生：パプアニュー
ギニア高地人の適応システム』という単行本を刊行した

（梅﨑 , 2023）。この単行本では、「腸内細菌との共生が
パプアニューギニア高地における低タンパク質適応の鍵
であること」を論じるため、パプアニューギニア高地タ
リ盆地に生活する人々の環境利用・適応システムの全体
像を記述した。必ずしも「ニッチ構築」という概念を中
心にすえた論考ではないが、タリ盆地における人間の環
境への働きかけ、環境の人間への働きかけを丁寧に説明
したことで、ニッチ構築という概念が人間の適応プロセ
スの説明にも応用可能ではないかという着想を得るきっ
かけになった。

引用文献
梅﨑昌裕．（2023）．『微生物との共生：パプアニューギ
ニア高地人の適応システム』．京都大学出版会．

パプアニューギニア高地タリ盆地にみられる排水溝

人類の適応プロセスにおけるニッチ構築
梅﨑　昌裕　　須田　一弘

キーワード : ニッチ構築、民族誌（フィールド）、生物進化、適応プロセス

研究報告
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　日本では考古学と人類学の協働による景観研究がまだ
それほど多くはない。B01 班が主要な研究対象とする
ニッチ構築論では、考古学と人類学など複数の学問領域
がいかに景観にアプローチするかを把握することも重要
である。それゆえ私は、2022 年度に A01 班の山本睦氏、
A02 班の松本雄一氏らと「景観研究会」を結成し、班
を超えた共同研究を実施してきた。2022 年度はすでに
昨年度報告した通り、４回の研究会を開催し、22 名の
研究者に発表していただいた。そのうえで、2023 年度
５月にはその最終的な仕上げとして第５回の研究会を開
催し、各自草稿を持ちよって研究発表をおこなった。そ
の後、臨川書店に入稿をし、2023 年末に『景観で考え
る――人類学と考古学からのアプローチ』［河合・松本・
山本編 2023］の名の成果論文集を刊行することができ
た。
　2023 年度はこの研究成果論集の編集と刊行に精力を
注いだが、その過程においてニッチ構築論という分野に
ついても考えさせられることが多々あった。ニッチ構築
は、人間が景観を改変して土地をドメスティケーション

するとともに、そうした改変により人間の身体や社会・
文化がどのような影響を受けるのかを論じることが目的
の１つとなる。それを通時的に解読するためには人類学
と考古学の協働が必要となるが、当然のことながら歴史
学の知見を入れることも必要である。また、景観を改変
するアクターは人間の他に動物（昆虫や微生物を含む）
もあり、人間だけでなく動物や気候なども景観形成要因
としてより注視していく必要がある。そのような考えの
もと、2024 年３月に開催された出ユーラシア科研全体
会議のポスター発表では、図１の図式を提示して私見を
述べた。非人間的要素をとりいれたニッチ構築論に向け
て議論を深めていくことは次なる今後の課題となってく
る。５年間、B01 班で活動することを通して、ニッチ構
築論の意義と可能性を実感することができた。

参照文献
河合洋尚・松本雄一・山本睦（編）　2023　『景観で考
える――人類学と考古学からのアプ　　　
ローチ』臨川書店

研究報告

『景観で考える』の刊行とその後の展望
河合　洋尚

キーワード : 景観、ニッチ構築、考古学、人類学、脱領域的対話

図１：人間－景観関係とニッチ構築論
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　私たちは、「食（Food）と身体（Body）と WASH（Water, 
Sanitation and Hygiene：水、サニテーション、衛生）
の連関（Nexus）」をテーマとしている（2020 年度プロ
ジェクト報告書 P105 参照）。2023 年度は「出ユーラ
シア集団」、すなわちオセアニア島嶼、ラテンアメリカ、
日本列島の集団に焦点を当て、社会経済、政治、環境、
健康について考察した。
　はじめに 2023 年度のプロジェクト関連活動への参
加、研究発表について振り返る。2023 年 5 月 26 日に
開催された B01 会議（於、同志社女子大学）において、
2023 年度の計画、成果と展望について発表した。続い
て、6 月 30 日～ 7 月 1 日に開催された全体会議（於、
明治大学）に参加した。そして、8 月 10 日～ 8 月 24
日に B01 班のフィールドエクスカーションに参加し、8
月 16 日にアレキパ市で開催された国際ワークショップ

「Various Perspectives for Landscape Studies」で口頭発
表を行った。最後に 2024 年 3 月 1 日～ 3 月 3 日に開
催された全体会議（於、岡山大学）でポスター発表（オ
ンライン）を行った。以下、8 月のペルーの国際ワーク
ショップにおける口頭発表について概略を記す。

◯ 発 表 タ イ ト ル：Socio-economics, environment and
health of the three populations of "Out of Eurasia" from
the anthropometric perspective（身体からみた「出ユー
ラシア」集団：社会経済、環境、健康）

◯英文要旨
Socio-economic, political, environmental and health
aspects were discussed from the perspective of
anthropometry and growth studies (Human Axuxology),
focusing on ex-Eurasian populations (South Pacific
Islands, Latin America and Japanese Archipelago
populations). A comparison of the South Pacific Island
populations suggested that genetic background and
lifestyle influence obesity and lifestyle-related diseases.
A review from Latin America showed that body size was
reduced by socio-political conditions such as European
conquest and war. On the other hand, a detailed
review of the transition from a hunter-gatherer to an

agricultural society, economic growth after the Second 
World War, and changes in height and weight in Japan 
to the present day found that height increased with 
the transition from a hunter-gatherer to an agricultural 
society, but decreased with the intensification of 
agriculture and reliance on fewer crop varieties; and 
that height decreased in young Japanese women after 
the war. It was suggested that the changes in BMI of 
women in post-war Japan were different from those in 
other developed countries (trend towards thinness).

◯和文要旨
人体計測学（Anthropometry）および成長学（Human

Axuxology）の視点から、出ユーラシア集団（オセアニ
ア島嶼、ラテンアメリカ、日本列島の集団）に焦点を当
て、社会経済、政治、環境、健康について考察した。オ
セアニア島嶼集団の比較からは、遺伝的背景と生活習慣
が肥満や生活習慣病に影響を及ぼしていることが示唆さ
れた。ラテンアメリカのレビュー論文は、ヨーロッパ人
による征服や戦争など社会政治状況によって身長は低下
することを明らかにした。一方、日本において、狩猟採
集から農耕社会への移行や戦後の経済成長、現代に至る
身長や体重の推移を詳細に検討したところ、狩猟採集か
ら農耕に生業が変わると身長は増加するが、農業が集約
化し、少ない品種の農作物に依存するようになると、身
長は低下すること、戦後の日本の若年女性の BMI の変
化が他の先進諸国と比較して異なること（痩せ傾向）が
示唆された。
　2023 年度およびそれ以前の業績（論文、国際学会
発表等）については、北海道大学大学院保健科学研究
院人類生態学研究室のウェブサイトを参照されたい（ 
https://smilelab.ac/publication/article ）。
　最後に B01 班の代表、大西秀之先生をはじめ、若手
からベテラン研究者まで多士済々なメンバーと研究会
やフィールドエクスカーションをご一緒する機会に恵ま
れ、楽しく、学問的な刺激に満ちた 5 年間でした。ど
うもありがとうございました。

研究報告

身体からみた「出ユーラシア」集団：社会経済、環境、健康
山内　太郎

キーワード : 食、身体、WASH（水、サニテーション、衛生）、出ユーラシア集団、オセアニア、ラテンアメリカ、日本、
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◯関連図表（抜粋）

Source: Bogin and Keep (1999) Annal of Human Biology, 26: 333-351.
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研究報告

2023 年度の研究概要
池谷　和信

キーワード : 社会複雑化、アマゾニア、ビーズ、皮商人、焼畑

　報告者は、これまで出ユーラシアの状況下における現
生人類がどのようにアメリカ大陸の熱帯低地帯（例えば
アマゾニア）に生態文化的に適応してきたのか、その後、

「狩猟採集社会」であった人々がどのように農耕（例え
ば焼畑や常畑）を導入し定住化・集住化を採用して農耕
社会を形成してきたかのを研究してきた。そこでは、焼
畑などの農耕活動に焦点を当てるのみならず大切なもの
の象徴としてのビーズなどの社会的役割の内容にも注目
してきた。これらの問題意識のもとに、本年の研究成果
は、これまで継続してきた①「アマゾニアの社会複雑化
の形成についての研究」と②「ビーズと社会とのかかわ
り方」という２つのテーマに分けられる。
　まず、①「アマゾニアの社会複雑化の形成についての
研究」については、2023 年 11 月におよそ１週間、ペルー
アマゾンのロレト州の中心都市イキトスに滞在した。そ
こでは、ペッカリーの皮を扱う仲買人への聞き取り調査
をすることで 2012 年 8 － 9 月に現地調査をした成果
と今回の結果を比較することができた。現時点では、未
発表のために詳細の報告をさけるが皮の流通が新型コロ
ナ感染症の流行の影響を受けたことが判明した。具体的
には、別の仲買人が街に居住する仲買人のところに狩猟
地からの皮を運ぶことができなかったという。また、今
回は村への訪問はできなかったこともあり、感染症の拡
散のようなリスクの際に村のハンターやリーダーがどの
ような対応をしたのかについてはまだ明らかになってい
ない。村人は、キャッサバや調理用バナナのような食料
を確保するため焼畑と狩猟で得られた肉利用を継続して
自給的な暮らしを維持していたことであろうと推測され
る。
　つぎに、②「ビーズと社会とのかかわり方」の方は、
アマゾニアを対象にしたものではないが、アフリカ大陸
を全体でみての文化史を構築することができた。そこで
は、アフリカの人類史のなかで現地の素材からつくられ
たダチョウの卵殻のビーズ加工技術が、更新世の時代に
東アフリカから南部アフリカに伝播したという仮説を紹
介したり、ガラスビーズやタカラガイによる貝製ビーズ
の導入によってアフリカ社会のなかでのチーフや王様な

どの社会的地位を象徴するものにビーズがなったりして
いた。これらの結果は、素材こそ異なるもののアマゾニ
アの社会複雑化の過程を把握する際の参照枠としてビー
ズのようなものが有効であることを示している。
　以上のように本年は、上述のような２点からアマゾニ
アおよびその他の地域での人類の生業や社会についての
新たな知見を得ることができた。これらのものは地域の
ローカルな脈絡で位置づくものであるが、今後、アマゾ
ニアを対象とする考古学を基盤とする他班の研究者との
協働によって先史時代における農耕と交易を組み合わせ
た社会の形成についての仮説を提示することが必要とさ
れる。
参考文献
池谷和信（2023）ビーズからみた新たなアフリカ文化
史『季刊民族学』47（3）:4-13.
池谷和信（2023）世界に発信するアフリカンビーズ『季
刊民族学』47（3）:57-63.
池谷和信（2024）ペルー北東部におけるペッカリー
の皮商人とその流通 .「出ユーラシアの統合的人類史
学―文明創出メカニズムの解明」会議（オンライン）,
2024/2/23.

仲買人がペッカリーの皮を束ねる（撮影：池谷）
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研究報告

現代アンデス社会におけるアルパカ肉の消費
佃　麻美

キーワード : 現代アンデス、アルパカ肉、観光、健康

を消費しているかについては、出身地などによって差が
みられた。特に首都リマ市出身の女性は、アルパカ肉を
食べるなんてとんでもないというそぶりを見せていたこ
とが印象的であった。
　その他、観光客向けのレストランでもアルパカ肉の料
理が提供されている様子が確認された。ただし、その食
べ方は、牧民村落で主に食べられるカルド（スープ）と
は異なり、ステーキのように焼いたり、ハンバーガーと
して提供されるなど、現代的なアレンジがみられた。
　今後、稲村氏、木村氏、ハイメ氏とともに調査結果を
総合的にまとめていく予定である。さらに、「健康的」
といった情報がいつごろから、どのように広まっていっ
たかについて、追加的な調査を行っていきたい。

参考文献
鳥塚あゆち（2015）「南米ラクダ科動物肉の消費と流通
に関する一考察：ペルー、クスコ県の事例より」『奈良
史学』32: 23-56

　2023 年 8 月 10 日～ 9 月 14 日までペルー共和国を
訪問し、アレキパ県、クスコ県を中心に、現代アンデス
社会においてアルパカ肉の消費がいかに変容しているか
を明らかにするために調査を行った。稲村哲也氏（放送
大学）、木村友美氏（大阪大学）、アラン・ハイメ氏（南
山大学）とともに、市場において販売状況を調査すると
ともに、グループインタビュー調査を行った。
　南米ではラクダ科のアルパカとリャマが独自に家畜化
され、出ユーラシア後、アンデス高地で暮らす人々の生
活を支えてきた。現在ではアルパカ毛が重要な輸出品と
して注目されているが、両ラクダ科動物の肉も山岳地域
における重要な畜産物でもあった。その消費は主に牧民
村落やその周辺など山岳地域においてであり、都市部や
海岸部では消費されていなかったが、近年、クスコ市な
ど観光地におけるレストランではアルパカ肉を使った料
理が提供されるようになっていることが報告されている

（鳥塚 2011: 24）。また、筆者がクスコ県の牧民村落で
実施したこれまでの調査では、アルパカやリャマの肉が

「コレステロールゼロ」の「健康的な」肉であることを
牧民自身が喧伝する場面にも出くわした。社会状況が変
化し、ラクダ科動物の用途の重要性が変容するなかで、
畜産物利用の新たな展開について検討する。
　市場での調査は、アレキパ市とクスコ市において行っ
た。これにより、アルパカ肉は他の肉よりも安価に売ら
れていることが明らかとなった。従来の山岳地域の人々
が食べる安い肉であるというイメージと合致する部分も
あるが、同時にアレキパの市場では「コレステロールゼ
ロ」を看板に掲げた屋台で調理された肉（チチャロンと
呼ばれる揚げ焼き）も販売されていた。この市場は観光
客向けというよりは現地の人びとが多く利用するもので
あり、「健康的な」肉であるというイメージが観光の文
脈以外でも広まってきていることが実感された。
グループインタビューは、アレキパ県アレキパ市、ラウ
ニオン郡、クスコ県クスコ市で行った。またそのほかに
も単発的にインタビュー調査を行った。インタビューの
なかでも、アルパカ肉が「健康的」であることが繰り返
し語られた。しかしながら、実際にどの程度アルパカ肉
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はじめに
　B01 班がテーマとするニッチ構築に関わる生理学的・
文化的な適応について、筆者は食事摂取状況の変化とそ
の健康への作用に注目し、疫学調査および民族誌調査を
行ってきた。これまで、ヒマラヤ高地やインドネシア・
パプア州における食選択の変化と、糖尿病や肥満などの
生活習慣病との関連について社会的背景をふまえて分析
し報告してきた。特に、伝統的な主食の変化と糖尿病に
注目し、社会・経済的要因の影響について考察している

（Kimura ＆ Sasaki 2022、木村 2022）。糖尿病は、本
邦における長期的な縦断調査からも、長寿や死亡に影響
を与える因子であることが確認されている（Tatsuno M, 
et al. 2023）。食と健康との関わりについては、現代社
会においては、脂質や糖質の過剰摂取に対して、より関
心が向けられる傾向にある。
2023 年度は、アンデス高地におけるアルパカ肉の摂取
をめぐる「健康」イメージの背景について、山岳地域に
暮らす住民を対象に実施したインタビュー調査の結果を
報告する。

調査内容
　調査は、ペルー共和国南部の中央アンデス高地の 3
地域（クスコ県クスコ市内、アレキパ県アレキパ市内、
アレキパ県ラウニオン郡プイカ村）において行われた。
調査の目的は、現代アンデス社会において、アルパカ肉
の摂取がどのように捉えているかを、グループインタ
ビューの手法を用いて明らかにすることである。
　グループインタビュー（FGI）に先立ち、調査地域に
おけるアルパカ肉の販売状況に関するフィールド調査を
実施した。クスコのウアンカロ市場、およびアレキパ
のエスペランザ市場とその周辺の路上市場において、ア
ルパカ肉の販売価格と仕入れルート等が明らかになった

（写真１）。
　FGIは調査地の4つのグループを対象に実施された（写
真 2）。対象は、下記の通りである。
①クスコ県クスコ市の住民 4 名（病院関係者、女性 3、
男性 1、年齢 40 ～ 75 歳）
②クスコ県の住民 4 名（女性 2、男性 2、年齢年齢 46
～ 69 歳）

③アレキパ県ラウニオン郡プイカの住民 3 名（女性 3、
年齢 50~60 歳）
④アレキパ市の住民 5 名（女性 3、男性 2、年齢 46 ～
69 歳）
　FGI では、基本質問の項目のみを問いかけ自由なディ
スカッションを促した。実施時間は約 40 ～ 60 分とし、
インタビュー内容は許可を得て録音した。アルパカ肉を
摂取することに関して 3 つの焦点（他の肉類との違い、
昔の状況と近年の変化、健康との関連）から問い、分析
した。

アルパカ肉摂取における「健康」イメージの背景
FGI の結果から、アルパカ肉を摂取することに関して、
特に健康との関連について興味深いデータが得られたた
め報告したい。インタビューのなかで、健康にまつわる
語りは次の 3 つの点にまとめられた。
　まず一つ目に、アルパカ肉の栄養価に関する情報と「健
康」との関連である。アルパカ肉は「油が少ない」、「ゼ
ロ・コレステロール」といった、栄養価が意識された発
言が聞かれた。実際にはコレステロールがゼロであると
いうことは無く、正しく理解されていないことが分かる
が、アレキパ市の食品市場の屋台などでもこの言葉が書
かれた看板を見かけることがあった（写真 3）。
　二点目に、アルパカの飼養環境のイメージによる「自
然」と「健康」に関する語りである。
　「化学的（Quimica）な食糧で育った肉（豚肉など）
と違い、山の自然の草を食べて育っている」、そのため、
アルパカ肉はより「natural: 自然」な肉である、との語
りがあった。これは、同時に「no contaminación: 汚染
がない」という言葉でも表現されていた。
　三点目に、アルパカ放牧地域に暮らす人々に対しても
つ認識との関わりである。「アルパカを飼育している山
岳地域から町に来た人々はコレステロールの問題や高血
圧がなかった」、「山岳地域に住む人たちはより健康で強
かった」というイメージとの結びつきである。
　これら結果からは、食だけでなく、山岳地域の人々の

「健康」に向けられるまなざしの変化も見てとることが
できる。かつては「貧しい栄養状態・不衛生」と思われ
ていた山岳地域の人々が、より健康的で力強く、自然な

研究報告
食にまつわるイメージと健康

―アンデス高地におけるアルパカ肉摂取に関する現地調査―
木村　友美

キーワード : 食事摂取、近代化、開発、生活習慣病
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食事をしており、生活習慣病が少ないというイメージへ
と変化してきているのだ。このようなイメージが影響し
あい、アルパカ肉は「先住民族の人々の伝統的な食」か
ら、「健康的な食」へと変化していることがうかがわれた。

まとめと今後の展望
　南米で家畜化されたアルパカ、リャマは、長い間ア
ンデス高地で暮らす人びとの生活をささえてきた。ア
ルパカの肉はペルー山岳地域における重要な畜産物で
あったが、その消費は限定的であり「祭りのとき以
外はそれほど屠殺されない」と報告されていた（稲村
1995）。今回の調査から、アルパカ肉が山岳地域の都市
部においても、健康的な食品であると捉えられ、山岳
住民でない市民においても摂取されている状況が明ら
かになった。先住民族の人々の伝統的な主食（貧しい
食事）と認識されていた食物が、「健康食」のイメージ
がつけられ広く食されるようになった例として、キヌ
アの例がある。このケースでは、世界的な whole grain

（非精製の穀類等）および雑穀の流行を背景にキヌア
の栄養価が認知され、都市住民で高収入・教育歴の高
い人口での消費が拡大したという背景があったと報告
さ れ て い る（Morales &Higuchi 2021）。 過 去 に 筆 者
らが報告した、パプアの伝統的な主食であるサゴの摂
取の変化の背景においても、サゴとコメに向けられる
嗜好の違いや、社会経済的な背景が関連していたこと
を報告している（木村 2022）。今後は、今回のクスコ
およびアレキパにおける FGI のデータをさらに個別イ
ンタビューの事例とも併せて分析することで、より深
く社会的背景や生活の状況との関連を検討したい。ま
た、特定の食品に対する栄養情報がいつ頃から周知さ
れるようになったか、アルパカ肉やその料理に関する
プロモーションについても、更なる調査が必要である。
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写真 1   クスコ県クスコ市のウアンカロ市場でのアルパカ肉

写真 2   クスコ県におけるグループインタビューの様子
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写真 3　アレキパ県アレキパ市のエスペランザ市場でアルパカ肉を提供
する屋台
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研究報告

シルクロードの農牧猟のエスノグラフィ
相馬　拓也

キーワード : キルギス、タジキスタン、牧畜社会、オーラルヒストリー、狩猟伝承、生態学的伝統知 (TEK)、動物民俗

　本研究は、モンゴル～キルギス～カザフスタンのシル
クロード草原に暮らす遊牧社会において、伝統知―「草
原の掟」―の継承と実践が、コミュニティの持続性／レ
ジリエンスと人類のニッチ構築に果たした役割を解明す
る。2023 年度、キルギス共和国およびタジキスタンで
のフィールド調査［第 7 期～第 8 期］を実施した。両国で、
狩猟や環境共生観に関するオーラルヒストリー調査を実
施して、動物民俗・フォークロア・女性誌などについて、
飛躍的な進展があった。また、タジキスタン国内のキル
ギス系牧畜民と、モンゴル系民族のハザーラ人、ラカイ
人などのコミュニティに訪問し、モンゴル文化との淵源
やつながりについても調査を実施した。

1. キルギス牧畜社会でのフィールド調査［第 7 期］
キルギスでの第 7 期フィールド調査［2023 年 5 月

15 日～ 5 月 29 日］では、ナリン州スルト夏牧場および、
イシククル湖南岸ボコンバエヴァで、昨年に引き続き牧
夫・長老級人物・狩猟者などを訪問して半構造化アンケー
トと、エスノグラフィック・インタビューを実施した。

1.1. 牧畜社会・文化のエスノグラフィック・インタ
ビュー：　

スルト夏牧場およびイシククル湖周辺の、ヒトと動物・
植物・自然環境との環境共生観を示すオーラルヒスト
リー、動物民話とフォークロアを多数収集した。とくに、
女性の生活誌と、牧畜社会におけるジェンダーについて
の情報に大きな進展があった（以下、ハンターでもある
BT 氏談のオーラルヒストリーの一例［ 2023 年 5 月 20
日／コクサイにて］）。

「イヌワシに悪い肉を与えるとサコル病になる。そんな
時は、“ テトラホール ” という薬を与える」。

「フクロウとイヌワシは、宿敵同士で互いに襲い合うこ
とがある。つかみ合って、そのまま両方とも落ちて死ぬ
ことも見たことがある。つかみ合ったまま死んでいたこ
ともあったし、生きたままつかみ合っていることもあっ
た。お互いを見ると絶対に襲い合うものだ」

「鷲使いたちは、かつて冬に雪に埋もれたイヌワシを捕
まえることもあった。雪に埋もれたイヌワシは、オオカ

ミやキツネに食べられてしまうこともある。若い個体か、
老齢な個体が、冬季にスカベンジングで地上に降り、食
べ過ぎて飛べなくなって雪に埋もれてしまうようだ」

「イヌワシは飛ぶと、小さな鳥が襲うこともある。しか
し、イヌワシが高く舞い上がれば、もう小鳥の手には
届 か な い 」 (Бироо сага жамандык кылса, убактынды 

болбо конул бурба, бийиктеп алдыка кетор, анткени 

жамандык кылган киши бийиктикте журо албайт)

1.2. ユキヒョウの生態観察・トラップカメラ調査：　
　昨年に引き続き、キルギス南部クンゲイ・アラトー山
脈に位置するバイボースン自然保護区（BBs）で、3,600m
付近にトラップカメラ 5 台を設置して、ユキヒョウの行
動観察を行った。同年度は、2023 年 5 月～ 24 年 2 月
末までに、ユキヒョウ映像 100 件、野生動物 150 件が
撮影された。地元ハンターのオーラルヒストリーを参照
すると、同自然保護区では、およそ 5 頭のユキヒョウが
棲息していると推測された。

1.3. 遊動と季節移動の GPS 追跡調査：　
イシククル湖およびスルト夏牧場に滞在する 4 世帯に

GPS を保有してもらい、季節移動の場所や地点、移動季
節などの追跡調査を実施した。データは、次回の渡航時
に回収を予定している。また、種雄家畜交換の遡及調査
を実施し、19 世帯から過去 15 年程度さかのぼって種
雄畜が入手された場所・方法・使用期間などを特定した。
遺伝的調査と掛け合わせることで、家畜の遺伝的多様性
や収斂などを特定することができると考えられる。

2. タジキスタンでのフィールド調査［第 8 期］
第 8 期フィールド調査［2023 年 5 月 30 日～ 6 月 20 日］
では、タジキスタンのパミール山脈タヴィルダラ村とダ
ルボーズ村を訪問した。同地では、タジク社会に特有の
自然や動物への畏れのフォークロアが多数収集された。
また、イスラーム世界と高度に調和した、精霊・妖怪・
悪魔にまつわる怪奇譚が聞かれ、特に地域の女性の精神
的・身体的不調の原因として強い信仰が見られた。また、
家庭内・コミュニティ内の禁忌が諺・格言・掟としてき
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わめて強く信じられていた。調査では 38 名の女性たち
から、324 件の箴言・格言などを収集した。人間行動を
統制する「メタ・エスノグラフィ」としての意味が見い
だされる（以下はその一例）。

「太陽が沈む瞬間に寝るな」 (Ҳангоми офтобнишин хоб 

кардан мукин нест)

「弔問する人はパンをなど奇数（3 枚／ 5 枚／ 7 枚）で持っ
ていけ。決して偶数（2 枚／ 4 枚など）で持っていくな」 
(Хешу ақрабо хурок меоранд ва шумораи нон набояд 

ки ҷуфт бошад)

「春に最初に咲くタンポポを摘むと雨が降る」と信
じ ら れ て い る 」 (Мегӯянд агар дар вақти баҳор гули 

бойчечакро чинанд пас аз он борон меборад)

「 夜 は 家 で ほ う き が け す る な 」 (Шабонгоҳ дар хона 

ҷоруб задан манъ аст)

「ほうきを捨てて燃やすときは、かならず結んだ紐をほ
どいてから捨てよ」 (Пеш аз сӯзонидан ё партофтани 

ҷоруби куҳнашуда онро ҳатман кушода баъдан 

сӯзонидан ва ё партофтан лозим аст)

「春の草を摘むのは控えよ」 (Алафҳои фасли баҳорро 

чидан хосияти хуб надора)

「結婚の日にはチョダル（花嫁のベール内）で、ハチ
ミツと牛乳をなめよ」（Дар рӯзи тӯй асал ва ширро

чашидан）
「夕暮れ時以降に、独りで風呂場や鏡の前に立ってはい
けない」

「パンくずをごみ捨て場に捨ててはいけない」

3. 今後の研究の展開と拡張性
本研究は、22 年度／ 23 年度のフィールド調査とデー

タ収集により、今後は以下の展望と拡張性が見込まれる。
(1) キルギス天山山脈とイシククル湖周辺の牧畜社会を
中心に、①遊牧民の暮らしのエスノグラフィ、②種雄家
畜の交換経路のネットワーク分析、③季節移動や長距離
移動のマイグレーションの GPS ／リモートセンシング
分析、④オオカミ狩り、ユキヒョウ狩り、騎馬鷹狩猟の
実態、など牧畜社会におけるヒトと動物の関係性に肉薄
することができた。これらは、人類と動物の関係を考え
るうえで、貴重なエスノグラフィック・ドキュメンテー
ションを達成することができた。流動性の高い牧畜民・
遊牧民の狩猟や移動のドライビングフォースの特定につ
なげることで、出ユーラシア現象を後押しした人間の広

域空間移動の可能性を類推できるエスノグラフィック・
データが多数収集された。
(2) 古代世界における狩猟・遊牧・農耕・モニュメント
建築などについて、類推や比較分析を可能とする民話・
動物民俗・昔語りなど、多数のオーラルヒストリーが収
集された。また箴言・格言・禁忌・掟など、人間行動を
統制するより上位にある概念と精神世界が部分的に明ら
かとなった。
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研究報告
     衛星観測とソーシャルセンシングによる東シベリアの人々の生業の空間分布特徴の検出　　

永井　信
キーワード : 景観 、 人々の関心 、ソーシャルセンシング 、映像マイニング 、テキストマイニング

　本研究の目的は、人類の寒冷地適応の事例研究として、
東シベリアのサハ共和国（ロシア）を対象に、民族誌の
テキスト情報・景観と夜間光の衛星観測データ・ソーシャ
ルビッグデータの統合的な解析という独創的なアプロー
チにより、河口からの距離・河川からの距離・アラース(永
久凍土由来の特異地形 ) からの距離といった環境傾度に
沿った景観と人々の生業の対応関係の空間分布を明らか
にすることである。
　この目的を達成するために、2023 年度は、次の 2 項
の研究項目を重点的に実施した。

(1) ソーシャルビッグデータの解析・評価の深度化：
ソ ー シ ャ ル ビ ッ グ デ ー タ の ひ と つ で あ る Google

Trends（ある検索語に対する人々の関心の高さとその時
間変化を指標として抽出できる；https://trends.google.
com/trends/）を用いて、北海道の景観を代表する様々
な要素（アイヌ・動物・気候・祭り・魚・食べ物・地
理・レジャー・人物・ツーリズム・植物）に関わる 319
の検索語を対象に、人々の関心の季節性の有無とその特
徴を詳しく解析した（言語能力・文化伝統に対する理解

度を考慮し、北海道を対象とした）。その結果、魚・食
べ物・地理・レジャーに関わる要素において、人々の関
心の季節性が高い検索語が多く含まれることが明らかに
なった。また、人々の関心の季節性は、動物の出現時期（動
物）・積雪 / 寒さ / 自然のイベント（気候）・お祭りの開
催期間（祭り）・出盛りの時期（魚）・行事 / 収穫時期 /
出盛り（食べ物）・自然景観の観光スポット（地理）・ス
ポーツ（スポーツ）・神事 / 季節的イベントや観光スポッ
ト（ツーリズム）・相撲の開催期間（人物）・植物季節（植物）
とそれぞれ関連性が高いことが明らかになった。以上の
結果は、研究論文として投稿準備中である。本解析の結
果は、人々が景観の季節変化をどのようにとらえ、気候
や社会の変化に対して適応しているか？の理解を深める
ための一助になる可能性を示唆しており、東シベリアを
はじめとする他の景観へ応用が可能である。

(2) ①衛星観測 / 気象データの解析 / 評価・②ソーシャ
ルビッグデータの解析 / 評価・③民族誌の収集 / まとめ・
④衛星観測データ / ソーシャルビッグデータ / 民族誌の
統合評価を総括した総説 / 今後の見通し論文の作成：

図 1. 従来の衛星観測とフィールドワーク及び、新たに提案する史料 / 資料データのテキストマイニング・映像マイニング・ソーシャルセンシングの統合
的な解析 / 評価によって取り除かれる時間（T）・空間（S）・代表性（R）・解釈（I）のギャップの対応関係のまとめ（Shin et al., 2024 における図 5 より転載。
CC-BY ライセンス）。
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気候と社会の変動下における人々と景観の関わりの時間
変化の理解を深めることを目的として、従来の衛星観
測とフィールドワーク及び、新たに提案する史料 / 資料
データのテキストマイニング・映像マイニング・ソーシャ
ルセンシング（インターネット上の公開情報の活用）を
統合的に解析 / 評価するアプローチをロシア・モンゴル・
日本の景観を対象とした事例研究に基づいて提案した

（Shin et al., 2024, Front. Environ. Sci. として出版済み）。
このとき、従来の衛星観測及びフィールドワークと、新
たに提案する史料 / 資料データのテキストマイニング・
映像マイニング・ソーシャルセンシングに含まれる時間・
空間・代表性・解釈に起因したギャップが統合的な解析
/ 評価によって相互にどのように取り除かれるか？につ
いて解明した（図 1 を参照）。
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B02 班報告
入來 篤史

「生物が自ら環境を変化させ、その変化が次の世代以
降の進化に影響する」というニッチ構築の視点で文明形
成を考えるという基本構想のもと、環境 - 認知 - 脳の相
互作用に基づく『三元ニッチ構築モデル』を理論的基盤
として、この人間進化の脳神経生物メカニズムの駆動
原理を探究することを目的として活動してきた。これを
以下の４つの要素・座標軸に還元して、相互に関連づけ
ながら、その全体像を追究する体制を構築した。すなわ
ち、１）このメカニズムは基本的には霊長類としての人
間（ヒト）の脳の生物学的特性に依拠していると想定（入
來グループ）し、２）それが身体を介して周囲のハード
およびソフトに亘る各種情報環境と認知脳神経科学的な
相互作用をとおして機能発現（川畑グループ）して、３）
発達 ･ 進化 ･ 歴史の時間軸に沿って自らの行動をとおし
て発展しながら（齋藤グループ）、４）現生人類 ･ 現代
文明の空間的な世界地図状構造を発現している（齋木グ
ループ）ものと仮説して、このフレームワークに沿った
公募研究２班（村山グループ・山本グループ）を加え、
さらに海外研究協力者とも連携してデータ収集を進め
た。各グループの研究対象は、【（環境―物）＝（心）＝

（脳―身体―脳）＝（物―環境）】と互いに重複しながら
連鎖的に繋がる関係にあり、その連鎖の両端が外部の
自然 / 人工環境世界に繋がる大ループを形成して構造化
される。これら各要素は何らかの形で道具を介して連結
されるので、この研究体制自体が、本領域全体で検証す
べき『三元ニッチ構築』構造を形成することになる。ま
た、この大規模構造の中で、各グループのテーマは領域
内の他班とも相補的な関係にあるので、各班で蓄積され
るデータを参照しつつ活用する体制を整えた。

本研究は、環境 - 認知 - 脳の相互作用による『三元ニッ
チ構築モデル』に基づいて文明形成を考えるという、本
領域全体の理論的支柱を提供するために、道具などの物
質的構造物や人工物をヒトがどう認知するか、またその
製作・使用・経験を通して心、脳、身体がどのように変
化するか、という相互関係を実証的に捉えるための調査・
実験を通して、身体を介した物質環境と心 ･ 精神との相
互浸潤ダイナミクスの駆動力を担う脳神経生物学的な駆

動原理の探究を目的としてきた。今年は、最終年度にあ
たり、班内のサブ・グループが行ってきた成果を有機的
に連携させた総合的解釈を確立するとともに、それをも
とに領域内他班が蓄積した知見に対する説明原理を追求
することを通して、モデル班との連携によって領域の成
果に通底する理論構築によって、次の段階への飛躍的発
展の橋頭堡を築くことを目指してきた。この展望のもと、
班内各サブ・グループによる（環境―物）＝（心）＝（脳
―身体―脳）＝（物―環境）と互いに重複しながら連鎖
的に繋がる関係にある 『三元ニッチ構築』 相互作用を、
人間活動の特徴である道具使用を介して統一的に定式化
するモデルを構築した。そして、これをもとに他班のデー
タ収集に協力するかたちで、それらのなかから意味のあ
る知見を抽出することによって、このモデルの多分野に
亘る訴求力の更なる強化を図った。また、これらの知見
を通して本領域の次段階のさらなる発展を見据え、その
新たな理論的支柱を構築すべく、進化や歴史といった時
間発展を伴う現象の背後に通底する複雑な因果構造を定
式化するための、新たな論理構築の手掛かりを追究した。
具体的には、各サブ ･ グループは、下記の項目にそった
研究を展開し、成果を得た。

１）入來篤史 グループ：
a) 三元ニッチ構築のフラクタル構造が並存する可能な
歴史「経路」の選択
b) 道具使用野生霊長類モデルの行動評価と脳 - 腸連関

２）川畑秀明 グループ：
a) ダンス表現の認知における鑑賞者の熟達の影響
b) 創造的視覚表現における身体的表出過程に関する研
究
c) 芸術認知の文化差に関する研究

３）齋木 潤 グループ：
a) 注意に関する異文化研究とシミュレーション
b) 道徳的ジレンマ状況に対する行動選択の文化差
c) 注意や認知の制御に関連する文献を用いたメタ分析

４）斎藤亜矢 グループ：
a) 旧石器時代の洞窟壁画の調査とアルタミラ洞窟の 3D

B02 班活動報告

B02 班活動報告
B02 班代表 入來  篤史
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データの撮影
b) 洞窟内での描画体験のための VR ツールの構築

５）村山美穂 グループ：
a) 嗅覚や学習能力に関連する遺伝子に差異
b) 活動性や発声と遺伝子型との関連

６）山本真也 グループ：
a)「複雑な道具使用」の社会学習
b) 個体間の行動同調
c) 集団性の比較認知科学
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(1) 三元ニッチ構築のフラクタル構造が並存する可能な
歴史「経路」の選択

人間の大規模で複雑な文明形成は、複数の要素的な潜
在能力が複数組み合わさりつつ、次々と重層的に創出さ
れてきたものと想定される。従来の直線的な因果関係の
連鎖に帰着させようとする説明では、この連鎖に一貫す
る主要因を探索することで、これを普遍原理として文明
形成の筋道を一本に明確化しようとしてきた。しかし、
この線型因果の拘束を外れ、主体の必要条件（出来る潜
在能力）と環境の十分条件（引き出す要因）が複数組み
合わさる並列的で確率的に重畳する因果関係を想定する
と、このような組合せ過程の「複数の可能性」を実現す
るメカニズムは、『三元ニッチ構築 ･ 第二相（TNC-2）』
と相性が良い。事前に潜在可能性（必要条件）が第一相
(TNC-1) で複数準備されていることを前提とすれば、そ
の時々の環境要因の確率的なゆらぎに依存して、それら
のどれが選択されてどの順番に結びついて新機能を獲
得 ･ 発現するようなる過程は、具体的にこの TNC-2 で
良く説明出来る。このメカニズムには、組合せの順番や
そのタイミングには大きな幅が許容され、そこには唯一
の直線的な因果関係を想定することは全く必要が無い。
そしてこの TNC-1,2 のメカニズムが、フラクタル的に
個人から集団社会にも拡張されるとするならば（図Ａ）、
これは人類史のなかの文明形成におけるあらゆる段階に
おけるメカニズムとして適用可能であろう。

事情をごく簡略化した図Ｂ上で考えてみると、古 ( 前 )
環境のある特定の状態（●）が、「移動の前線」が通過

する経過環境のなかで２つの要因との遭遇をへてそれら
を具備することで現 ( 次 ) 環境の特定の状態（◎）に進
化発展する、という現象を想定する。例えば、原始ホモ
属が「道具」と「言語」の使用という行動パタンを取り
入れてサピエンス属の象徴文化を獲得した過程を想定し
ても良いし、あるいは原始サピエンス属が「集住」と「農
耕」という社会パタンを通して大規模文明を生成した過
程を想定すれば、理解がしやすいかもしれない。両者は
独立の現象と考えられるものの、部分的には共通のメカ
ニズムが重複する場合も有り得るので、元環境の●から
現環境の◎へは、移動の前線が通過する過程においてど
の様な経緯であれ両方の機能を獲得すれば良いので、そ
の「経路」は、様々な曲線の矢印で示されるように複数
の可能性を想定することができる。この様な、非可換性
や確率重畳性は、開放量子系の数理と相性良くさらに複
合発展させることが出来る（この数理は従来は量子力学
に良く適用されてきたが、環境と相互作用する系の情報
理論として、様々な系に適用可能であり、ここでは量子
力学とは関係無い）。

その複合段階として、出ユーラシア諸地域のように、
ボトルネックを経由した少数人類集団や彼等が遭遇した
自然環境に若干のバリエーションがあった場合を考え
る。このバリエーションは、図 B 下の、各要素の状態
が多様であるため、この様な「まだら」な雲状の経過環
境パタンを経由すると、最終的な現状態は「まだら」な
干渉縞か、クラスター状に分散することになるだろう。
これらによって、発展経路は確率的に決まり、最終結果

研究報告

認知科学・脳神経科学による認知的ニッチ構築メカニズムの解明
入來 篤史 山﨑 由美子

キーワード：フラクタル構造、確率重畳性、経路積分、脳 - 腸連関、認知 ･ 行動変容
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も経過環境の確率的バリエーションと、経路との相互作
用によって確率的なクラスター状に帰結することにな
る。これを実際の人類史に即して例示するとすれば、例
えば人類史のある段階で世界中の各文明で大型墳墓が出
現する時代があるが、そのごくおおまかな概要は類似す
るが、各文明によってその形態が、ピラミッドであった
り、前方後円墳であったり、兵馬俑であったりと、地域
によってクラスター状のバリエーションがあることを考
えると、イメージし易いであろう。このように、数ある
経路の確率的重畳性を容認すれば、地域毎や学説毎の
種々の対立を包摂的に統合することが可能となり、背景
となるパタンの成立メカニズムを究極の進化 ･ 歴史理論
として、新しいパラダイムを提案することが期待される。

(2) 道具使用野生霊長類モデルの行動評価と脳 - 腸連関
これまでコロナ禍とミャンマー政変の影響で懸案と

なっていた、タイ島嶼における道具使用マカクサルの野
生原生環境における行動パタンと腸内細菌叢を介した
脳 - 腸相関解析に掛かり、マーモセットを代替としたブ
ラジル国内でのコロナ対応による研究調査フィールドへ
の立ち入りが本年解禁されたため、雨季と乾季の２回に
亘る野生マーモセットの糞便サンプル採取を行い、RNA
抽出からシークエンサー利用に向けた現地での手続きが
動き出し、理研で開発されたパイプラインを使って、現
地フィールド・ステーションにて腸内細菌叢および代謝
産物の解析へと進むことが出来た。

比較介入実験として、飼育下のマーモセットにおける
腸内細菌叢は、施設ごとに特徴が異なることが知られて
いるが、発生する認知 ･ 行動変容に関する問題は共通す
る部分が少なくない。そこで、日本国内の 3 つの異な
るコロニー（神戸理研 2 か所、製薬企業の研究所 1 か所）
から糞便を採取して 16S rRNA を行った。細菌叢の多様
性やコロニーの特徴分析を行い、それぞれのコロニーに
おける参照値を割り出した。そして、病的な行動変容を
示す個体に対し、上記の野生の食餌に対応した細菌叢と
の比較参照による給餌改善として、生菌投与を行ったと
ころ早期治療により参照値に近い細菌叢に変化すること
を確認した。これにより、飼育コロニーにおいて、異常
な行動変容パタンが激減し健康寿命が伸長することで生
涯にわたる行動解析が可能になるなど、信頼性の高い良
質なデータを集積することが可能となった。これらをも
とに、当初計画していたタイ島嶼の野生状態での自然発
生的に道具使用行動を発現するカニクイザルの行動 / 脳

- 腸相関研究と統合することによって、認知神経生物学
による認知的ニッチ構築メカニズムの解明に資する新た
な学問・研究体系を創出る基盤が出来たと考える。
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(1) ダンス表現の認知における鑑賞者の熟達の影響
慶應義塾大学大学院社会学研究科 D3 の三好香次を研

究協力者としてダンス表現の認知に関わる個人の熟達度
合いの影響を検討し，再現性の認知が低い（適度に）難
しいダンスは身体化シミュレーションを促進し美的評価
を高めるが，鑑賞者となるダンサーの専門のダンスジャ
ンルについてのダンス表現の認知においては鑑賞者の熟
達度が増すにつれて熟達者自身の身体化シミュレーショ
ンがあまり活性化せず刺激動画への美的評価が低ること
が明らかになった。このことは鑑賞者の認知における身
体化の影響に身体化を形成する熟達性が影響することを
示すものである。

(2) 創造的視覚表現における身体的表出過程に関する研
究

描画表現時の視線行動について，描画表現がどのよう
に時間系列として出来上がってくるのかについてメガ
ネ型視線計測装置を用いた検討を行った。表現しようと

する対象のカテゴリや表現のしかたによって描き方や視
線の向け方が異なってくることが明らかになった。また
描画時における顔への注意の集中や表現時の視線が左視
野に多くなりがちである等の創造性とラテラリティに関
する知見も収集することができた。また，塗り絵表現課
題を用いた実験的検討では，塗り絵の前後でのポジティ
ブ / ネガティブ感情の変化と塗り絵に利用する色の選択
について検討した。塗り絵前後のポジティブ / ネガティ
ブ感情のそれぞれについては相関が高く，事前にポジ
ティブ感情が高いひとは事後でも高くなるが，塗り絵自
体への体験の質の認知が高まることでより塗り絵後のポ
ジティブ感情が高くなることが明らかになった。一方で
ネガティブ感情にはそのような傾向は見うけられなかっ
た。色の選択については色鉛筆の色の数が多くなっても
色の選択数は少ない場合と比べてもさほど大きな違いは
なく，色選択の共通性についても明らかになった。

研究報告

感性的認知と感性的表現に関与する生物学的・文化的要因とそれを媒介する認知の身体化

川畑 秀明
キーワード：感性、美、熟達化、芸術表現、認知の身体化

三好香次 , 川畑秀明 (2024). ダンスの美的評価に及ぼす鑑賞者の熟達性の影響 ——総練習時間および身体的再現可能性認知に着目して——. 日本感性工
学会論文誌 , TJSKE-D. オンライン版 . DOI: 10.5057/jjske.TJSKE-D-23-00050



B02 班：認知科学・脳神経科学による認知的ニッチ構築メカニズムの解明

86

(3) 芸術認知の文化差に関する研究
ウ ィ ー ン 大 学 の Helmut Leder 教 授（ 心 理 学 ），

Raphael Rosenberg 教授（美術史）の研究グループとの
共同研究として，図形の形態における対称性・非対称性
についての選好を異文化比較により検討した。潜在連合
課題（Implicit Association Test）と呼ばれる潜在意識下
での形の対称性 / 非対称性への選好，顕在評定に基づく
選好を，日本とオーストリアで比較した結果，日本・欧
州関係なく対称性の高い形態に対して高い選好が見うけ
られた。このことは非対称性についての好みが指摘され
てきた日本文化を想定しての検討であったが，日本人で
も一般大学生を対象にする限りでは非対称性についての
選好は認められなかった。さらに，顔や画像，絵画の好
みについての日本とオーストリアでの比較を行い，文化
的側面と個人的側面とを上手く分離する指標化の開発を
行い，現在論文を投稿中である。
Leder, H., Mikuni, J., Kawabata, H., & Rosenberg, 
R. (2024) Symmetry as an Inter-Cultural Feature
Constituting Beauty: Implicit and Explicit Beauty

Evaluation of Visual Symmetry in Japan. Empirical 
Studies of the Arts . 42(2), 519-535.
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研究報告
人類・文明の空間的な世界地図状構造を捉える文化差研究

齋木 潤 上田 祥行 大塚 幸生
キーワード：注意、認知、文化差、オントロジー、メタ分析

1．注意に関する異文化研究とシミュレーション
線分長の探索課題ではアメリカ人で観察される探索非

対称性が東アジア人では消失するのに対し、傾きの探索
課題では、逆に東アジア人の方が強い探索非対称性を示
す刺激特異的な視覚探索の文化差を説明するために、文
字を含む文化的人工物に対する認知的適応の効果である
という仮説を立てた。これを検証するために、視覚探索
の計算論的モデルである顕著性マップモデルを用いて視
覚探索の非対称性における知覚範囲の効果を検討した。
具体的には、知覚範囲を小さく取ると日本人のデータと
同様に線分長探索では非対称性が消失し、傾き探索で強
い非対称性が生じるのに対し、知覚範囲を倍の大きさに
拡大するとアメリカ人と同様、線分長、傾き両方で探索
非対称性がみられることが分かった。この知見の一般性
を評価するため、DNN を用いた視覚探索の計算モデル
を用いたシミュレーションを行い、同様の結果が再現で
きることを確認した。現在、これらの成果を英文論文と
して投稿準備中である。

2．道徳的ジレンマ状況に対する行動選択の文化差
道徳的ジレンマ状況における行動選択の文化差の背後

にある認知処理を検討するために、功利主義的傾向・義
務論的傾向・一般的不作為傾向を切り分ける多項処理木
モデリングを用い、日本・中国・アメリカの参加者から
データを収集した。功利主義的思考よりも義務論的思考
の影響が強いことは文化間で共通するが、アメリカでは、
倫理的許容性判断と自身の行動判断で乖離がみられるの
に対し、日本や中国では乖離が見られないといった文化
間の際も観察された。また、一般的不作為の影響は日本
や中国では、アメリカよりも強かった。このことは、道
徳的ジレンマの倫理的許容性判断を、自分の行動を基準
とする傾向に文化間差異を示唆している。

3．注意や認知の制御に関連する文献を用いたメタ分析
人間の行動抑制を反映する課題であるストループテス

トに焦点を当てて，ストループテストに関する認知デー
タベースを作成した。また，2016 年から 2020 年に報
告されたストループテストの効果量を用いたメタ分析を

実施した。それぞれの研究が実施された地域（ヨーロッ
パ，アジア，北米）を調整変数としてメタ分析を実施し
た結果，ヨーロッパ，北米と比較してアジアの地域でス
トループテストの効果量が大きいことが示された。これ
らの結果は，ヨーロッパや北米と比較してアジアの地域
の人々は当面の課題とは無関連な情報を抑制することが
困難であることを示唆している。本年度は，これらの研
究成果をまとめて論文を執筆し投稿した。

４．連携研究に向けた検討
他の研究グループとの連携に向けた検討の一つとし

て、画像の記憶容易性（Memorability）に着目して、
A02 松本班と共同して考古遺物の memorability の解析
により古代人の認知特性の特性を解析する研究を現在準
備中である。
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ヒトの視覚芸術（アート）において、文化や時代を越
えて表現されるモチーフに動物がある。その原点である
旧石器時代の洞窟壁画のモチーフもほとんどが動物で、
さまざまな動物種が写実的に描かれているのに対して、
人物の表現はまれで、植物はほとんど描かれない。その
要因を明らかにするには、狩猟採集生活をしていた当時
の人びとの認知特性を考慮する必要がある。報告者らは、
洞窟壁画には岩の凹凸や亀裂を活かした表現があること
から、パレイドリアの特性が、動物が多いことへの一因
となっている可能性に着目しており、バーチャルリアリ
ティ（VR）を用いた実験で検証することにした。VR に
より、絵が描かれる前の洞窟の岩肌を再現し、そこにど
のような見立てが生まれやすいのか、VR 内での描画実
験により検証するものである。実験のためのデータ構築
やデバイスの開発については、メディアアートが専門の
札幌大谷大学の小町谷圭氏を協力者として進めた。

(1) 旧石器時代の洞窟壁画の調査とアルタミラ洞窟の 3D
データの撮影

フランスとスペインにある旧石器時代の洞窟壁画（実
物 8 箇所、レプリカ 3 箇所）を調査し、見立て表現が
どのように現れているかを観察した。そのうち顕著な見
立て表現が多くあるアルタミラ洞窟のレプリカでは、ア
ルタミラ博物館の許可を得て、LiDER により天井画をス
キャンし、3D データの構築をおこなった。

(2) 洞窟内での描画体験のための VR ツールの構築
描画実験に先だって、VR ゴーグルを装着して、バー

チャル空間内で洞窟壁画を体験し、絵が描かれていない
状態の壁面に描画もおこなえるデバイスの開発をおこ
なった。ゲーム開発のソフトである Unreal Engine を用
いて、松明のような単一光源の設定や凹凸のある壁面に
描画するためのしくみの実装を進めた。

洞窟壁画に動物が描かれることの背景については、現
代も伝統的な狩猟採集生活を送る人びとの文化や認知的
特性にもヒントがある。本プロジェクトのテーマにも関
連して国立民族学博物館で 2020 年度よりおこなってき
た共同研究「描かれた動物の人類学」（代表：山口未花子）

での人類学者やアーティストらとの学際的な議論をまと
め、書籍化に向けての原稿執筆を進めた。その他、新聞
や一般雑誌の連載執筆、講演やワークショップ、メディ
ア対応などをとおして、研究成果のアウトリーチ活動を
おこなった。

研究報告

アートの起源における描画の認知基盤についての進化・発達的検証
齋藤 亜矢

キーワード：アート、パレイドリア、洞窟壁画、バーチャル・リアリティ
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研究報告

家畜化によるヒトと動物の関係変容に伴う性格関連遺伝子の変化
村山 美穂

キーワード：個性、共通モデル、家畜化、ゲノム、種間比較

人類がユーラシア大陸から日本列島など各地へと移
動・拡散したのに伴い、家畜も共に移動した。その際の
ヒトとの関係性の変化や動物自身の変化は、遺伝的な変
化に反映されていると考えられる。本研究では、最も古
い家畜であり、伴侶動物としてヒトと社会的な絆の深い
イヌを中心として、新奇探求性などの移動・拡散に影響
する性格の基盤となる遺伝子の多様性を調べ、家畜化に
影響したゲノム領域を解明することを目指した。

アフリカ・ガーナの在来犬 18 個体と、日本で猟犬と
して飼育されてきた柴犬の 3 集団 ( 美濃柴 5 個体、山
陰柴 5 個体、その他の柴 6 個体 ) の全ゲノムを比較し
た。Illumina 社のライブラリー作製試薬 (PCR 有 ) によ
りライブラリーを調整し、NovaSeq 6000 を用いて全ゲ
ノムシークエンスを行い、他地域の在来犬やオオカミの
SRA データベース上の登録配列と比較した。その結果、
嗅覚や学習に関連する遺伝子に差異があることがわかっ
た。柴犬内の比較から、各集団のペアにおいて、頻度差
が大きいほうから 1% の SNP を抽出し、その近傍の 48
遺伝子をリストアップした。山陰柴と他の集団間におい
て、先行研究で猟犬特有の変異を持つとされる leucine
rich repeat transmembrane neuronal 4（LRRTM4） や
oxytocin receptor （OXTR）等の遺伝子に差異を見いだ
した。ガーナおよび各地の在来犬の比較から、アフリカ
とそれ以外の地域で嗅覚や学習能力に関連する遺伝子に
差異が大きいことが示唆された。

また近年イヌよりも国内飼育数が多いネコについて、
質問紙評定と遺伝解析を実施した結果、活動性や発声と
遺伝子型との関連を見いだした。
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研究報告
単層・重層社会における集団性と文化形成メカニズムの進化的基盤：比較認知科学的検討

山本 真也
キーワード：集団性、重層社会、集団内協力、集団間競合、比較認知科学、家畜化

(1)「複雑な道具使用」の社会学習
野生のチンパンジーは複数の道具を順に用いてひとつ

の目標を達成することが知られている。たとえば、アリ
の巣を入口を太い棒で掘り開け、開いた穴に細くて柔軟
な釣り棒を差し込みアリを釣り取るような道具使用であ
る。しかし、このような「複雑な道具使用」の獲得過程
についてはほとんど解明されていない。とくに、道具セッ
トの一つ目の道具使用については、明確な報酬（上記の
例でいうと、アリという食物）と結びついているわけで
はなく、道具使用の目的を理解することが困難である。
このような複雑な道具セット使用をチンパンジーが社会
学習によって獲得できるのかを、2 段階パズルボックス
を独自に作成し、飼育下のチンパンジーを対象に検証し
ている。さらに、チンパンジー・ボノボを対象に、アイ
トラッカーを用いて社会学習時の注視行動を厳密に測定
する実験をおこなった。社会学習は文化伝播の肝となる
認知・行動プロセスで、文化の進化的起源を探る比較認
知科学においても注目を集めてきた研究テーマである。
しかし、これまでは「社会学習が起こるかどうか」を調
べる研究は多数あれども、社会学習における視覚的注意
のメカニズムについて調べた研究はほとんどなかった。
本研究では、観察個体自身の道具使用技法とモデルの技
法が同じとき・異なるときで注意状態が異なるか、チン
パンジー・ボノボでの種間比較、などを中心に分析をお
こなっている。

(2) 個体間の行動同調
チンパンジーの排尿行動に注目し、個体間で行動が同

期・同調するかを調べた。行動の同期・同調は、集団で
のまとまりを維持するために必須の行動調整のひとつで
あり、動物の社会性、ひいてはヒト社会の集団性を理解
するうえで欠かせない研究テーマのひとつである。ラン
ダムに排尿が起こると仮定したシミュレーション結果と
得られた観察データを比較することにより、排尿がラン
ダムで起こるのではなく、個体間で同期することを明ら
かにした。さらに、この同期が近い個体間で起こること
を突き止め、単なる偶然ではなく、近い個体間で伝染し

ている可能性が示唆された。また、この伝染の方向には
社会的地位の影響も示唆されている。

(3) 集団性の比較認知科学
オキシトシンの経鼻投与・アイトラッカーを用いた認

知実験・音声プレイバック実験による集団行動の観察
等、さまざまな手法を持ちいて集団性の進化について実
証的研究をおこなった。対象種はチンパンジー・ボノボ
を中心に、ウマやネコと多岐にわたる。私たちの先行研
究から、未知個体（外集団）の音声が集団の結束を高め
る効果があることがチンパンジーで知られていたが、同
様のことがボノボでもみられることがわかった。チンパ
ンジーとボノボでは集団性（とくに外集団との関係性）
が大きく異なると考えられているが、共通基盤について
も示唆する結果である。また、新たな取り組みとして、
集団協力行動について、理論と実証を組み合わせるプロ
ジェクトも立ち上げている。これまでの成果を基に、新
しい研究の展開をみせている。
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2023 年度の班全体の研究概要
　瀬口、米元らは種子島広田遺跡出土古人骨の意図的な
頭蓋骨変形を査読有の国際論文として報告した。瀬口は
大学院生と共に、前年度に水野・植田が歯石を収集した
個体の健康指標データを調査し、その所見をまとめた。
また、広田遺跡と土井が浜遺跡の古人骨の 3 次元相同
モデル・テンプレートモデルを新たに作成し、意図的な
頭蓋骨変形のある広田と頭蓋骨変形がされていない土井
が浜を比較し、広田の人々の頭蓋骨形態のどの部分が不
自然に変形しているのかを分析し、ビジュアルに示す試
みを始めた。
　五十嵐は縄文時代と弥生時代の人骨資料を調査し，縄
文６集団と弥生２集団の間で人口構造の比較を行った。
その結果，出生率には北海道・東北集団で高く，中国地
方・九州集団で低いという地理的勾配が明らかとなった。
また、AI を用いた歯種鑑別モデル構築を行い、下顎小
臼歯の鑑別精度を 80％まで向上させた。
　山本チームは、2023 年度はチベット高地民族の低酸
素適応機構や糖尿病の発症リスクに関わるゲノム解析
を行う一方で、出ユーラシア前から人類が付き合ってき
た感染症についての疫学的・遺伝学的研究も進めた。ま
た、ネパールのムスタン地区で生活をするチベット高地
民族の調査を行うにあたり、ネパールの Nepal Health 
Research Council に倫理申請を行い、2023 度末に承認
を得た。来年度はこの倫理承認を得た調査を実施する。
　良好な人間関係はホモ・サピエンスの出ユーラシアに
関連する要因でもあるため、松永・石井は大学生を対象
とした調査を行い、人間関係のスタイルは、ウェルビー
イングや孤独感などの主観的な心理状態に影響を及ぼ
し、さらに身体機能（自律神経機能）にも影響を及ぼし
ていることを明らかにした。カナダ・アルバータ大学と
文化と感情認識に関する共同研究も実施している。
　水野と植田は日本列島から出土した古人骨、中米から
出土した古人骨をもちいて、核ゲノム情報とミトコンド
リアゲノム情報を解析した。縄文早期から晩期にいたる
縄文人のミトコンドリア DNA から見た多様性と変遷を
査読有の国際論文として報告した。日本列島に加えて、
新大陸への人類の拡散（出ユーラシア）への知見を深め
るために、メソアメリカ・テオティワカン遺跡から出土
した人骨の DNA 分析を進め、査読有の国際論文として
報告した。

　勝村は、これまでに同定した新奇性追求関連遺伝子の
機能解析と分子進化解析を実施し、まず、遺伝子破壊個
体を用いてこれまでの実験結果の再現性を確認した。次
にメダカおよびヒトにおいて、当該遺伝子の塩基配列
データを用いて、進化パターンを推定した。最後に、生
息域拡大過程に違いがあり、新奇性追求関連行動にも違
いが認められる九州メダカ地域集団を用いて、その原因
ゲノム領域の探索と集団史の推定に取り組んだ。

2023 年度の全体会議
　最終年度である 2023 年、6 月 30 日、7 月 1 日、7
月 2 日には、第 9 回拡大全体会議として「出ユーラ
シア」国際会議が明治大学において開催された。テー
マは「出ユーラシアにおける王権の創成：超越的力
出現のメカニズム “The Creation of Royalty in Out of
Eurasia civilizations: Exploring the mechanism of the
Emergence of Transcendent Power”」であった。王権
の創成をメソアメリカとアンデス文明圏を中心に検討
し、さらに、北米、オセアニア、日本での王権の創成に
ついても各班から協働発表が行われ、議論された。第一
日目のセッション２の動物ヘラルキーの認知と階層社
会の形成、王権との関わり：Royality and hierarchical
cognition of animals では、B03 班の研究協力者である
杉山奈和が「Animal Matter in Sovereignty Formation
at Teotihuacan」を発表した。第 2 日目のセッション
４、Monuments, Rituals and royalty では、B03 班の
五十嵐由里子がコメンテータとして、「Class differences
analyzed by human skeletal remains ：人骨からわかる
階級差」を報告した。
　2024 年、3 月 1 日、2 日、3 日は岡山大学で第 10
回の最終全体会議が開催された。第 1 日目のセッショ
ン２の「ドメスティケーションと共進化（オーガナイ
ザー :　瀬口典子・稲村哲也）」において、B03 班からは
水野文月が最新の「縄文人の DNA 分析」を報告し、研
究協力者の太田博樹がコメントをおこなった。次に班を
超えた協同研究を行っている B03 班の嶋田誠と A02 班
の石村智が「ヒトのニッチ構築と環境の相互作用；人口
論モデルの実証的研究を目指して」を報告した。

B03 班活動報告

B03 斑活動報告
B03 班代表　瀬口　典子
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1. 3 次元相同モデル・テンプレートモデルを用いた頭蓋
骨の形態パターンの解析
　2023 年 8 月に出版した　“Investigating intentional 
cranial modification: A hybridized two-dimensional/
three-dimensional study of the Hirota site, Tanegashima, 
Japan”1ではタイトルの通り、頭蓋骨形態の2次元のフー
リエ分析と骨表面にみられる微小曲線の比較をおこなっ
たのだが、2023 年度は頭蓋骨形態の一部だけではなく、
3 次元における頭蓋骨形態全体の変形パターンを検証す
る試みを始めた。
　本研究では、人為的な頭蓋骨変形をおこなっていない
土井が浜弥生時代古人骨の３次元データを基準テンプ
レートとし、ランドマーク推定用テンプレートデータを
作成し、相同モデル化したい３D スキャンデータから相
同モデルの平均形状を作成して各個体の相同モデルを作
成した。この相同モデル・テンプレートモデルを使って
主成分分析をおこなうと、相同ランドマーク周辺だけの
変化ではなく、頭蓋骨全体の形態のパターンをビジュア
ルに示すことができる。相同モデルには女性と男性の頭
蓋骨を用いた。その結果として、第１主成分の固有値は
40.6% で乳様突起の大きさ、頭蓋の大きさ、顔骨の長
さを表していた。これは女性と男性の違いを表している
と考えられる。第 2 主成分の固有値は 23.5% で、頭蓋
の形態、特に前頭骨の傾斜度、後頭骨の隆起部の形状を
表していた。これも性差を表しているようである。第 3
主成分は固有値が 18.2% で、上顎骨の突顎のパターン
と後頭骨の隆起パターン、後方への長さのパターンを表
していた。第 4 主成分は固有値が 10％で、ナジオンか
ら鼻骨部分の高まりのパターンとそれに連動するように
突額のパターンを表していた。第 5 主成分の固有値は
7.6% と小さく特筆すべきではないが顔骨部分の前突の
パターンを表していた。
　同様に種子島広田遺跡から出土した意図的に変形させ
た頭蓋骨の相同モデルを作成し、広田古人骨と土井が浜
古人骨の頭蓋骨形状と比較することにより、広田の頭蓋
骨のどの形状が土井が浜と異なるパターンを示すのかを
検証する。この比較検証から、広田の人為的頭蓋骨変形
での形状パターンがわかれば、頭蓋骨のどの部分を器具
で抑え変形させたのかを推定できるのではないかと分析

を進めている。

2. 久米島カンジン・ヤッチのガマ、九州近世時代人の
口腔衛生
　2023 年、7 月には大学院博士課程の院生と沖縄久米
島のカンジン・ヤッチのガマの口腔衛生（歯周病、齲蝕、
咬耗など）を調査した。ヤッチのガマに埋葬された久米
島近世時代人は意外と若くして亡くなっている人たちが
多かった。まず咬耗は弱い傾向もあった。齲蝕について
は根面齲蝕が多い傾向がみられた。若いにもかかわらず、
歯周炎の激しい進行が認められ、侵襲性歯周炎がみられ
る個体も確認された。久米島の集団は年齢の割に歯周炎
が進み、それに伴う歯根齲蝕が認められる傾向があった。
九州の近世時代人は歯根齲蝕よりも歯冠齲蝕の方が多い
傾向がみられるので 2、歯根齲蝕はカンジン・ヤッチの
ガマの特徴かもしれない。

参考文献
１Seguchi N. Loftus JF III, Yonemoto S, Murphy MM. 
2023. Investigating intentional cranial modification: A 
hybridized two-dimensional/three-dimensional study of 
the Hirota site, Tanegashima, Japan. PLOS ONE , August 
16, 2023. 18(8), e0289219. 
https://doi.org/10.1371/journal.pone.0289219
2 蓮田賀子、瀬口典子．2023．近世の九州における口腔
衛生状況の集団差の検討．第 77 回日本人類会 大会、東
北大学　2023 年 10 月 7―9 日。

研究報告
3 次元相同モデル・テンプレートモデルを用いた頭蓋骨の形態パターンの解析と

久米島近世時代人の口腔衛生
瀬口 典子　米元 史織　James F. Loftus　蓮田 賀子

キーワード：頭蓋骨形態、3 次元相同モデル、口腔衛生
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長崎大学ではネパール高地のチベット高地民族を対象
としたフィールド調査を続けている。2017 年、2019
年の調査に引き続き、第三回のフィールド調査を実施す
るため、Nepal Health Research Council に調査計画を申
請しており、本年度承認が下りた。2024 年度の夏に調
査を実施する計画を立てている。関節リウマチや糖尿病
のリスク因子、高地居住者における病原体の保有率につ
いて明らかにする予定である。
　また、出ユーラシアより遥か昔から人類が付き合って
きた感染症であるマラリアについて、疫学的、遺伝学
的視点から小児コミュニティで蔓延している熱帯熱マラ
リア株を明らかにし学術論文にて報告した。都市部と農
村部で観察されるマラリア原虫株が遺伝的に異なること
から、治療薬の服薬状況や殺虫剤使用状況などを含め
た様々な淘汰圧が地域によって異なっている可能性があ
る。ヒトと病原体の双方の視点から、感染症の拡がりに
ついて今後も検証を続けていく。

研究報告

2023 年度の研究活動について
山本 太郎

キーワード：高地適応、リスク因子、感染症
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狩猟採集生活に基盤を置く縄文時代と農耕生活に基盤
を置く弥生時代の諸集団において，人口構造（「出生率」
と「年齢構成」）を復元した。
出生率の推定は以下のように行った。各遺跡集団の女
性人骨において，骨盤上の妊娠出産痕 (PPS) (Igarashi et 
al. 2020) のスコアを判定した。スコア０は「妊娠出産
なし」， 低スコアは「妊娠出産回数が少ない」，高スコア
は「妊娠出産回数が多い」という指標であるので，集団
内でのスコア０，低スコア，高スコア の割合を出生率
とみなした。
　集団の年齢構成は，集団内の各個体の死亡年齢から
推定した。各個体の死亡年齢は，骨端線の癒合の程度 
(Brothwell 1981)，耳状面の形状 (Igarashi et al. 2005)
から推定した。個体の年齢推定値から集団の年齢構成
を推定する際には，回帰木分析を用いた（五十嵐ら
2023）。今回用いた方法は，回帰木分析の結果の試験的
な適用であるが，集団の年齢層を「40 歳未満」「40 歳
以上 60 歳未満」「60 歳以上」に分けるものである。誤
差の大きい年齢推定値をそのまま使って生存曲線を描く
のではなく，推定幅は大きいが誤差の少ない年齢構成を
求めるためである。
結果は以下のようになった。出生率と年齢構成には集団
差が見られた。
　出生率には地理的勾配が見られた（図 1）。高スコア
の割合は北海道縄文，岩手縄文，福島縄文，千葉縄文で

高く，愛知縄文，岡山縄文，山口弥生，福岡弥生で低い。
スコア０の割合は山口弥生，福岡弥生で高い。つまり出
生率が高いのは，北海道縄文，岩手縄文，福島縄文，千
葉縄文であり，出生率が低いのは山口弥生，福岡弥生で
あった。
　年齢構成には地理的勾配は見られなかった（図２）。
高年齢層が多い集団は，岩手縄文，福島縄文，福岡弥生
であり，低年齢層は，福島縄文で少ない。しかし他の集
団ではあまり違いが見られなかった。出生率と年齢構成
から人口構造のパターンを推定した（図３）。
　出生率が高い集団は縦軸の値が大きい（多産傾向）。
寿命が長い集団は横軸の値が大きい（長寿傾向）。岩手
縄文は，出生率が高く寿命も長い。北海道縄文は，出生
率が高いが寿命は短い福岡弥生は出生率が低いが寿命は
長い。山口弥生は出生率が低く寿命も短い。
　以上の分析からわかったことは，出生率と年齢構成に
は地域差が見られることである。さらに出生率には地理
的勾配が見られた。出生率が最も高いのは北海道縄文，
次いで岩手縄文である。出生率が最も低いのは福岡弥生，
次いで山口弥生である。出生率は北で高く南で低い傾向
にある。年齢構成には地理的勾配は見られない。

これらの違いが、地域（緯度）の違い，つまり気候や
生業システムの違いによるものなのか、時代（縄文と弥
生）の違い，つまり生業システムや遺伝子の違いによる
ものなのかは、今のところ判断できない。今後，九州地

図 1　各集団の出生率

研究報告

狩猟採集社会（縄文人集団）と農耕社会（弥生人集団）の人口構造の復元
五十嵐 由里子

キーワード：人口構造、妊娠出産痕、出生率、人工知能
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方の縄文集団と中国地方以北の弥生集団において，出生
率と年齢構成を調査する予定である。それらの結果をも
とに，出生率と年齢構成の違いの原因を明らかにし、狩
猟採集民と農耕民の間で人口構造が異なるという仮説の
真偽を検証する。
　人々が定住し、離乳食（乳児用の柔らかい食べ物）が
手に入り、母親の体が高い栄養状態にあり、子供が共同
保育されると、出生率が高まることが，これまでの文化
人類学や生態人類学の研究から示唆されている。縄文狩
猟採集民と弥生農耕民についても，上記の要因の人口構
造に対する影響を考察することも今後の課題である。

人工知能を用いた形態判別方法の開発
　人工知能（AI）を用いて人骨の年齢推定を行い，推定
精度を向上することを将来的な目標として，その基礎研
究を行っている。AI の中核技術である機械学習，中で
もヒトの神経細胞をモデル化したニューラルネットワー
クをベースとしたディープラーニング（深層学習）（DL）
を用いて歯の鑑別を行う研究を行っている。下顎中切歯
と下顎大臼歯の鑑別モデルはすでに完成している。今年
度対象とした歯種は下顎左右第一小臼歯と第二小臼歯で
ある。資料として歯肉除去単独歯石膏模型および抜去歯
を用いた。資料を回転台に乗せて回転させ，固定カメラ
で動画を撮影し（図４），動画から静止画像を作成して
訓練データ，検証データ，テストデータとした。ディー
プラーニングの中でも，畳み込みニューラルネットワー
クを採用した。これまでの実験で，学習モデル自体の正
当性は証明されているので，学習データの改良により，
モデルの精度の向上を試みた。今年度の新たな試みは
以下の通りである。（１）資料として抜去歯（実物）を
用いる（２）転移学習を導入する（３）資料の撮影方
向を様々に変えてみる。その結果，抜去歯を舌側面 60
°の方向から撮影した画像を用いた場合に，最も鑑別精
度の高いモデルを作ることができた。そのモデルでは，
72.84％の確率で正しく歯種を鑑別し，左右を問わなけ
れば 84.31％の確率で正しく歯種を鑑別することができ
ることがわかった。

図２　各集団の年齢構成

図３　各集団の人口構造
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図４　資料（抜去歯）の動画撮影風景

文献
（1)Brothwell, D.,R. 1981. Digging Up Bones . Cornell
University Press. New York.

（2)Igarashi, Y., Uesu, K., Wakebe, T., Kanazawa, E. 2005.
A New Method for the Estimation of Adult Skeletal
Age at Death from the Morphology of the Auricular
Surface of the Ilium. American Journal of Physical 
Anthropology,128: 324-339,

（3)Igarashi, Y., Shimizu, K., Mizutaka, S., Kagawa, K.
2020. Pregnancy parturition scars in the preauricular
area and the association with the total number of
pregnancies and parturitions. American Journal of 
Physical Anthropology ,171: 260-274,

（4) 五十嵐 由里子 , 香川 幸太郎 , 水高 将吾 , 清水 邦夫．
縄文時代の人口構造 ―年齢構成と出生率―．2023. 第
77 回日本人類学会大会．東北大学． 2023 年 10 月 8 日．
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要約
メキシコの首都メキシコシティから北東約 50 キロに

位置する世界遺産・テオティワカン遺跡から出土した 3
〜 7 世紀に遡る 6 体の古人骨について DNA 分析、放射
性炭素年代測定、炭素窒素同位体分析を実施した。それ
ら古人骨のミトコンドリア DNA ほぼ全長配列を決定し、
古代テオティワカン人の母系的多様性の詳細が明らかに
なった。また、炭素窒素安定同位体分析によって、古代
テオティワカン人は主な食料源として C4 植物に依存し
ていたことが明らかにされた（Mizuno et al. 2023）。

テオティワカン遺跡の居住地域から発掘された 6 体の

古人骨について放射性炭素年代測定をおこない、それら
古人骨の年代は 250 年から 636 年 cal AD であること、
すなわち最盛期の人々であることが示された。我々は、
ターゲットエンリッチメントと次世代シークエンシング
を組み合わせた手法を用いて、ほぼ完全長のミトコンド
リア DNA 分析に成功した。得られた塩基配列に基づい
てハプログループを決定すると、 6 個体は A2f2、A2ae、
A2d1、A2d1、B2c1、D1i に分類された。これまでに我々
が決定した現代メソアメリカ集団の Maya、Mazahua、
Zapotec のミトコンドリア DNA 塩基配列情報と比較す
ると、アメリカ先住民集団で多く見られるハプログルー
プ A2、B2、または D1 に属していた（図１）。

研究報告
アメリカ大陸へ拡散した人々とその文明形成

– メキシコ中央高原・テオティワカン遺跡出土人骨を用いた科学分析より –

水野　文月　植田　信太郎
キーワード：古人骨、古代ゲノム、テオティワカン

図１　古代および現代メソアメリカ人のミトコンドリア DNA 配列で描いたネットワーク系統樹。現代および古代のメソアメリカ人はハプログルー
プ A2、B2、C1、D1、および D4 に属した。黒：テオティワカン人。 紫 : その他の古代メソアメリカ人。 緑：現代 Maya。
マゼンタ：現代 Mazahua。 青：現代 Zapotec。（Mizuno et al., 2023 の図を改変。Mizuno et al. 2014, 2017、Morales-Arce et al. 2017、2019 のデー
タを使用。）
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　我々は、現代メソアメリカとその周辺地域の先住民
集団で観察される各ハプログループの割合を見た結果
か ら、2 つ の 集 団 ク ラ ス タ ー “Centro-Mesoamerican 
cluster” と “Pan-American cluster” が存在することを提

案した（図２）。Centro-Mesoamerican cluster に分類さ
れる先住民集団は、それぞれハプログループ A および B 
の頻度が高い傾向が見られる。今回分析に成功した 6 個
体のテオティワカン人は、A2f2、A2ae、A2d1、A2d1、
B2c1、D1i であり、Centro-Mesoamerican cluster に含
まれる集団との類似性を示唆している。今後さらに多数
の個体の、そして本研究で分析した最盛期の前ならびに
後の時期の人々の（古人骨を用いた）さらなる研究によっ
て、テオティワカン人集団が前述の 2 つのクラスターの
どちらに属するのか、あるいは、両クラスターの交替劇
があったのか等が明らかになっていくであろう。
　次に、テオティワカン 6 個体の人骨から抽出したコ
ラーゲンをもちいて炭素窒素安定同位体比を測定し、先
行研究の古人骨の値と比較した（図 3）。その結果から、
6 個体のテオティワカン人はトウモロコシなどの C4 植
物を多く摂取していたことが示された。

図 2　現代アメリカ先住民集団におけるミトコンドリア DNA のハプログ
ループ割合をもちいて描いた NJ 系統樹。（Mizuno et al. 2014 のデータ
を使用。）

図 3　炭素・窒素安定同位体比 ( δ 13C およびδ 15N) の分析結果。黒丸は６個体のテオティワカン人。 先行研究の緑、青、オレンジの値は、それぞれ
トウモロコシが主食となる以前、移行期、主食となってからの古人骨の炭素・窒素安定同位体比を示している。（本研究による古代テオティワカン人以
外の古代メソアメリカ人の安定同位体結果は Kennett et al. 2020 より。）
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研究報告
人間関係のスタイルと心理状態・自律神経機能との関連

石井 敬子  松永 昌宏
キーワード：孤独感、ウェルビーイング、幸福感、LF/HF

アフリカ大陸で発生したと考えられる Y 染色体ハプ
ログループ D 系統遺伝子は、子孫系統である D-M55
が日本で高頻度に見られることから（日本人男性の約
32%~39% に見られる）、ホモ・サピエンスの出ユーラ
シアに関連している遺伝子であると示唆される。我々は、
D-M55 と性格特性との関連を調査したところ、D-M55
を持つ男性は、持たない男性や女性に比べて親しい友人
の数が多いことが分かった（参考文献１）。また、セロ
トニントランスポーター遺伝子多型の SS 遺伝子型の国
内の割合と、集団主義／個人主義は関連するという調査
結果がある（参考文献２)。日本では、不安になりやす
いと考えられているセロトニントランスポーター SS 遺
伝子型を持つ人の割合が高いが、一方で集団主義（親密
に結びついた人々が織りなす社会的なパターン）傾向が
強い傾向があり、不安になりやすいとされる遺伝子を持
つ人たちは、人のつながりを大切にし、集団主義的な文
化を創り出し、生存を有利にしているという可能性があ
る。これらのことから、『良好な人間関係』はホモ・サ
ピエンスの出ユーラシアに関連する要因のひとつである
可能性が示唆されている。
　本研究では、人間関係のスタイル（つきあいの数の多
さ）が心身の状態にどのような影響を及ぼしているのか
を明らかにするために、どれだけ多くの数の人と連絡を
取っているかという「つきあいの数」の自己評価と、心
理状態・自律神経機能との関連を明らかにすることを目
的とした。210 名の健康な日本人男女（18 歳〜 25 歳、
平均 19.79 歳，、男性 97 名、女性 113 名）に対し、『現

在、一週間の間にあなたが直接会ったり、電話で話した
りする親しい人の数をお答えください。親しい人であれ
ば、親族や友人、恋人など、どのような相手でも構いま
せん』という質問により、親しい人の人数を答えてもら
うとともに、「日本語版主観的幸福感尺度（4 項目の平
均点で評価）」により幸福感を、「UCLA 孤独感尺度（20
項目の平均点で評価）」により孤独感を、「K6 日本語版

（6 項目の合計点で評価）」により自覚的うつ症状をそれ
ぞれ評価した。また、「からだの状態」「こころの状態」

「生きがい」「暮らしの質」「社会とのつながり」「日常機
能」の 6 項目をそれぞれ 10 点満点で自己評価してもら
い、その合計点をウェルビーイング得点として使用した。
それに加えて、立位で心電図をとり、心電図から心拍変
動（HRV）高周波成分（High Frequency: HF）と低周波
成分（Low Frequency: LF）の割合（LF/HF）を算出した。
　実験の結果、人間関係のスタイル（つきあいの数の多
さ）は、孤独感・LF/HF と負の相関、ウェルビーイン
グ・幸福感と正の相関がそれぞれ見られた（図 1）。また、
LF/HF を従属変数、年齢と性別を独立変数に設定し、孤
独感などの指標をそれぞれ独立変数に加えた重回帰分析
の結果、LF/HF はウェルビーイングや孤独感で予測でき
るモデルを作ることができた（図 2）。
　本研究により、人間関係のスタイル（つきあいの数の
多さ）は、ウェルビーイングや孤独感などの主観的な心
理状態に影響を及ぼし、さらに身体機能（自律神経機能）
にも影響を及ぼしていることが示唆された。HRV は心
臓への自律神経の調整機能を反映しており、LF/HF が高

図 1　数字は相関係数。**p < 0.01、*p < 0.05
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いと身体がストレスを感じていると考えられている。本
研究は相関研究のため、つきあいの数の多さ、心理状
態、自律神経機能の関連の因果関係を示すことはできな
いが、対人関係が良好な人は、身体的にも精神的にも安
定していることが示唆される。

参考文献
1) Matsunaga, M., Ohtsubo, Y., Masuda, T., Noguchi, Y.,
Yamasue, H., Ishii, K.
A Genetic Variation in the Y Chromosome Among
Modern Japanese Males Related to Several Physiological
and Psychological Characteristics.
Front Behav Neurosci.  2021, 15:774879. doi:10.3389/
fnbeh.2021.774879

２）Chiao, J. Y., ＆ Blizinsky, K. D.
Culture–gene coevolution of individualism–collectivism
and the serotonin transporter gene.
Proceedings of the Royal Society B　2010, 277: 529-
537. doi:10.1098/rspb.2009.1650

図 2　数字は標準化係数β。**p < 0.01、*p < 0.05
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研究報告

新奇性追求関連遺伝子の配列解析および機能解析による進化的意義の解明
勝村 啓史

キーワード：メダカ、ヒト、新奇性追求、集団史

　2023 年度は、これまでに同定した新奇性追求関連遺
伝子の機能解析と分子進化解析を実施した。まず、遺伝
子破壊個体を用いてこれまでの実験結果の再現性を確認
した。次にメダカおよびヒトにおいて、当該遺伝子の塩
基配列データを用いて、進化パターンを推定した。最後
に、生息域拡大過程に違いがあり、新奇性追求関連行動
にも違いが認められる九州メダカ地域集団を用いて、そ
の原因ゲノム領域の探索と集団史の推定に取り組んだ。

 本年度は、新奇性追求関連遺伝子の配列解析および機
能解析による進化的意義の解明に向けて、以下の 5 つの
成果が得られた。

1. 新奇性追求関連遺伝子を破壊したメダカに現れた行動
変化の再現性を確認するため、野生型と変異型それぞれ
をホモ接合でもつメダカを用いて，開放型実験水路によ
る行動実験を行い、嫌悪刺激下での新奇刺激接近度を測
定した。その結果，変異型をもつオスメダカにおいて、
新奇刺激接近度が低下することが認められた。しかしな
がら、変異型をもつメスメダカにおいて新奇刺激接近度
の低下がみられた昨年度の結果とは異なっていた。

2. 新奇性追求関連遺伝子の分子進化パターンを推定する
ため、Hackflex 法による Amplicon-seq を行い、メダカ
地域集団（81 地域）を対象に新奇性追求関連遺伝子周
辺塩基配列（約 10,000 bp）を決定した。それらデータ
を遺伝子上流配列、遺伝子コード領域、遺伝子下流配列
に分けて分子系統樹を再構築した結果、遺伝子上流配列
に基づく系統樹では、他領域を用いた分子系統樹とは異
なる樹形を示した。

3. メダカで見つかった新奇性追求関連遺伝子が、現生
人類においてどのように広がってきたかを推定するため
に、現生人類と古人類、大型類人猿を対象に公開されて
いる集団ゲノム情報を整理した。そして、候補遺伝子で
知られている特徴的なハプロタイプについて解析を行
い、進化パターンを推定した。

4. メダカの生息域拡大に関連して新奇性追求を強化した
と考えられる変異を探すため、祖先の異なる樋脇集団と
玖珠集団を掛け合わせて得られた F2 世代 (n = 156) を
用いて、開放型実験水路による行動実験により新奇刺激
接近度を測定した。

5. 新奇性追及の程度が異なる九州地域集団の進化史を明
らかにするために、九州各地で採集されたメダカを対象
にゲノムワイド SNP に基づく集団遺伝学的解析を進め
た。
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研究報告

出ユーラシアを支えた寒冷適応：南太平洋の海洋民も寒さに適応したか？
中山 一大

キーワード：寒冷適応、褐色脂肪組織、ゲノム多型

アフリカ大陸の低緯度地域で数百万年にわたって進化
を続けてきた人類にとって、高緯度帯の寒冷な気候はそ
の拡散を阻む大きな障壁となっていたと考えられてい
る。褐色脂肪細胞はミトコンドリアに富み、酸化的リ
ン酸化を脱共役することで熱を産生する特殊な脂肪細胞
で、ヒトでは鎖骨上窩部や脊柱周辺などの大血管周辺に
局在している。褐色脂肪細胞は身体の深部に存在してお
り、高効率でエネルギーを熱に変換できることから、寒
冷環境での体温維持に大きく寄与していると考えられて
いる。さらに、褐色脂肪細胞での熱産生能には大きな個
人差があり、これへの遺伝的素因の関与が示唆されてい
る。本課題では、南北の出ユーラシア集団、すなわち
ベーリンジアを経由してアメリカ大陸へ移住した集団と
南太平洋の海洋域に進出した集団で、褐色脂肪細胞での
熱産生能が寒冷適応に関係した自然選択を受けた可能性
を検証することを目標とした遺伝解析研究を実施した。
両地域への拡散の中継地点ともいうべき東アジアのヒト
集団５００名程度を対象に、陽電子放出断層撮影―コン
ピューター断層撮影法、赤外線サーモグラフィー、呼気
ガス分析法等の複数の手法で寒冷刺激後の褐色脂肪活性
を測定、同時にゲノム試料の提供を受けることで、褐
色脂肪活性の個人差に寄与するゲノム多型の検出を試み
た。その結果、オセアニアのヒト集団でネアンデルター
ル人からの遺伝子流入の痕跡を残しており、かつこの
地域での肥満感受性との関連が報告されている遺伝子
の一つであるβ２アドレナリン受容体遺伝子（Naka et
al. 2012, B03 公募班大橋の成果報告も参照）の SNP が
褐色脂肪活性に強い影響を及ぼしていることを発見した

（図１）。一方、これまでの集団遺伝学研究から、グリー
ンランドのイヌイットや高緯度ユーラシアのヒト集団で
寒冷適応に関係した正の自然選択をうけた可能性が報告
されているいくつかの SNP（Levi and Leonard 2022）
についても調査したところ、レプチン受容体遺伝子の
SNP では示唆的な関連が認められるも、概ねすべての
SNP が褐色脂肪活性とは関連していないことが明らかに
なった。調査した SNP には、グリーンランドイヌイッ
トの寒冷適応進化の候補遺伝子として有力視されていた
TBX15-WARS ２遺伝子領域も含まれており、この成果

は、集団遺伝学証拠のみに基づいてヒトの寒冷適応進化
を議論することには注意が必要であることを改めて支持
している。上記の試料群については、追加のサンプリン
グおよび全ゲノムレベルでの SNP 遺伝型判定実験が進
行中であり、今後は、出ユーラシア集団での寒冷適応進
化を、集団遺伝学解析や生理人類学解析などを合わせた
包括的なアプローチで解明する試みを継続する。
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図１ β２アドレナリン受容体遺伝子の SNP と褐色脂肪活性の関連　左 赤外線サーモグラフィーによる褐色脂肪活性個人差の測定結果の一例をしめす。
上段の被検者には 19℃ 90 分の寒冷曝露後に褐色脂肪の局在部位である鎖骨上窩に温度が高いスポットを認めたが、下段の被検者には認めなかった。右）
SNP の遺伝型別にみた褐色脂肪活性の差異を示す。褐色脂肪活性は鎖骨上窩部と胸部（コントロール部位）の温度差である⊿ Temp で評価した。研究業
績中の Ishida et al. 2024 より転載。
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研究報告
リモートオセアニアへの移住を可能にした遺伝的特性の解明

大橋 順
キーワード：遺伝子移入、旧人、オーストロネシアン

ヒトのオセアニアへの大規模な移住は 2 回あったと考
えられている。最初の移住は、約 47000 年前に非オー
ストロネシア語族集団によって行われた。最初の移住に
より、オーストラリア、ニューギニア、ビスマルク諸島、
ソロモン諸島西部からなるニアオセアニアに到達した。
2 回目は、台湾を起源とするオーストロネシア語族集団
の移住であり、彼らは約 3500 年前にビスマルク諸島で
パプア先住民と混血し（ラピタ人の誕生）、ソロモン諸
島を経由してリモートオセアニアと呼ばれる、ヴァヌア
ツ、ニューカレドニア、フィジー、トンガ、サモアへ
600 年ほどで拡散した。本研究では、ラピタ人の子孫で
あるオーストロネシア語族集団の全ゲノム配列解析と集
団ゲノム学的解析を行い、出ユーラシアを経てリモート
オセアニアへ到達したラピタ人の移住過程を推定すると
ともに、彼らが肉眼では確認できない遠方の島への航海
を繰り返した遺伝的特性と、それを可能にした遺伝的背
景を明らかにすることを目的とする。
　我々の先行研究において（Naka et al., 2013）、オセ
アニア島嶼民の肥満と関連する ADRB2 ハプロタイプが、
ネアンデルタールに由来することが明らかとなった。そ
こで、オーストロネシア人への旧人からの遺伝子移入の
影響を調べるため、トンガ人 16 名の全ゲノム配列決定
を行い、旧人からの遺伝子移入がどの程度あったのかを
調べた（図 1）。その結果、ネアンデルタールからの遺
伝子移入は、デニソワからの遺伝子移入よりもはるかに
多く散見された。今後、同定した移入領域に存在する変
異と肥満や脂質代謝との関連を、現代トンガ人集団を対
象に調べる予定である。

参考文献
Naka I, Hikami K, Nakayama K, Koga M, Nishida N, 
Kimura R, Furusawa T, Natsuhara K, Yamauchi T, 
Nakazawa M,AtakaY, Ishida T, Inaoka T, Iwamoto S, 
Matsumura Y, Ohtsuka R, Tsuchiya N, Ohashi J. (2013) 
A functional SNP upstream ofthe beta-2 adrenergic 
receptor gene (ADRB2) is associated with obesity in 
Oceanic populations. International Journal of Obesity 
37(9):1204-10

図 1 トンガ人 16 名の全ゲノム配列
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研究報告
ニッチ構築をめぐる集団サイズと多様性進化

嶋田 誠
キーワード：人類集団、集団サイズ、ゲノム多様性進化、ポリグルタミン反復多型

　人類の進化が他の動物の進化と異なる最たる点は、自
ら生態学的地位（ニッチ）を構築・改変して次世代以降
の進化に影響することであり、本新学術領域の理論的支
柱でもある。そこで、おもに以下の二つについて 2023
年度に実施した。

本新学術領域内諸分野間統合
・『三元ニッチ構築モデル』の実証的研究へ向けて
　三元ニッチ構築モデルの実証的研究を目指し、ニッチ
と密接な関係にある、環境収容力（K）や人口動態につ
いて、昨年度の全体集会を機に石村 智 氏（A02 班）と
の共同研究を開始した。
まず、三元ニッチ構築モデルを実証的に研究するための
方法論や戦略を示すため、如何にパラメータを設定し、
どのようなデータをとれば、三元ニッチモデルのどこの
要素をどう実証できるか、議論を重ねた。そして、おも
に報告者は、三元ニッチ構築モデルを異分野間で学際的
共同研究を促進・展開するため、個体群生態学的文脈と
経済学的人口論での「ニッチ」という用語の定義や使用
の確認と個体群モデルの成立要件について整理・検討し
た。
　文献調査では、かねてより生態学と経済学との間の共
同の必要性が指摘されていたこと、および、時々に官民
巻き込んだ意識の高まった時があったことが分かった。
1970 年代には国際的シンク・タンクであるローマクラ
ブと MIT が共同で世界人口増加と地球環境との相互関
係を探り将来を予測した結果が一般向けにも発表される
ようになり (Meadows et al., 1972)、その結論を 1990
年代には現実世界の変化を踏まえコンピュータ・モデ
ルを駆使してより広範に検証したり (Meadows et al.,
1992)、あるいはより一般向けに解説されたりしてきた
(Joel E.  Cohen, 1995)。現在、環境変動、人口動態にお
いても持続可能性を人類の知性によって修正する最後の
時期とされる時代と認識できる。他方、これらの結論を
導いてきた解析において、これまでも、様々なモデル
でヒト人口動態が予測されてきた (Joel E. Cohen, 1995;
Cohen, 2010)。
　報告者は、人口論モデルの基本となった個体群生態学

におけるロジスティック曲線を地球上の全人類の人口
動態データに適用した。人口データは国連機関によっ
て公表されている、世界人口推計（World Population 
Prospects）を用いた。世界人口をロジスティック曲線
に当てはめると、現在までの人口増加の様相は S 字曲線
の中間である最大の増加率（接線の傾き）を示したのは
前年比 2.24% を示した 1964 年であり、そこから徐々
に増加率が減少しつつあり、2020 年に前年比 1% を下
回ったまま、0.9% 台である現在は S 字曲線のプラトー

（一定）状態へ向かう途上といえる。S 字曲線のプラトー
状態は、前年比 0% を維持し続けることであるが、国連
の予測によると、前年比 0% に達するのが 2086 年であ
り、そこから増加率が負の値つまり人口減少を予測して
いる。この曲線の二つの特異的な点である、増加率極大
の 1964 年と増加率が正から負に転じる 2086 年のデー
タ（年と人口）を、S 字曲線を時間微分したロジスティッ
ク方程式にそれぞれ外挿することでロジスティック曲線
が概念的にしめす、環境収容力（Carrying capacity, Ｋ）
と内的自然増加率（intrinsic natural growth rate, ｒ）を
計算した。
　その結果、上に突の 2 次関数であるロジスティック方
程式
dN/dt = rN (1 – N/K) 
の頂点にあたる 1964 年時点の人口 3,267,212,338 人
から、この時の環境収容力（Ｋ）は約 65 憶人であり、
内的自然増加率（ｒ）は 1.37 X 10-9 であった。また、
増加率が正から負に転じる年、すなわちロジスティッ
ク方程式のＸ軸との交点にあたる 2086 年時点での人口
を環境収容力（Ｋ）とすると、10,430,926,280 人（約
104 憶人）となった。さらにこの時点を基準に頂点のｘ
座標、K/2=5215463140 に最も近い人口を世界人口推
計で示すのは 1989 年であった。すなわち、実際の増加
率最大の 1964 年から 25 年ずれていた。したがって、
世界人口の変化はロジスティック曲線とは一致せず、環
境収容力が拡大する方向にずれていた（図 1）。
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図 1. ロジスティック方程式の頂点（1964 年）とｘ軸との交点（2086 年）それぞれにおいて、世界人口推計データを外挿することにより環境収容力（Ｋ）
を算出した。
World Population 1950-2023, Original Source: United Nations - World Population Prospects, data downloaded from "www.macrotrends.net" on 
2023/05/27.

・石村　智 氏（A02 班）との共同執筆に向けての準備
状況
　以上の結果は、環境収容力の概念を単純化して示すの
に世界の人口を用いたものである。一方、共同研究者の
石村氏は島嶼集団を閉鎖系ニッチとみなして、考古学的
な証拠に基づいてオセアニアの島々における、環境収容
力（K）と人口動態および人の適応戦略を 5 つのパター
ンに分類することに成功した。今後、両者を総括して発
表する計画である。折しも本研究のさなか、日本でも人
口問題について、産学共同体シンク・タンク、人口戦略
会議から政府へ「緊急提言：人口ビジョン 2100」がな
され、人口と産業および地球環境は互いに密接に関連す
る喫緊の課題として強く認識されている。そうした中、
ニッチ構築の概念は今後の予測に重要な要素として、ま
すます成熟して応用されていくべきと考える。

公募計画の概要と進捗
・ポリグルタミン病責任反復長の多様性

ポリグルタミン（polyQ）は DNA 配列中で CAG ある
いは CAA を単位とした反復配列が翻訳され、グルタミ
ンが連なったアミノ酸配列である。このような単純な反
復配列は一般に配列回数 ( 配列長 ) が変化しやすい性質
をもつため、進化の過程で様々な反復長が生まれて多様
性が比較的短期間に増大する。報告者は、反復回数に多
型が存在する polyQ は脳神経発達にかかわる遺伝子に有

意に多いことを見つけたことから、ヒトが高度分業化社
会を構成する過程で、集団内で個体数が増加しただけで
はなく、個性が多様化した可能性を探っている (Shimada 
et al., 2016)。本研究では、polyQ 反復数多型が神経発
達における多様性を生み出すことで、人類社会の高度分
業化への進化にかかわったこと、およびその過程で多様
化した polyQ 座位が神経変性疾患のリスクになった可
能性を検証している。

・HapSTR 解析
地球上の現代人諸集団の polyQ 長多型座位と近傍領域

の SNP 多型をひと繋がりのハプロタイプ多型（hapSTR）
として検出することで、従来進化速度が速すぎるために
進化学的解析が適用できなかった反復数多型にかかる選
択圧を同定し、人類の分布拡大過程でポリグルタミン反
復多型がどのように変化したかを明らかにすることを目
指している。
　2023 年度は、実験技術や解析の工程を決定すること
を目的として、少数個体試料にて 4 つの hapSTR 座位

（1.5kb 〜 10kb）において実施した、Long PCR の産物
の HiFi long read の結果を検討した。その結果、4 座位
のうち 2 座位で目的の領域約 10kb の配列を十分なデー
タ量で得ることができていた。しかし、現段階では CAG
反復を含むゲノム領域のため Long PCR における技術的
な課題も示されている。



B03 班：集団の拡散と文明形成に伴う遺伝的多様性と身体的変化の解明

109

・フラグメント解析
PolyQ 多型座位の異常過伸長により引き起こされるポ

リグルタミン病 9 疾患それぞれについて、健常人の反
復長変異のうち、反復の長い遺伝子の型を受け継ぐこと
で、細胞分裂に伴う DNA 複製を重ねる過程で、反復の
異常過伸長がおこり、ポリグルタミン病を発症しやすく
なると言われている（中間型仮説）。この中間型仮説に
したがうと、健常人のうちでも長い反復の遺伝子頻度が
高いポリグルタミン病が発症する頻度も高くなることに
なる。さらには、ポリグルタミン反復回数が多様化すれ
ば、必然的に長い型（allele、アリル）が生じ、集団内
にリスクとなるアリルを抱えることになる。そうなると、
人類集団はポリグルタミン病のリスクを抱えながらもな
お多様化したことになり、そこまで多様化したことの利
益あるいは意義にかかわる。現在、世界の民族の間で各
ポリグルタミン病患者の報告例に違いがあることが知ら
れている。例えば、ハンチントン病ではアジア系民族で
は少ない (Rawlins et al., 2016)。この発症率にばらつき
がある原因が遺伝的背景によるものなのか、集計の違い
によるものなのか、はっきりさせるため、健常人におけ
る polyQ 反復数の遺伝子頻度を世界の集団間で比較す
ることで、中間型仮説の実態を明らかにしたい。そこで、
ポリグルタミン病のうち、1 疾患（脊髄小脳変性症 1 型、
SCA1) の責任遺伝子 ATXN1 の polyQ 座位について、4
大陸 23 集団より集めた 380 個体の反復数を同定するた
めのフラグメント解析を実施した。その結果、中間型と
言われている 35 〜 38 リピートは、どの集団でも見ら
れなかった（図 2）。
　このことから、（１）中間型によらずに、急激な反復
数の増加が起こる可能性、（２）中間型の定義が 35 －
38 リピートより短い可能性が考えられる。

　また、CAG 反復の間に他の配列が入っていて、見か
けの反復数データよりも CAG 反復が短い可能性がある。
そのため、疫学データと健常人のデータは相関しないと
考えられる。
　さらに、ヨーロッパ集団では反復数アリルの分散が狭
く、アフリカ集団では広かった。このことは、歴史的な
人類集団の移動が反映していると考えられる。しかし、
最大値に目立った差がないことから、発症年齢と寿命の
間の補正をすれば、アフリカでも SCA1 の患者が相当数
存在することになると考えられる。
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　最終年度ということもあり，調査よりも解析と論文執
筆などの成果発表に重点を置いた．調査については以下
の場所で古人骨の三次元計測を行った．

・磐田市文化財課（西貝塚出土古人骨）
・刈谷市歴史博物館（本刈谷遺跡出土古人骨）
・さきたま史跡の博物館（妙音寺洞穴出土古人骨）
・水子貝塚資料館（水子貝塚・打越遺跡出土古人骨）
・浦和博物館（円正寺遺跡出土古人骨）」
・春日部市教育委員会（神明貝塚出土古人骨）
・海津市歴史民俗資料館（羽沢貝塚出土古人骨）

以上の人骨は主に縄文時代の古人骨である．

論文の執筆については，これまで計測してきた古人骨
に関する幾何学的形態測定による解析結果について，数
本発表することができた．弥生人骨に関しては，東西で
地理的クラインが見られるものの，北部九州の人骨の方
が一部の縄文人骨に近いという結果になり，このクライ
ンをどう理解すべきかについては課題が残った（Nakao
et al. 2023，論文タイトル他は業績一覧を参照）．
　古墳人骨については従来の指摘通り，こちらも地理的
なクラインが観察できたが，もう少し詳細な時期に分け
て確認したところ，この地理的クラインが維持されてい
るのは前期と後期のみであり，中期ではかなり微妙なも
のになっていた（Nakao et al. 2024）．特に東北・関東
方面の古人骨形状が西の形状に近いという結果になって
おり，これは中期における古墳時代の社会変動をある程
度反映させたものかもしれない．またそれ以外にも，考
古遺物から示唆される交流関係と人骨形状の類似関係が
一致しており，古墳時代の文化的類似性は文化伝播だけ
でなく，人的移動を伴うものであった可能性が考えられ
る．これはさまざまな史的記録とも合致する結果であ
る．さらに，南九州の人骨に関しては，特に西都原考古
博物館所蔵の人骨を中心に解析を行い，詳細な地域内で
の形状変異についても考察を行うことができた（中川他
2023）．
　縄文人骨については本報告書を執筆時点では再投稿中
だが，従来から指摘されていた地理的クラインが，先行
研究で想定されているほどには明確に観察することがで

きなかった（Nakao et al. resubmitted）．この結果からは，
縄文文化は地域的独自性が高かったとはいえ，一方でさ
まざまな文化的交流が指摘されており，こうした交流が
ある程度一定した，また広範囲に渡る人的移動も伴って
いた可能性が考えられる．
　こうした古人骨データの基礎的な解析により，日本先
史時代のさまざまな考古遺物の時空間動態を人的移動か
ら考察するための，基盤的結果が得られたと考えている．
これまで人類学ではこうしたマクロな視点からの研究が
あまりなされておらず，それゆえ考古学と人類学の知見
を結びつけることが困難であったが，こうした結果をも
とに，両者の融合をさらに進めていきたいと考えている．
　また，これまで 4.5 年間の研究成果をまとめた書籍を
発表し，その内容について関連研究者と意見交換・議論
を行うことができた（中尾 2024）．本年度でこの科研
も終了するが，こうした議論によって得られた知見をも
とに，さらに研究成果を発展させていくことができるだ
ろう．
　ほかの関連業績としては，北部九州の甕棺データを用
いた研究をあげることができる．甕棺形状の楕円フーリ
エ解析に基づき，当時の社会的変動との関連を考察した
り（Nakao 2023; 中尾 印刷中），また甕棺の埋葬方位デー
タを用いて，当時の埋葬儀礼に関する考察も行うことが
できた（Maikuma & Nakao 2024）．古人骨の解析は 3
次元データに基づくものであるが，こうした従来の（主
に 2 次元の）データを用いた研究についても，一定の
進展を得ることができたと考えている．
　積み残しとしては，他班と連携して進めていた古墳時
代の人口動態と古墳サイズの研究などがある．こちらに
ついても，継続して検討を重ね，近いうちに発表ができ
ればと考えている．

C01 班活動 2023 年度活動報告書
C01 班代表　中尾  央

C01 班活動報告
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　 本 年 度 は 三 次 元 計 測 手 法 の 基 礎 研 究 を 続 行 し
た。 本 研 究 で 使 用 し て い る Laser Scanning お よ び
Photogrammetry の両技術共に、前者は機器の低廉化や
高密度化、後者は解析ソフトウェアの廉価化・無償化や
国際情勢による利用制限の可能性等の懸念もあり、見直
しが必要となっている。このため、新規の機器やソフト
ウェアの導入と検証とすすめるとともに、効率的な作業
手法についての検討をおこなっている。
　特に、SfM・MVS における作業手順については、画像
取得の後、データを転送して解析という手順が一般的で
あったが、複数枚取得後にソフトウェアに転送し、SfM
による位置合わせと疎な点群生成をおこなう方法が試み
られており（山口 2023）、実務上多量のデータ取得に
期待が持たれる。現状では遺構についての検討が進んで
いるが、需要が大きいと思われる考古資料、特に土器に
対する手法を確立したい。これらについては治具の設計
と試験をおこなったが、安全性と迅速性を合わせた機器
の製作までは達成出来なかった。
　実際の資料の計測としては、平城宮跡出土土器、生駒
地域出土土器を中心に、資料の計測を実施した。今後、
分析や報告を含めて、データを公開したい。
　また、遺構や土器の表面情報をいかに把握するか、と
いう点で試行をおこなった。今後の利用も考え、公開
されている分析ソフトウェアでの利用を試みた。この
成果については最終報告会にて概要を紹介した（金田
2024）。使用したソフトウェアが地形を主な対象として
いるため、考古資料に対しては、これらを発展させた技
術の確立が必要と考える。今後、特定のサービスや手法
に限定されることなく、自由に表面形状の観察が可能な
方法を検討し、公開していきたい。

参考文献
金田明大　2024　文化財の表面痕跡の可視化の試行 新
学術領域研究「出ユーラシアの統合的人類史学」第 10
回全体会議 ポスター発表
山口欧志　2023　文化財三次元計測のためのリアルタ
イムフォトグラメトリの実現　日本文化財科学会第 40
回記念大会研究発表要旨集

研究報告

金田　明大
キーワード : 三次元データ取得、SIM、土器
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研究報告

田村　光平
キーワード : 感染症、比較社会進化、データベース

　『エヴォリューショナリィ・ナカオ・ブリザード』こ
と『カタチの由来、データの未来：三次元計測の人類史
学』の 2 〜 5 章を分担執筆した。特に、2 章において、
オープンサイエンスや再現可能性問題といった、より広
い文脈での学術的動向を、人類史研究と関連させつつ紹
介した。実験を主軸にする学問分野と、人類史研究を同
じ枠組みで扱うことは現実的ではないものの、分野と国
境を横断して制度設計がされつつあるなかで、自身の知
識生産のあり方を見直し、共通の言葉で説明する必要が
ある。たとえば、結果が得られた後仮説をつくる研究慣
行を HARKING とよび、再現可能性を下げる要因となっ
ている。また、「理論の当てはめを避ける」ことが重視
され、個別の遺跡や地域に特化したモデルをつくること
が推奨される。これらの研究慣行は、仮説検証の枠組み
に載せるならば、表面上は仮説の検証の体裁をとってい
ても、実質的には仮説の構築をおこなっており、仮説の
検証がみかけよりもなされていない可能性がある。と、
同時に、個別事例に特化したモデルから、社会提言が引
き出されることがある。個別のデータの説明に最適化し
たモデルは、一般性を犠牲にしている可能性が高く、検
証を経ていなければその社会提言の信頼性は低くなるこ
とになる。本書に対してネット上でも反響が起こってお
り、「エターナル・ナカオ・ブリザードとはなにかよく
わかる」といった感想がみられた。好評を博している。

エターナル・ナカオ・ブリザードの骨組みは昨年度に
できたので、データの到着を待っている。公開に際し、
倫理的な問題があるとして公開を保留していた人骨の三
次元モデルについて、事例調査をおこなった。その結
果、現在アメリカ人類学会が、人骨資料の管理や研究利
用について新しいガイドラインを策定するために調査を
実施していることがわかった。さらに、日本にも調査の
ために訪問し、「日本の人類学者の倫理規範が低い」旨
の発言が琉球新報に掲載されており、日本の自然人類学
コミュニティの対応に頭を抱えた。他方で、大学や文化
施設が保管している人骨が「行方不明」になることも多
い。人骨を専門とする学芸員が文化施設におらず、地域
の「権威」である大学教員に貸し出されることが原因の

一端だが、文化施設への予算配分がさらに減ることが予
想されるなかで、属人的でない管理の方法を模索する必
要がある。三次元データは公開しないものの、資料の管
理のために、文化施設とエターナル・ナカオ・ブリザー
ドを連携させる方策について考えていきたい。
　その他継続的にエターナル・ナカオ・ブリザードの普
及につとめてきた。期間終了後ではあるが、アメリカ考
古学会の口頭発表でもエターナル・ナカオ・ブリザード
の紹介をした。今後、中尾央（作詞・作曲・歌・踊り）
のプロモーションビデオを制作するなどして、地球規模
の認知度の向上を目指したい。

文献
中尾央（編・著）『カタチの由来、データの未来：三次
元計測の人類史学』勁草書房
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研究報告

野下 浩司
キーワード : 賀川式土器、幾何学的形態測、球面調和関数

　2023 年度は遠賀川式土器の三次元データを対象とし
た解析の結果について論文や書籍として取りまとめた．
　75 遺跡の遠賀川式土器 483 資料を対象に三次元表面
データを収集し，球面調和関数解析（Ritchie & Kemp 
1999）により定量化をおこなった．球面調和係数を特
徴量とし，主成分分析によりデータを縮約し，実測形態
空間を作成した．形態空間解析の結果，第１主成分は高
さ - 幅の比，第２- 第４主成分は非対称的な形態の変動，
また第２主成分と第４主成分は中央部の丸みに対応して
いた．第５主成分は側面の曲率と厚みに，第６主成分は
側面の底部から中央部まで外側への湾曲に対応してい
た．
　いくつかの成分は二次元的な解析結果とも一致して
いた．二次元輪郭形状を楕円フーリエ解析（Kuhl & 
Giardina 1982）を用いて解析した結果と比較したとこ
ろ，双方の第１主成分は土器の高さ - 幅の比に対応して
おり，高い相関を示した．二次元の解析に基づく第３主
成分は三次元の解析に基づく第４主成分と，二次元の解
析に基づく第３主成分は三次元の解析に基づく第５主成
分と，それぞれ一定の負の相関を示し，土器の側面の中
央部の丸みをそれぞれ捉えていることが見て取れた．ま
た，二次元の解析に基づく第５主成分は三次元の解析に
基づく第３主成分及び第４主成分と僅かな負の相関を示
し，土器の底部に対する相対的な口縁部の幅の形態的な
変動に相当する．
　従来の二次元的な計測に基づく計測結果に対応する結
果も得つつ，三次元の計測に基づくことではじめて捉え
ることができた形態的な変動，例えば土器の厚みなど，
もある，今後ますます一般化が進む三次元計測やその結
果を定量的に解析すること，さらにはそこから考古学的
な考察を進める上での重要なデータセットと解析事例を
提供できた．一方で，こうした定量的な解析の事例は多
くない．単純に三次元データを取得し，可視化するだけ
で終わっているケースが散見される．専門知識を有する
研究者であればそうした三次元データの観察から情報を
抽出できる可能性が高いが，暗黙知化されがちで形式知
化が難しい．定量的な形態データの解析が進むことを期

待する．多くの人が気軽に形態解析を実施できる環境を
作ることが重要であることを実感した．そこで，形態解
析向けの Python パッケージ「ktch」（https://doc.ktch.
dev/）を公開した．引き続き開発を進めていくので，必
要な機能などを issue で投げて頂けると幸甚である．

参考文献
Ritchie, D.W., Kemp, G.J.L., 1999. Fast computation, 
rotation, and comparison of low resolution spherical 
harmonic molecular surfaces. J Comput Chem 20, 383–
395. 

Kuhl, F.P., Giardina, C.R., 1982. Elliptic Fourier features 
of a closed contour. Computer Graphics and Image 
Processing 18, 236–258.
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書籍
後藤明 (2024). 「太平洋世界の考古学」中野聡・安村直

巳（編）『岩波講座・世界歴史　第 19 巻（太平洋
海域世界～ 20 世紀）』pp.71-92 岩波書店

後藤明 (2023).「太平洋世界の考古学」中野聡・安村直
巳（編）『岩波講座・世界歴史第 19 巻（太平洋海
域世界～ 20 世紀）』pp.71-92 岩波書店

笹生衛 (2024).「宗像・沖ノ島における古代祭祀の意味
と中世の変容」佐藤信・溝口孝司編『世界遺産 宗像・
沖ノ島 みえてきた「神宿る島」の実像』pp.162-
197 吉川弘文館

杉山三郎 (2023). 『メキシコ古代都市の謎　テオティワ
カンを掘る』朝日選書

Goto, A., N. Matsumoto (eds.) (2024). Trekking shores, 
Crossing Water Gaps, and Beyond: Maritime 
Aspects in the Dynamics of “Out of Eurasia” 
Civilizations. Research Institute for the Dynamics 
of Civilizations, Okayama University

Sugiyama, S., N. Robles, P. Sanchez(2023). Proyecto 
Ciudades Cosmicas Mesoamericanas en 3D: 
In forme de  la  Segunda  Fase  de  Es tud ios 
Comparativos en 2022: Cholula, Teotihuacan y 
Oaxaca.  Report submitted to the Archivo Tecnico 
del INAH

Sugiyama, N., S. Sugiyama, L. Rivero(2023). Proyecto 
Complejo Plaza de las Columnas, Teotihuacan: 
Informe Parcial de la Sexta Temporada.  Report 
submitted to the Archivo Tecnico del INAH

Lopez, L., S. Sugiyama, et al. (2023). Proyecto Templo 
Mayor: Informe de la novena temporada (fase 
2022-2023) del Proyecto Templo Mayor. Report 
submitted to the Archivo Tecnico del INAH

Lopez, L., S. Sugiyama, R. De Anda(2023). Archeologia 
della sostituzione urbana in un mondo globalizzato: 
le capitali dellImpero Mexica, della Nuova Spagna 
e della Repubblica Messicana. in Migliorati, L., et 
al.(eds.) "Integracion del patrimonio edificado en 
ciudades con continuidad de vida en America y 
Europa Integrazione delledificato storico in citta a 
continuita di vita in America ed Europa", pp.69-80. 
Edizioni Quasar

河合洋尚、松本雄一、山本睦（編）(2023).『景観で考える：
人類学と考古学からのアプローチ』. 臨川書店

佐々木虔一 , 笹生衛 , 菊地照夫 (2023). 『古代の交通と
神々の景観―港・坂・道―』八木書店

杉山三郎、猪俣健、レオナルド・ロペス・ルハン（監修）
(2023). 『特別展「古代メキシコ－マヤ、アステカ、
テオティワカン」展覧会図録』. NHK : NHK プロモー
ション : 朝日新聞社

論文
De Anda,  R. ,  L .  Lopez,  S .  Sugiyama (2023).  El 

resurgimiento del Templo Mayor: Los proyectos 
arqueologicos en la piramide principal de 
Tenochtitlan. Arqueologia Mexicana.  181: 16-23

Goto, A. (2024). The Watercraft of Out-of-Eurasia 
Groups: A Review, a Re-evaluation and Prospects. 
In: Goto, A., N. Matsumoto (eds.)'Trekking shores, 
Crossing Water Gaps, and Beyond: Maritime 
Aspects in the Dynamics of “Out of Eurasia” 
Civilizations'. 70-85

Ito, N. (2023). Los Monumentos Lisos en Mesoamérica. 
XXXVI Simposio de Investigaciones Arqueológicas 
en Guatemala, 2023

Nojima, Y. (2024). Ceremonial Landscape in Island 
Melanesia: The gamal complex of the Banks Islands, 
Northern Vanuatu. In: Goto, A., N. Matsumoto 
(eds.)'Trekking shores, Crossing Water Gaps, and 
Beyond: Maritime Aspects in the Dynamics of “Out 
of Eurasia” Civilizations' 229-242

Sekiguchi, K. (2024). arcAstro-VR for Archaeoastronomy. 
In: Goto, A., N. Matsumoto (eds.)'Trekking shores, 
Crossing Water Gaps, and Beyond: Maritime 
Aspects in the Dynamics of “Out of Eurasia” 
Civilizations'  141-153

Yamaguchi, T. (2024). Direct historical approach 
to ritual landscape in Tongareva Atoll ,  the 
Northern Cook Islands. In: Goto, A., N. Matsumoto 
(eds.)'Trekking shores, Crossing Water Gaps, and 
Beyond: Maritime Aspects in the Dynamics of “Out 
of Eurasia” Civilizations' 219-228

伊藤伸幸 (2024). 「横位に出土した素面 ” 石碑 ” に関す
る一考察」 『名古屋大学人文学研究論集 . 』7: 389-
408

後藤明 (2023). 「海／天（あま）の人類学」『青淵』891: 
14-16

A01 班：人工的環境の構築と時空間認知の発達
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笹生衛 (2023). 「古代の交通路と祭祀の景観―祭祀・祭
具の意味と古代末期の変化を中心に―」. 佐々木虔
一・笹生衛・菊地照夫編『古代の交通と神々の景
観―港・坂・道―』51-86

笹生衛 (2024). 「新たな視点で考える三輪山の古代祭
祀」.『大美和』145: 10-20

千葉裕太、髙田祐磨、杉山三郎 (2024)「テオティワカ
ンの洞窟群における LiDAR 測量の有用性」『共生の
文化研究』18:113-131.

山口徹 (2023). 「絡み合いの景観論－祭祀景観をめぐる
民族考古学的試み」. 河合洋尚、松本雄一、山本睦

（編）『景観で考える：人類学と考古学からのアプ
ローチ』144-162

山本睦 (2023).「景観をめぐる時間の多様性――繰りか
えし築かれ、利用される神殿」. 河合洋尚、松本雄一、
山本睦（編）『景観で考える：人類学と考古学から
のアプローチ』106-124

学会発表
Ito, N. (2023)  Los Monumentos Lisos en Mesoamérica. 

XXXVI Simposio de Investigaciones Arqueológicas 
en Guatemala.

Lopez, L., S. Sugiyama. (2023) The Imperial Expansion 
of Tenochtitlan as Viewed from Archaeology: 
Religious Architecture, Monumental Sculpture, and 
Buried Offerings. in The Creation of Royalty in ‘Out 
of Eurasia’ civilizations: Exploring the mechanism 
of the Emergence of Transcendent Power.

Matsumoto, G. (2023)  The polit ical system of 
Lambayeque society as viewed from the spatial 
configuration of Sicán Archaeological Complex. 
In The Creation of Royalty in ‘Out of Eurasia’ 
civilizations: Exploring the mechanism of the 
Emergence of Transcendent Power.

Sugiyama, S., L. Lopez. (2023) The Dynamism of 
Rulership Materialized at Teotihuacan and beyond. 
In The Creation of Royalty in ‘Out of Eurasia’ 
civilizations: Exploring the mechanism of the 
Emergence of Transcendent Power.

Vargas, J.,A. Yamamoto, O. Arias. I (2023) Dataciones 
Radiocarbonicas en el Valle del Canar: Cerro 
Narrio, Loma de Pinzhul y El Bosque  Encuentro de 
Arqueologia en los Andes Septentrionales. 

浅見恵理 , 西澤弘惠 , 鶴見英成 , 瀧上舞 , 尾嵜大真 , 大森
貴之 , 米田穣 . (2023)「東京大学総合研究博物館所

蔵染織品の調査概報―放射性炭素年代測定および
炭素・窒素同位体比分析を中心に―」. 第 28 回古
代アメリカ学会研究大会 .

伊藤伸幸 . (2023)「チャルチュアパ遺跡のフラスコ状
ピット出土種子」 第 28 回古代アメリカ学会研究大
会 .

後藤明 (2024)「海岸を歩き、水隙を超える：出ユーラ
シア集団の海景観」出ユーラシアの統合的人類史
学 - 文明創出メカニズムの解明 - 第 10 回全体会議 .

後藤明 (2024)「イントロダクション (2)：世界神話学か
ら再考する超越者」出ユーラシアの統合的人類史
学 - 文明創出メカニズムの解明 - 第 10 回全体会議 .

後藤明・長岡拓也 . (2024)「空挺 LiDAR によるナンマ
トルおよびポーンペイ島の調査報告」日本オセア
ニア学会第 41 回研究大会 .

笹生衛 (2024) 「景観形成と神・霊魂観―日本列島東部、
3 世紀～ 10 世紀の事例分析からー」出ユーラシア
の統合的人類史学 - 文明創出メカニズムの解明 - 第
10 回全体会議 .

笹生衛 . (2023)「祭礼・神輿渡御の成立と展開―都市の
神輿渡御祭礼の成立と地方での受容―」神道宗教
学会第 77 回学術大会学術シンポジウム『社会の復
元力と神・まつり～古代・中世移行期と祭礼の発生・
展開を軸に～』

佐藤優音 , 金崎由布子 , 鶴見英成 . (2023)「ペルー北部
中央山地ワヌコ盆地における形成期後期から末期
にかけての土器の変化」第 28 回古代アメリカ学会
研究大会 .

杉山三郎 . (2024)「メソアメリカの時空間認知と都市景
観の創成メカニズム」出ユーラシアの統合的人類
史学 - 文明創出メカニズムの解明 - 第 10 回全体会
議

関口和寬・北條芳隆、杉山三郎 (2024) 「出ユーラシア
の天体認知と社会変容へのダイナミズム」出ユー
ラシアの統合的人類史学 - 文明創出メカニズムの解
明 - 第 10 回全体会議 .

鶴見英成 . (2023)「リャマと神殿の誕生―アンデスの大
地形に即した（未だ登頂ルートの見えない）文明
形成論」公開シンポジウム『古代アンデスとリャマ：
文明形成をめぐる新視点』

鶴見英成 , 北條芳隆 (2024)「時空間の認知と人為景観化：
アンデス形成期および日本列島の弥生・古墳時代
において」出ユーラシアの統合的人類史学 - 文明創
出メカニズムの解明 - 第 10 回全体会議 .

野嶋洋子 (2024)「ウレパラパラ島の儀礼空間とコミュ
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ニティ主体の文化遺産保護」出ユーラシアの統合
的人類史学 - 文明創出メカニズムの解明 - 第 10 回
全体会議 .

松本剛 . (2023)「ペルー・ランバイェケ地方におけるサ
イクロン『ヤク』およびエルニーニョの 被害につ
いて」文化遺産国際協力コーソアシム中南米分科会 .

松本剛、山本睦、大谷博則、G・ロス・リオス（他）(2024). 
「アンデスにおける 都市景観の創成メカニズム ～
シカン遺跡における LiDAR および発掘調査から」「
出ユーラシアの統合的人類史学 - 文明創出メカニズ
ムの解明 -」第 10 回全体会議

山口徹 (2024)「旅する＜オロ神＞の歴史人類学」出ユー
ラシアの統合的人類史学 - 文明創出メカニズムの解
明 -」第 10 回全体会議 .

山口徹 . (2023)「モノを通した『ダブル・ビジョン』の
歴史人類学－慶應大所蔵のニューギニア民族資料
を中心に－」海域アジア・オセアニア研究講演会 .

山口徹 , 山野博哉 . (2024)「モート環礁プカプカの先史
人間居住と熱帯サイクロン：ジオ考古学の試み」
日本オセアニア学会第 41 回研究大会 .

山本睦 . (2023)「リャマと神殿社会の展開：ペルー北部
における神殿の多様性」公開シンポジウム『古代
アンデスとリャマ：文明形成をめぐる新視点』

山本睦、O・アリアス、大谷博則 . (2023)「ペルー北部
インガタンボ遺跡とトゥルコ遺跡の発掘調査」第
28 回古代アメリカ学会研究大会 .

山本睦、大谷博則 . (2024)「ペルー北部熱帯低地におけ
るモニュメントの生成―インガタンボ遺跡とトゥ
ルコ遺跡の発掘調査―」出ユーラシアの統合的人
類史学 - 文明創出メカニズムの解明 - 第 10 回全体
会議 .

吉田晃章 , 喜多理王 , 鶴見英成 , 真世土マウ , 粟野若枝
( 他 ). (2023).「 笛吹きボトル土器の音響解析―模
型を用いた実験成果の概要―」第 28 回古代アメリ
カ学会研究大会 .

アウトリーチ他
Arias Oscar, Atsushi Yamamoto (2023) Informe

del Proyecto de Investigación Arqueológica 
Huancabamba – Marañon. Ministerio de Cultura, 
Perú.

笹生衛 (2023) ＮＨＫ ＢＳ、令和 5 年 1 月 3 日、「平安
時代サミット 2024　本当に『平安』だったのか」
出演

笹生衛 (2023）奈良県立橿原考古学研究所付属博物館、

令和 5 年度春季企画展研究講座「古代の神まつり
と沖ノ島祭祀遺跡」、令和 5 年 4 月 23 日

笹生衛 (2023) 兵庫県加古川市教育委員会、令和 5 年度
加古川市文化財講座「行者塚古墳から考える古墳
時代の祭祀」、令和 5 年 11 月 4 日

杉山三郎 (2024)　 メキシコ政府のメキシコ歴史アカデ
ミー会員の称号授与

杉山三郎 (2023) 特別展「古代メキシコーマヤ、アステカ、
テオティワカン」（東京国立博物館、九州国立博物
館、大阪国立国際美術館）の監修・ゲストキュレー
ター、カタログ出版（杉山三郎、猪俣健、レオナルド・
ロペス・ルハン）NHK, NHK プロモーション、朝日
新聞社。

杉山三郎 (2023)NHK テレビ特別番組「生と死、古代メ
キシコの世界へ」出演

杉山三郎 (2023) 瑞宝小綬章受賞
山本睦 (2023) ポスト・コロナといわれるなかでの調査

『古代アメリカ学会会報』48: 7-9.

＊＊＊
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書籍
工藤雄一郎（2024）.　『縄文時代草創期の年代学』雄

山閣
河合洋尚 , 松本雄一 , 山本睦（編）（2023）.『景観で考える : 

人類学と考古学からのアプローチ』臨川書店 .

論文
Tema, E., Santos, Y., Trindade, R., Hartmann, G. A., 

Hatakeyama, T., Terra-Nova, F., Matsumoto, 
N. ,  Mitsumoto,  J .  and Gulmini .  M. (2023) . 
Archaeointensity record of weak field recurrence in 
Japan: new data from Late Yayoi and Kofun ceramic 
artefacts, Geophysical Journal International, 
Volume 233, Issue 2, pp.950–963.

M a t s u m o t o ,  N .  ( 2 0 2 3 ) .  Wo m e n  i n  J a p a n e s e 
Archaeology. In Sandra L. López Varela (ed.), 
Women in Archaeology: Intersectionalities in 
Practice Worldwide , pp.535-558. Springer.

松本直子 , 太郎良真妃 (2023). 3D モデルを用いたヒト
形人工物の顔研究の可能性 . 『日本情報考古学会講
演論文集』26( 通巻 46): pp.7-9.

松本直子（2023）.「考古学とジェンダー」『季刊考古
学』164 号、リレー連載「考古学の旬」第 22 回、
pp.101-106

松本直子（2023）.「美術の歴史とジェンダー」『何が
歴史を動かしたのか　第 3 巻　古墳・モニュメン
トと歴史考古学』春成秀爾編、雄山閣、2023 年
12 月 15 日、pp.131-142

Tema, E., Hatakeyama, T., Ferrara, E., Davit, P., Polymeris, 
G.S., Mitsumoto, J., Matsumoto, N. (2024). Insights
on the firing temperature of ancient ceramic
coffins through a multi-analytical approach: The
case of the Sada Nishizuka Kofun, Japan. Journal of 
Cultural Heritage , 66, pp.265-270.

Ishii, T. and Matsumoto, N. (2024). Mutual permeation 
model of things, people, and the supernatural: 
Insights form Jomon pottery and dogu figurines. 
Proceedings of the Out of Eurasia Hawai‘ i 
Conference, March 02-03, 2023. Trekking Shores, 
Crossing Water Gaps, and Beyond: Maritime 
Aspects in the Dynamics of “Out of Eurasia”  
Civilizations. Goto, A. and Matsumoto, N. (eds.), 
pp.108-116. Research Institute for the Dynamics 

of Civilizations, Okayama University.
中園聡 (2024). 「分析科学（胎土）」『考古学研究会 70

周年記念誌 考古学の輪郭』考古学研究会 , pp.170-
171.

中園聡 , 平川ひろみ , 太郎良真妃 (2023). 「明石地域に
おける埴輪の蛍光 X 線分析—五色塚古墳とその前
後—」『明石の歴史』6: pp.21-34.

中園聡 , 平川ひろみ , 太郎良真妃 , 春成秀爾 (2023). 「特
殊器台の製作体制」『何が歴史を動かしたのか』2 
弥生文化と世界の考古学 雄山閣 , pp.155-166.

中園聡 , 平川ひろみ , 太郎良真妃 , 春成秀爾 , 中川渉 
(2024). 神戸市念仏山古墳の埴輪とその評価『兵庫
県立考古博物館研究紀要』17: pp.13-36.

桑原牧子（2023）.「フランス領ポリネシアの歴史」中
野聡、安村直己編集『岩波講座世界歴史 - 太平洋海
域世界 19 巻』岩波書店、pp. 193-212

石村智（2023）.「ポリネシアの漁撈文化」『網漁の諸
問題　海洋考古学会第 13 回研究会資料集』pp.27-
29, 海洋考古学会

髙倉純 (2023). 「人類によるダチョウの卵殻利用のはじ
まり」『ビオストーリー』39、pp.43-48、誠光堂新
光社

Takakura, J. (2023). The Stemmed Projectile Points of 
the Terminal Pleistocene in Hokkaido, Northern 
Japan: Current State of Research. Anthropological 
Papers of the University of Alaska Fairbanks, New 
Series , 7 (1-2): pp.148-169.

長﨑潤一 , 髙倉純 , 北村成世・阿部嵩士・高林奎史 (2024). 
「北海道蘭越町立川１遺跡第 2 次・3 次調査概報」『早
稲田大学大学院文学研究科紀要』69: pp.581-606.

研究発表・講演
松本直子 , 太郎良真妃 , 平川ひろみ , 中園聡 (2023). 「岡

山県備前市長縄手遺跡出土「長縄手式土器」の復
元に向けた基礎的検討」 日本情報考古学会第 47 回
大会 . 2023/3/25-26.

松本直子（2023）「縄文・弥生社会の環境構築」日本学
術会議公開シンポジウム 「最終氷期以降の日本列島
の気候・環境変動と人類の応答」2023/6/11. オン
ライン（招待講演）

松本直子（2024）．「文明と戦争―生と死のコントロー
ル―」第 41 回人文機構シンポジウム「戦争をめぐ
る生と死」2024/1/28. コモレ四谷タワー＋オンラ

A02 班：心・身体・社会をつなぐアート/ 技術
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イン（招待講演）
工藤雄一郎（2024）．「縄文時代早期末～前期に北海

道にウルシは存在したのか？」　新学術領域研究 
2019 年度～ 2023 年度　出ユーラシアの統合的人
類史学 - 文明創出メカニズムの解明 - 第 4 回全体会
議．2024/3/3・4

工藤雄一郎（2023）.「旧石器・縄文時代の人と植物の
関係を探る .」 福井洞窟ミュージアム　どうくつ体
験リレー講座　第 2 回，2023 年 7 月 22 日，於：
福井洞窟ミュージアム

工藤雄一郎（2023）.「岩宿時代の環境と人との関係を
探る .」 令和 5 年度 岩宿大学「岩宿時代の自然環境
と人類 」第 2 講，2023 年 8 月 6 日

佐藤悦夫 , 中園聡 , 平川ひろみ , 太郎良真妃 , 髙田祐磨 . 
(2024). メキシコ、テオティワカン遺跡「月のピラ
ミッド」出土土器の蛍光 X 線（pXRF）分析 . 新学
術領域研究「出ユーラシアの統合的人類史学」第
10 回全体会議 . （ポスター発表、岡山大学 )

上野祥史 (2023). コメント .「出ユーラシアにおける王
権の創成 : 超越的力出現のメカニズム」第 9 回全体
会議 ,2023/07/01-02

上野祥史 (2024). 「造形から復元した行為・認識と社会
変革の評価 .」「出ユーラシアの統合的人類史学 - 文
明創出メカニズムの解明 -」第 10 回全体会議 ( オ
ンライン・ポスター発表 ),2023/02/25

松本雄一 , 大谷博則 , ユリ・イゴール・カベロ・パロミ
ノ（2024）.「アンデス中央高地における公共祭祀
建築の出現」『出ユーラシアの総合人類学：文明創
出メカニズムの解明』最終全体会議 2024 年 2 月
24 日

松本雄一 （2024）.「ペルー中央高地南部アヤクチョ地
方の形成期社会：チュパスとカンパナユック・ル
ミの比較から」『基盤研究（A)「社会的記憶の観点
からみたアンデス文明史の再構築」( 代表 關雄二）・
基盤研究 （B）「総合資料学にもとづく古代アンデス
文明の社会統合の解明」( 代表 鵜澤和宏）・基盤研
究 （A）「生物考古資料にもとづく生業モデルの実証
的研究とアンデス文明発展の機序解明」（代 表・瀧
上舞） 共同研究会 ) 東亜大学 2024 年 2 月 17 日

松本雄一（2023）.「チャビン現象を問い直す : ペルー
中央高地からの視座」古代アメリカ学会第 28 回研
究大会 京都外語大学 2023 年 12 月 3 日

Cavero Palomino, Yuri y Matsumoto, Yuichi（2023）
Quinta temporada de excavaciones en el centro 
ceremonial de Campayuq Rumi Vilcashuamán, 

Ayacucho: arquitectura, ritual y paisaje.  X 
CONGRESO NACIONAL DE ARQUEOLOGÍA 

（2023/11/28）
Cavero Palomino, Yuri y Matsumoto, Yuichi（2023）. 

Investigavciones arqueologicas en el centro 
ceremonial de Campanayuq Rumi: Arquitectura, 
Ritual, y Paisaje. YUNGAS Sociedades Prehispanicas 
del Litoral.（2023/06/20）

Dante, Daniel, Segami, Saucedo, Takahashi, Hiraku, 
Matsumoto, Yuichi y Yamamoto, Atsushi（2023）. 
Los  caminos  y  su  va lor  como Patr imonio 
Cultural: Un estudio comparativo de los caminos 
prehispánicos en el distrito de La Molina (Lima, 
Perú) y los caminos históricos del pueblo de Iide 
(Yamagata, Japón). XXXV CONGRESO CANELA

（a Confederación Académica Nipona, Española y 
Latinoamericana） （2023/05/28）

桑原牧子（2024）.「身体性とミックスの可視化／不可
視化－仏領ポリネシア・タヒチ島の事例から」 ( 国
立民族学博物館共同研究「ミックスをめぐる帰属
と差異化の比較民族誌―オセアニアの先住民を中
心に」研究会発表 )

桑原牧子（2024）.「マルケサス諸島の彫刻とイレズミ
の文様生成における相関性」「出ユーラシアの統合
的人類史学―文明創出メカニズムの解明」第 10 回
全体会議、ポスター発表

石村智（2023）.「ポリネシアの漁撈文化」海洋考古学
会第 13 回研究会、2023 年 10 月 7 日～ 8 日、岡
山大学

石村智（2024）.「チャタム諸島におけるポリネシア人
の適応の特質」日本オセアニア学会第 41 回研究大
会・総会、2024 年 3 月 24 日、国立民族学博物館。

Takakura, J. (2023). Fracture wing analysis of the LGM 
microblade production technology in Northeast 
Asia. International Seminar on Lithic Technology 
in Northeast Asia and the Beringia. MSH, Nanterre 
University, Nanterre. 2023/11/17.

その他
Goto, A. and Matsumoto, N. (eds.) (2024). Proceedings of 

the Out of Eurasia Hawai‘i Conference, March 02-
03, 2023. Trekking Shores, Crossing Water Gaps, 
and Beyond: Maritime Aspects in the Dynamics of 
"Out of Eurasia" Civilizations. Research Institute for 
the Dynamics of Civilizations, Okayama University.
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中園聡 (2024). 「3D 考古学の新時代に想う」『月刊考古
学ジャーナル』791: 1-1.

上 野 祥 史 国 立 歴 史 民 俗 博 物 館 2023 年 度 企 画 展
示（2024）．「 歴 博 色 尽 く し 」.2024/03/11-
2024/05/06

アウトリーチ
松本直子（2023）. 「人類史の中でジェンダーを考える」

2023 年 7 月 29 日、イキイキ人間学（人権教育連
続講座）、ライフパーク倉敷

中園聡「邪馬台国はどこに～日本古代史 “ 最大のミステ
リー ” ～」NHK クローズアップ現代 2023 年 7 月
4 日出演

＊＊＊
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書籍
青山和夫編 . (2023).『古代アメリカ文明：マヤ・アステ

カ・ナスカ・インカの実像』講談社現代新書 .
青山和夫監修 . (2023).『カラー版　マヤと古代メキシコ

文明のすべて』宝島社新書 .
市川彰 . (2023).『メソアメリカ文明ガイドブック』新泉

社 .
Taube, Karl and Kenichiro Tsukamoto. (2023). Hills 

of the Ancestors: Copan Temple 22 and Sacred 
Architecture of the Northern Maya Lowlands. In 
When East Meets West, edited by Travis Stanton, 
Karl Taube, and Jeremy Coltman, Nelda, Marengo . 
pp. 753-790. BAR International Series, Oxford. 

佐々木憲一 . (2022).「古墳時代中期東国は国家段階か？」
『纏向学の最前線』（桜井市纏向学研究センター設
立 10 周年記念論集）pp. 687-696.

佐々木憲一 . (2022).「前方後円墳体制と国家的支配」吉
村武彦（編）『律令制国家の理念と実像』pp. 61-
85. 八木書店

渡部森哉 . (2024). 『インカ帝国　歴史と構造』中央公論
新社 .

論文
青山和夫 . (2023).「LiDAR 技術とマヤ文明」『電子情報

通信学会論文誌 D』J106-D(6):366-374 ( 査読有 ).
青山和夫、井上幸孝、吉田晃章、渡部森哉、松本雄一 . 

(2023).「古代アメリカに関する中学・高校教科書
問題―中学歴史と高校歴史総合・世界史探究の検
討―」『古代アメリカ』26:93-108.

市川　彰 . (2023).「火山灰が創る景観」『景観で考える：
人類学と考古学からのアプローチ』125-143, 臨川
書店 .

Ceballos, Xanti, Kenichiro Tsukamoto, Agustín Ortíz 
Butrón, Luis Barba, and Araceli Vázquez Villegas. 
(2023). Ancient Maya Standard-Bearers’ Foodways: 
Chemical Residue Analyses of Ceramic Vessels 
at the Guzmán Group of El Palmar, Campeche, 
Mexico. The Mayanist 4 (2): 73-92.

Sharpe, Ashley E. ,  and Aoyama, Kazuo. (2023). 
Lithic and Faunal Evidence for Craft Production 
among the Middle Preclassic Maya at Ceibal, 
Guatemala. Ancient Mesoamerica  34(2):407-431. 
doi:10.1017/S0956536122000049 ( 査読有 )

橋本達也 . (2024.3). 島内 139 号地下式横穴墓の甲冑 . 
『島内 139 号地下式横穴墓　Ⅲ』. えびの市教育委
員会 : 67-70

橋本達也 . (2024.3). 島内 139 号地下式横穴墓の鳴鏑 . 
『島内 139 号地下式横穴墓　Ⅲ』. えびの市教育委
員会 : 75-77

橋本達也 . (2024.3). 島内 139 号地下式横穴墓の骨鏃 . 
『島内 139 号地下式横穴墓　Ⅲ』. えびの市教育委
員会 : 78-81

橋本達也 . (2024.3). 島内 174 号～ 179 号地下式横穴墓
の三次元計測 . 『島内地下式横穴墓群Ⅶ』. えびの市
埋蔵文化財調査報告書第 64 集 . えびの市教育委員
会 : 29-42

橋本達也 . (2023.12). 「盾形銅鏡」の系譜―行燈山古墳・
津堂城山古墳出土銅板の再評価―. 『第 19 回古代武
器研究会発表資料集』. 古代武器研究会事務局 : 84

橋本達也 . (2023.9). 島内地下式横穴墓群 . 『季刊考古学』. 
別冊 43. 雄山閣 : 122-125

寺前直人 .(2024.1). 縄文・弥生時代の農耕を土器から探
る．『深化する歴史学 史資料からよみとく新たな歴
史像』．大月書店．2-7

寺前直人 .(2023.9)．縄文時代像と弥生時代像の相生と
相克．『何が歴史を動かしたのか』第 2 巻．雄山閣．
19-30

寺間直人 (2023.5)．縄文後・晩期石製儀器の起源と行
方－継承・存続・再利用あるいは混入－．『季刊考
古学』163．99-106

研究発表
青山和夫 . (2023). マヤ文明：最新の研究成果と意義 . 

2023 年度駒澤史学会大会記念講演 , 駒澤大学 ( 東
京 ), 2023/06/17.

青山和夫 . (2023). 「謎と神秘」のマヤ文明の実像に迫
る . 茨城大学図書館土曜アカデミー , 茨城大学 ( 水
戸市 ), 2023/07/08.

青山和夫 . (2023). マヤ文明の研究最前線：起源を求
め て . NHK 文 化 セ ン タ ー 柏 教 室 ( オ ン ラ イ ン ), 
2023/08/05.

青山和夫 . (2023). メソアメリカ文明の実像に迫る : マ
ヤ文明、テオティワカン文明とアステカ文明 . 朝
日カルチャーセンター新宿教室 ( オンライン ),
2023/08/26.

青山和夫 . (2023). マヤ文明への招待 . いきいき大学 , 千

A03 班：集団の複合化と戦争
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葉市民会館大ホール ( 千葉市 ), 2023/10/02.
青山和夫、井上幸孝、吉田晃章、渡部森哉、松本雄一 . 

(2023). 古代アメリカの教科書問題：中学歴史と高
校歴史総合・世界史探究の改善を目指して . 古代ア
メリカ学会第 28 回研究大会 , 京都外国語大学 ( 京
都市 ), 2023/12/02.

青山和夫 . (2024). マヤ文明の景観と戦争の通時的変化 . 
「出ユーラシアの統合的人類史学 - 文明創出メカニ
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Yamazaki Y,  Ir iki  A.  (2024) Cont inuous social 
modulation in conflicting situations in marmoset 
pairs. Royal Soc Open Sci,  under review.

Takemi M, Tia B, Kosugi A, Castagnola E, Ansaldo A, 
Ricci D, Fadiga L, Ushiba J, Iriki A. (2024) Dynamic 
motor representation in the marmoset motor 
cortex: static lower limb position modulates upper 
limb motor maps, Cereb Cortex Comm , under 
review.

Kawarai S, Sakai Y, Iriki A, Yamazaki Y. (2024) Gastric 
emphysema and pneumatosis intestinalis in 
common marmosets with duodenal dilation 
syndrome. Vet. Pathol , under review.

Seki F, Yurimoto T, Kamioka M, Inoue T, Komaki Y, Iriki 
A, Sasaki E, Yamazaki Y (2024) Development of a 
non-invasive novel individual marmoset holder for 
evaluation by awake functional magnetic resonance 
brain imaging, Neurosci Meth , under review.

大塚幸生（2023）心理課題を用いた認知マップの作成
および文化人類学の資料との関連性の検討　基礎
心理学研究，第 41 巻，第 2 号，pp. 118–124.（査
読無し）

Zhou, Y., & Kawabata, H. (2023). Eyes can tell : 
Assessment of implicit attitudes toward AI art. 
i-Perception , 14(5), 20416695231209846. DOI: 
10.1177/20416695231209846

Sano, T., & Kawabata, H. (2023). A computational 
approach to investigating facial attractiveness 
factors using geometric morphometric analysis 
and deep learning. Scientific reports,  13(1), 19797. 
DOI: 10.1038/s41598-023-47084-x

Zhou, Y., & Kawabata, H. (2024). Fluent Processing 
Amplifies Affective Judgments. Experimental 
Psychology,  70(5), 285–293. DOI: 10.1027/1618-
3169/a000601

三好香次 , 川畑秀明 (2024). ダンスの美的評価に及ぼす
鑑賞者の熟達性の影響 ——総練習時間および身体

的再現可能性認知に着目して——. 日本感性工学
会論文誌 , TJSKE-D. オンライン版 . DOI: 10.5057/
jjske.TJSKE-D-23-00050

Achour-Benallegue, A., Pelletier, J., Kaminski, G., & 
Kawabata, H. (2024). Facial Icons as Indexes of 
Emotions and Intentions. Frontiers in Psychology , 
15. DOI: 10.3389/fpsyg.2024.1356237

Leder, H., Mikuni, J., Kawabata, H., & Rosenberg, R. 
(in press) Symmetry as an Inter-Cultural Feature 
Constituting Beauty: Implicit and Explicit Beauty 
Evaluation of Visual Symmetry in Japan. Empirical 
Studies of the Arts. 

Lee S. H. & Yamamoto S. (2023) The evolution of 
prestige: perspectives and hypotheses from 
comparative studies. New Ideas in Psychology, 68, 
100987. 

 https://doi.org/10.1016/j.newideapsych.2022.100987
Jardat P., Ringhofer M., Yamamoto S., Gouyet C., 

Degrande R., Parias C., Reigner F., Calandreau 
L., Lansade L. (2023) Horses form cross modal 
representations of adults and children. Animal 
Cognition , 26, 369-377. 

Gouyet C., Ringhofer M., Yamamoto S., Jardat P., Parias 
C., Reigner F., Calandreau L. & Lansade L. (2023) 
Horses cross modally recognize women and men. 
Scientific Reports, 13:3864. 

Maeda T. & Yamamoto S. (2023) Drone Observation 
for the quantitative study of complex multilevel 
societies. Animals , 13, 1911.

        https://doi.org/10.3390/ani13121911
Mendonca R., Maeda T., Pinto P., Inoue S., Ringhofer 

M., Yamamoto S. & Hirata S. (2023) Examining the 
effect of sociodemographic factors on feral horses’ 
social networks. Journal of Zoology.  Online first 
publication. 

Kaigaishi Y. & Yamamoto S. (2023) A report of stillbirth 
and subsequent maternal cannibalism observed 
in a free-ranging group of Japanese macaques at 
Awajishima, Japan. Primates , in press. 

Hattori, M., Kinoshita, K., Saito, A., & Yamamoto, S. 
(in press). Exogenous oxytocin increases gaze to 
humans in male cats. Scientific Reports,  14(1), 
8953. 

B02 班：認知科学・脳神経科学による認知的ニッチ構築メカニズムの解明
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Paulet J. ,  Molina A. ,  Beltzung B. ,  Suzumura T. , 
Yamamoto S., Sueur C. (2023) Deep Learning for 
Automatic Facial Detection and Recognition in 
Japanese Macaques: Illuminating Social Networks. 
arXiv :2310.06489. 

        https://doi.org/10.48550/arXiv.2310.06489   
山本真也（2023）「できる」けど「しない」チンパンジー：

認知的制約と動機的制約 . 基礎心理学研究 , 印刷中 .
山本真也、前田玉青 (2023) ドローンが明らかにする

ウマの重層社会 . 日本バイオロギング研究会会報 ,
198, 11-12.

山本真也、クリスティン・リン (2023)　霊長類の共感
性と社会的情動 . 科学 93(8): 692-696.

山本真也 (2023) 「ワイワイワイルドライフ」連載第
6 回～野生アジアゾウ研究の展望～ . モンキー
8(2):42-43.

Matsumoto Y, Konno A, Ishihara G, Inoue-Murayama 
M: Genetic dissection of behavioral traits related 
to successful training of drug detection dogs. 
Scientific Reports,  13:7326, 2023. Doi: 10.1038/
s41598-023-33638-6

Tanaka H, Nishina K, Shou Q, Takahashi H, Sakagami 
M, Matsuda T, Inoue-Murayama M, Takagishi 
H: Association between polymorphism in the 
arginine-vasopressin receptor gene (AVPR1A) and 
inequity aversion. Proceedings of the Royal Society 
B: Biological Sciences  14;290(2000):20230378, 
2023.

書籍
川畑秀明 (2024). 「精神（脳・睡眠）『脳』」第 2 章 アン

チエイジング医学の基礎 . 宮地良樹ら（編）最新美
容皮膚科学大系，第３巻「アンチエイジングとス
キンケア」pp, 67-73.

日本霊長類学会編 .(2023). 霊長類学の百科事典 , 丸
善 出 版 . ( 齋 藤 亜 矢・ 服 部 裕 子「 霊 長 類 に お け
る 芸 術： 描 画 と 音 楽 」pp.340-341) . ISBN：
9784621308042

蓮 沼 昌 宏 .(2023). BankART Over 35/ 2023 蓮 沼 昌 宏 
HASUNUMA Masahiro ( 齋藤亜矢「ささやかな物語
の生まれる場所」pp.04-05) 

内海健・古川聖・大谷智子編著 (2024) アートをひらく :
東京藝術大学「メディア特論」講義 I, 福村出版 .  ( 齋
藤亜矢「「芸術の起源」の現在と未来」pp.68-87) . 
ISBN：9784571410741

高田マル (2024) 祈りの言葉は向かって行く線、今日も
同じかたちをしている朝の挨拶 . 絵画検討社 .  ( 齋
藤亜矢「高田マル個展「向かっていく線、朝の挨
拶」への応答：描くことをひもとく」pp.20-25) . 
ISBN：9784991137525 

山本真也（2023）2 項目担当執筆（「向社会性の認知基
盤」・「教育行動の萌芽と進化」）. 日本霊長類学会

（編）：霊長類学の百科事典 . 丸善出版
山本真也（2023）集団における社会的認知 . 板倉昭二

（編）：比べてわかる心の発達：比較認知発達科学
の視点 . 有斐閣 .

山本真也（2023）「ヒトとは何か」を探る動物研究 . 河
出書房新社（編）：最前線に立つ研究者１５人の白
熱！講義　生きものは不思議 . 河出書房新社 . pp. 
268-283.

山本真也（印刷中）2 項目（「コミュニケーション」・「研
究手法：ドローン」）担当執筆 . 日本哺乳類学会（編）：
哺乳類学の百科事典 . 丸善出版

発表・講演
（招待）
Ir ik i  A ,  I l lus ion  o f  Contro l ,  Inv i ted  Speaker , 

“Neurobiological mechanisms towards cognitive 
evolution of Homo Sapiens.” Stockholm, Sweden (17 
May, 2023).

Iriki A, 9th Asian Federation of Laboratory Animal 
Science Associations (AFLAS) Congress 2023, 
Invited Symposium Lecturer, “NHP Models in 
Neuroscience Research” Jeju, Korea (15 September, 
2023).

Iriki A, 4th Meeting of the Cercle de la Fondation 
France-Japon de l’EHESS on Society 5.0: What Role 
of Social Sciences and Humanity for Innovation. 
Invited Speaker, “Co-Evolution of Brain, Culture 
&Technology.” Tokyo, Japan (16 October, 2023).

Iriki A, AALAS (American Association for Laboratory 
Animal Science) National Meeting, Organizer 
and Invited Panel, “International Perspectives 
and  Cons idera t ions  for  Hous ing  o f  Non-
Human Primates, A Perspective from Japan: 
‘Natural Laboratory Complex’ for novel primate 
neuroscience” Salt Lake City UT, USA (22-26 
October, 2023).

Iriki A, Workshop on Quantum-like Revolution 2023, 
Invited Speaker, “Potential of quantum computing 
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for the study of humanities – philosophy, history, 
literature”, Kyoto, Japan (1-2 November, 2023).

Iriki A, Workshop on “Quantum-like Modeling” in 
Biology, Cognitive & Social Sciences. Organizer and 
Moderator, Wako, Japan (26 January, 2024).

川畑 秀明 (2023)．アートと美を感じる心の働きとその
脳内基盤 . 日本感性工学会感性モデリング研究会

（招待講演）
齋藤亜矢 .(2023). 講演・ワークショップ「ひとはなぜ、

芸術するのか？：認知科学の視点から」. コドモと
オトナ：芸術文化による学びの循環プロジェクト・
CO ドモチョウナイカイ」. 東京 , 2023/6/17. ( 招待 )

齋藤亜矢 .(2023). 想像する心の起源 : ヒトはなぜ絵を描
くのか . 京都国際社会福祉センター治療教育講座 , 
京都 , 2023/7/11, 7/18. ( 招待 ) 

齋藤亜矢 . (2023). 芸術するこころの源流 . 第 72 回日本
美術教育学会学術研究大会 , 岐阜 , 2023/8/11. ( 招
待 ) 

齋藤亜矢 .(2023). 東京藝術大学大学院美術解剖学特別講
義 , オンライン , 2023/10/18. ( 招待 ) 

齋藤亜矢 , 小町谷圭 .(2023). 洞窟壁画の描画実験のため
の VR コンテンツの作成 , 出ユーラシアの統合的人
類史学第 10 回全体会議 , オンライン ( ポスター発
表 ), 2024/3/1-3/3.

齋藤亜矢 .(2023). アートとこころ . おうてもん心理職リ
カレントセミナー ( 臨床発達心理士、学校心理士資
格更新研修会 ) , オンライン , 2024/3/30. ( 招待 )

Shinya Yamamoto. Investigation on the evolution of 
humanity: through comparative animal research. 
Yonse University-Kyoto University Summer 
Program (15 September 2023, Kyoto)

山本真也、ナチケータ・シャルマ . ヒトと動物のよりよ
い共生社会の実現に向けて、基礎科学研究者に何
ができるか～アジアゾウを例に～ . 第 25 回 SAGA
シンポジウム（2023 年 10 月 21 日、秋田県立大学；
オンライン参加）

山本真也 . 「できる」けど「しない」チンパンジー：認
知的制約と動機的制約 . サイエンスカレッジ（2023
年 11 月 21 日、京都大学）

学会
山﨑由美子（2024）. マーモセットの生態に沿った食餌

導入と健康管理の取り組み . ジビエペットフード需
要拡大に向けたシンポジウム - 鹿肉 & 昆虫ペット
フードの可能性 - （松本 , 2 月 9 日）.

山﨑由美子・守屋 繁春・川原井 晋平・森田 英利・菊水 
健史・入來 篤史 (2024). 短期間の昆虫食強化によ
る飼育下マーモセットの腸内細菌叢と転写産物の
変化 . 第 13 回日本マーモセット研究会 （東京 , 2 月
20-21 日）.

Ueda, Y., Sun, H., & Saiki, J. “Cultural Variations in 
Moral Dilemma Judgment through Multinomial 
Processing Tree Model,” 33rd International 
Congress of Psychology. (Abstract accepted)

Ueda, Y., Tsai, C.-C., Takebayashi, H., Saiki, J., & Yeh, 
S.-L. “Cross-Cultural Variations in Visual Search: 
Exploring Attention Deployment Strategies and 
Novel Priming on Search Asymmetry,” Vision 
Sciences Society 24th Annual Meeting, St. Pete 
Beach, USA. (Abstract accepted)

Saiki, J. “Perceptual span can explain stimulus-specific 
cultural differences in visual search,” Vision 
Sciences Society 23rd Annual Meeting, St. Pete 
Beach, USA, May 2023.

大石貴矢・岡部伊織・楊暁光・濵中祥弘・川畑秀明・水
越興治 (2023). 顔画像の解像度間で生じる魅力評定
値の差に関連する顔の三次元特徴 . 

岡部伊織 , 大石貴矢 , 濱中祥弘 , 楊暁光 , 水越興治 , 津田
裕之 , 川畑秀明 (2023). 実際の視環境を模した高解
像度顔画像を用いた脳波によるヒト魅力認知の探
求 . 第 25 回日本感性工学会大会 1A01-05.

大石貴矢 , 岡部伊織 , 濱中祥弘 , 楊暁光 , 水越興治 , 津田
裕之 , 川畑秀明 (2023). 実際の視環境を模した高解
像度顔画像を用いた脳波によるヒト魅力認知の探
求 . 第 25 回日本感性工学会大会 1A01-06.

川畑秀明 , 田中美苗 , 石橋響子 (2023). 高齢者に対する
対話型美術鑑賞の認知的効用：鑑賞の方法論の違
いに着目した予備的検討 . 第 25 回日本感性工学会
大会 1A02.

佐野 貴紀 , 川畑 秀明 (2023)．計算論的抽出と視線計測
による顔印象要因の検討 . 第 25 回日本感性工学会
大会  2E02-05.

Jun Shi, Yizhen Zhou, Takanori Sano, & Hideaki 
Kawabata (2024). How Active Engagement in Art 
Appreciation can Impact on Feeling of Beauty? The 
10th International Symposium on Affective Science 
and Engineering (ISASE 2024), PM-1A-05.

Shiyun Yang, Jun Shi, & Hideaki Kawabata (2024). How 
Active Engagement in Art Appreciation can Impact 
on Feeling of Beauty? The 10th International 
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横山ちひろ、武田千穂、川﨑章弘、松本勇輝、林拓也、
橋彌和秀、孟憲巍、小林洋美、八鍬聖、井上－村
山美穂：マカクザルのヒト視線方向に反応するコ
ミュニケーション行動と遺伝子多型　日本霊長類
学会　2023 年 7 月、神戸

八鍬聖、横山ちひろ、林　拓也、武田千穂、川﨑章弘、
Alexander Weiss、井上－村山美穂：コモンマーモ
セットにおける脳の構成成分の代謝遺伝子の多型
とパーソナリティの関連　日本霊長類学会　2023
年 7 月、神戸

Chika Zemmoto, Minori Arahori, Yuki Matsumoto, 
Miho Inoue-Murayama: An investigation of dog 
behavioral traits ans their genetic underpinnings 
キルギスアカデミーシンポジウム　2023 年 9 月、
ビシュケク、キルギス

Yume Okamoto, Madoka Hattori, Minori Arahori, Miho 
Inoue-Murayama: Factors that relate to cats’ 
behavior: assessing the relationship between 
polymorphism in the oxytocin receptor gene and 
behavior questionnaire results. 日本動物心理学会
2023 年 10 月、上野原

岡本優芽（京大院・理）・服部円（京大院・理）・村山美
穂（京大・野生動物）ネコ（Felis catus）の行動特
性とアンドロゲン受容体遺伝子型の関連．日本動
物行動学会 2023 年 11 月、京都

村山美穂：家畜化によるヒトと動物の関係変容に伴う性
格関連遺伝子の変化．出ユーラシアの統合的人類
史学・文明創出メカニズムの解明　第 10 回全体会
議　2024 年 3 月、岡山

村山美穂、藤原摩耶子、佐藤悠：ゲノムと生殖細胞に
よる野生動物保全の取り組み．動物園水族館大学
2024 年 3 月、京都

岡本優芽、服部円、井上 - 村山美穂：ネコ（Felis catus）
のゴロゴロ音は生まれつき？ －アンドロゲン受
容体遺伝子の解析から－．ヒトと動物の関係学会
2024 年 3 月、東京

アウトリーチ他
大塚幸生・上田祥行・齋木　潤 (2024). 実行機能の地域

差：ストループテストの効果量を用いたメタ分析　
新学術領域研究「出ユーラシアの統合的人類史学 -
文明創出メカニズムの解明 -」第 10 回全体会議（オ
ンライン）

上田祥行・孫懐韜・齋木潤．(2024). 多項処理木モデリ
ングによる道徳的ジレンマ判断における文化差の

検 討 . Technical Report on Attention & Cognition 
2024, 16.

齋藤亜矢 .(2023). 現代のことば：ごまめの歯ぎしり . 京
都新聞 2023 年 4 月 27 日付夕刊

齋藤亜矢 .(2023). 現代のことば：こわくない話 . 京都新
聞 2023 年 6 月 29 日付夕刊

齋藤亜矢 .(2023). 現代のことば：絵がうまい人 . 京都新
聞 2023 年 9 月 7 日付夕刊

齋藤亜矢 .(2023). 現代のことば：洞窟の音のかたち . 京
都新聞 2023 年 11 月 6 日付夕刊

齋藤亜矢 .(2023). 現代のことば：AI とアート . 京都新聞 
2024 年 1 月 15 日付夕刊

齋藤亜矢 .(2023). 現代のことば：母の日記 . 京都新聞 
2024 年 3 月 25 日付夕刊

齋藤亜矢 .(2023). 不変を見つめる ( 展覧会レビュー：杉
本博司　春日神霊の御生　御蓋山そして江之浦 ) . 

『月刊アートコレクターズ』 (2023 年 5 月号 ) 170：
130-131. 生活の友社 ,2023 年 4 月 25 日 . ISBN：
4910113990531

齋藤亜矢 .(2023). 手が生み出す ( 展覧会レビュー〈跳躍
するつくり手たち：人と自然の未来を見つめるアー
ト、デザイン、テクノロジー〉) 『月刊アートコレ
クターズ』 (2023 年 8 月号 ) 173：102-103. 生活
の友社 . ISBN: 4910113990937

齋藤亜矢 .(2023). くぼみのなかみ ( 展覧会レビュー〈富
永愛子－海をよむ〉) . 『月刊アートコレクターズ』 
(2023 年 11 月 号 ) 176：136-137 生 活 の 友 社 . 
ISBN:4910113991132

齋藤亜矢 .(2023). 画家の目 ( 展覧会レビュー〈ここへ
きてやむに止まれぬサンサシオン . ジャムセッショ
ン : 石橋財団コレクション×山口晃〉)『月刊アー
トコレクターズ』(2024 年 2 月号 ) 179：138 －
139. 生活の友社 . ISBN:4910113990241

齋藤亜矢 .(2023). NHK「チコちゃんに叱られる」拡大
版 SP ！ . NHK 総合 2023/5/12 放送 (「なんで人
間だけが絵を描けるの？」解説 ) 

齋藤亜矢 .(2023). 絵がうまい人とうまくない人の違いは
なんですか？『子供の科学』2023 年 9 月号 1049: 
44. 誠文堂新光社 . ISSN1345-8825

村山美穂：遺伝情報を活用して野生動物を絶滅から守る．
日本学術会議近畿地区シンポジウム：女性の活躍
から未来を考える．2023 年 9 月、京都

村山美穂、岡本優芽：ネコの毛色と性格には関連があっ
た⁉ みらいら（日本生命保険相互会社）10 月号

＊＊＊



B03 班：集団の拡散と文明形成に伴う遺伝的多様性と身体的変化の解明

論文
Seguchi N and Best K. 2024. Short time, big impacts: 

lessons, legacies, and future directions based on 
the work of Stephen D. Ousley. In Machines are 
Winning: Festschrift in Honor of Stephen D. Ousley 
(1961-2022). Forensic Anthropology (Forensic 
Anthropology Vol.7, Nos. 2-3:1-7.), University of 
Florida Press. DOI: 10.5744/fa.2023.0027

瀬口典子  2024.　Ending remarks：コメント【シンポ
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77 回日本人類学会大会（2023）

勝村啓史、佐藤克、山下佳那、尾田正二、覚張隆史、田
中翔大、藤谷和子、西槇俊之、今井正、吉浦康寿、
武島弘彦、橋口康之、関田洋一、三谷啓志、小川元之、
竹内秀明、太田博樹．エピジェネティック修飾サ
イトの消失がメダカ消化管長の可塑性主導進化を
促進する．第 46 回日本分子生物学会年会 2023

勝村啓史、小川元之．野生メダカ集団における遺伝的多
様性とエピジェネティック多様性．第 128 回日本
解剖学会総会・全国学術集会 2024

嶋田　誠  2023. ヒトのニッチ構築と環境の相互作用：
人口論モデルの実証的研究を目指して . 文部科学省 
科学研究費助成事業 新学術領域研究『出ユーラシ
アの統合的人類史学 ―文明創出メカニズムの解明
―』第 10 回全体会議 . 岡山、2024/3/1-3.

嶋田　誠 2023. 人類進化におけるニッチ構築について
の実証的研究をめざして . 「出ユーラシアの統合的
人類史学 - 文明創出メカニズムの解明 -」第 8 回全
体会議（オンライン）、2023/1/7

嶋田　誠、伊藤 結香 2023. ポリグルタミン病 SCA1 責
任反復多型における中間型仮説の世界規模で有効
性、日本遺伝学会 第 95 回大会、くまもと県民交
流館パレア , 2023/9/5-8

嶋田　誠、伊藤 結香、福村 和宏、前田　明 2023. 人
類特有のポリグルタミン病の起源とリスクを探る、
第 55 回藤田医科大学医学会学術大会、藤田医科大
学 , 2023/10/26-29

三輪華子、大橋順  2023. 旧人由来候補変異密度を用い
た非アフリカ人集団の集団史に関する検討 . 第 77
回日本人類学会大会（2023 年 10 月 7-9 日），東北
大学星陵キャンパス（宮城・仙台）（口頭発表）

アウトリーチ
嶋田　誠 2023. 遺伝子に刻まれた人類の一大特徴、多
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メディア掲載　Media coverage
Sugiyama Nawa  2024.  Unearthing the Mysteries of

Teotihuacan, UCR News (https://news.ucr.edu/ucr-
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magazine/winter-2024/unearthing-the-mysteries-
of-teotihuacan) February 20, 2024.

Sugiyama Nawa  2023.   Destacan labor de arqueólogo 
japonés en Teotihuacan, La Jornada (Mexico). 
(https://www.jornada.com.mx/notas/2023/08/23/
cultura/destacan-labor-de-arqueologo-japones-en-
teotihuacan/) August 27, 2023. 

以 下、Seguchi N,  Loftus JF III, Yonemoto S, Murphy 
MM. 2023. “Investigating intentional cranial
modification: A hybridized two-dimensional/three-
dimensional study of the Hirota site, Tanegashima,
Japan” のメディア掲載リスト

1. https://metro.co.uk/2024/04/12/ancient-japanese-
people-intentionally-deformed-the-skulls-of-babies-
1800-years-ago-11622987/   2024 年 4 月 12 日

2. Il y a 1 800 ans, cet ancien peuple japonais déformait
intentionnellement le crâne des nourrisons

 https://dailygeerkshow.com/ancient-japanese-
people-intentionally-deformed-the-skulls-of-babies-
1800-years-ago/11622987/   2023 年 9 月 9 日

3 .  L o s  a n t i g u o s  j a p o n e s e s  d e f o r m a b a n 
intencionadamente el cráneo de los bebés hace 
1.800 años

 https://www.elplural.com/sociedad/los-antiguos-
japoneses-deformaban-intencionadamente-el-
craneo-de-los-bebes-hace-1800-anos_337651102  
2023 年 8 月 30 日

4. Storia Il cranio deforme dei bambini Hirota
h t t p s : / / f o c u s i t . c o . k r / n e w s / a r t i c l e V i e w.
html?idxno=231133  2023 年 8 月 27 日

5. 1.800 Yıl Önce Japonya'da Yaşamış Hirota Halkının
Bebeklerin Kafataslarını Deforme Ettikleri Ortaya
Çıktı – Kayıp Rıhtım
 https://kayiprihtim.com/arkeoloji/1-800-yil-once-
japonyada-yasamis-hirota-halkinin-bebeklerin-
kafataslarini-deforme-ettikleri-ortaya-cikti/ 2023
年 8 月 26 日

6. La déformation des crânes du peuple Hirota était-elle
intentionnelle ?

 https://sciencepost.fr/la-deformation-des-cranes-du-
peuple-hirota-etait-elle-intentionnelle/ 2023 年 8

月 25 日
7. Ancient Japanese Islanders Created a Signature Skull

Shape
  https://ckpgtoday.ca/2023/08/25/ancient-
japanese-islanders-created-distinctive-skull-shape/ 
2023 年 8 月 25 日

8. Ancient Japanese Islanders Created a Signature Skull
Shape

 https://everythinggp.com/ancient-japanese-
islanders-created-distinctive-skull-shape-175050/ 
2023 年 8 月 25 日

9. Eltorzították a gyermekek koponyáját a japán sziget
lakói

 h t t p s : / / 2 4 . h u / t u d o m a n y / 2 0 2 3 / 0 8 / 2 4 /
koponyadeformacio-gyerekek-japanban-regeszet/   
2023 年 8 月 24 日

10. Des anthropologues découvrent que les Japonais
de l'Antiquité pratiquaient des déformations
crâniennes comme d'autres peuples à travers le
monde
https://www.science-et-vie.com/archeologie/des-
deformations-craniennes-au-japon-une-pratique-
ancienne-avec-une-portee-anthropologique-67151
2023 年 8 月 24 日

11. Evidence of Cranial Modification in the Ancient
Hirota People
https://www.lab-supply.jp/2023/08/23/evidence-
of-skull-deformation-in-ancient-hirota-people-
discovered/ 2023 年 8 月 23 日

12. Los antiguos japoneses modificaban y deformaban
los cráneos de todos sus niños
h t tps : / /www.na t iona lgeog raph ic . com.es/
c ienc ia/ant iguos - japoneses -modi f i caban-
intencionadamente-craneo-todos-sus-ninos_19333
2023 年 8 月 22 日

13. 1,800-Year-Old Skulls From Japan Studied
https://www.archaeology.wiki/blog/2023/08/22/
researchers-examine-1800-year-old-skulls-from-
japan/ 2023 年 8 月 22 日

14. Why Did An Ancient Japanese Society Practice Skull
Modification?
https://www.discovermagazine.com/planet-earth/
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why-did-an-ancient-japanese-society-practice-skull-
modification 2023 年 8 月 22 日 

15. Hirota: Wie ein altes japanisches Volk seine
Kopfform veränderte

https://www.nationalgeographic.de/geschichte-und-
kultur/2023/08/hirota-ein-raetsel-aus-dem-alten-
japan 2023 年 8 月 22 日

16. These Ancient Japanese Islanders Created a
Signature Skull Shape by Molding Babies' Heads
ht tps : //www.smi thson ianmag .com/smart -
news/ancient-japanese-islanders-created-a-
distinctive-skull-shape-by-deforming-babies-
heads-180981697/ 2023 年 8 月 21 日

17. Извънземни или мутанти?
https://naistina.com/kakvo-znachi-tova-uchenite-
razkriha-tayno-obshtestvo-deformiralo-cherepite/
2023 年 8 月 21 日

18. Dziwnie spłaszczone ludzkie czaszki nie były dziełem
przypadku
https://innpoland.pl/191057,dziwnie-splaszczone-
ludzkie-czaszki-nie-byly-dzielem-przypadku 2023
年 8 月 21 日

19. Японці спеціально деформували дитячі черепа 1
800 років тому і вчені не знають чому

 https://cikavost i .com/yapontsi-spetsialno-
deformuvaly-dytyachi-cherepa-1-800-rokiv-tomu-i-
vcheni-ne-znayut-chomu/ 2023 年 8 月 20 日

20. Skull-Shaping Secrets – Scientists Shed New Light
on the Ancient Practice of Cranial Modification
https://livewell.news/health/the-secret-of-skull-
shaping-scientists-shed-new-light-on-an-ancient-
practice-of-cranial-modification/ 2023 年 8 月 20
日

21. 弥 生 時 代 後 期 か ら 種 子 島 に 住 ん で い た 広 田
人 は 意 図 的 に 幼 児 の 頭 蓋 骨 を 変 形 さ せ て い
た  https://news.biglobe.ne.jp/trend/0820/
kpa_230820_1975676836.html 2023 年 8 月 20
日

22. Skull-Shaping Secrets – Scientists Shed New Light
on the Ancient Practice of Cranial Modification
https://todaysheadline.co/the-secret-of-skull-
shaping-scientists-shed-new-light-on-an-ancient-

practice-of-cranial-modification/ 2023 年 8 月 20
日

23. Skull-Shaping Secrets – Scientists Shed New Light
on the Ancient Practice of Cranial Modification

https://scitechdaily.com/the-secret-of-skull-shaping-
scientists-shed-new-light-on-an-ancient-practice-of-
cranial-modification/ 2023 年 8 月 20 日

24. Long-standing mystery of modified human skulls in
ancient Japan solved by new analysis
https://www.ksl.com/article/50563417/ancient-
japanese-modified-skull-mystery-solved-after-
years-through-new-analysis 2023 年 8 月 20 日

25. Long-standing mystery of modified human skulls in
ancient Japan solved by new analysis
https://www.msn.com/en-us/news/world/ancient-
japanese-modified-skull-mystery-solved-after-
years-through-new-analysis/ar-AA1ceC1i 2023 年
8 月 19 日

26. Tajemnicza społeczność miała płaskie czaszki.
Ponury sekret bolesnej deformacji w końcu znany
https ://www.focus .pl/artykul/ta jemnicza-
spolecznosc-miala-plaskie-czaszki-celowy-zwyczaj-
deformacji-czaszek 2023 年 8 月 19 日

27. Há 1800 anos, os crânios do povo Hirota eram
achatados. Não era por acaso
https://zap.aeiou.pt/ha-1800-anos-os-cranios-
do-povo-hirota-eram-achatados-nao-foi-por-
acaso-553451 2023 年 8 月 19 日

28. Long-standing mystery of modified human skulls in
ancient Japan solved by new analysis
https://www.rocketnews.com/2023/08/ancient-
japanese-modified-skull-mystery-solved-after-
years-through-new-analysis-cnn/ 2023 年 8 月 18
日

29. Long-standing mystery of modified human skulls in
ancient Japan solved by new analysis

https://news.yahoo.com/ancient-japanese-modified-
skull-mystery-111702891.html 2023 年 8 月 18 日

30. Long-standing mystery of modified human skulls in
ancient Japan solved by new analysis
https://www.aol.com/news/ancient-japanese-
modified-skull-mystery-111702891.html 2023 年

144



8 月 18 日
31. Long-standing mystery of modified human skulls in

ancient Japan solved by new analysis
https://edition.cnn.com/2023/08/18/world/japan-
hirota-skull-modification-scn/index.html 2023 年 8
月 18 日

32. Poporul Hirota din Japonia deforma intenționat
craniile sugarilor în urmă cu 1.800 de ani
https://descoperaonline.ro/poporulhirota-
din-japonia-isi-deforma-intentionat-craniile-
bebelusilor-acum-1-800-de-ani/ 2023 年 8 月 18
日

33. Crânes aplatis au Japon : une étude révèle une
ancienne pratique culturelle du peuple Hirota

https://www.geo.fr/histoire/cranes-aplatis-au-japon-
une-etude-revele-une-ancienne-pratique-culturelle-
du-peuple-hirota-213706 2023 年 8 月 18 日

34. Древние люди хирота из Японии намеренно
деформировали детям черепа 1800 лет назад

https://tech.hinews.ru/science/drevnie-lyudi-hirota-
iz-yaponii-namerenno-deformirovali-detyam-
cherepa-1800-let-nazad/ 2023 年 8 月 18 日

35. El pueblo japonés que deformaba los cráneos de
sus hijos y también de sus hijas  https://www.
lavanguardia.com/historia/20230818/8478329/
pueblo-japones-deformaba-craneos-antiguedad.
html 2023 年 8 月 18 日

36. Szándékosan lapították a koponyájukat ezeknek
a z  e m b e r e k n e k   h t t p s : / / w w w. o r i g o . h u /
tudomany/20230818-szandekosan-torzitottak-el-
a-koponyajukat-ezek-az-emberek.html 2023 年 8
月 18 日

37. 九大、未解明だった古代日本における意図的・人
為 的 な 頭 蓋 変 形 を 確 認 https://news.mynavi.jp/
techplus/article/20230818-2783875/ 2023 年 8
月 18 日

38. Csecsemők koponyáit torzították el egy japán sziget
lakói  https://24.hu/tudomany/2023/08/18/
koponyadeformacio-gyerekek-japan-regeszet-
antropologia/ 2023 年 8 月 18 日

39. 刻意塑造命運？ 從尼安德塔人到日本廣田人的頭顱改
造

 https://tw.news.yahoo.com/ 刻意塑造命運 - 從尼安
德塔人到日本廣田人的頭顱改造 -043528495.html 
2023 年 8 月 17 日

40. Болезненная индивидуальность.  Ученые
выяснили,  почему  у  древних  людей из

японского поселения были деформированы

черепа

https://nv.ua/science/why-ancient-japanese-people-
deformed-the-skulls-of-newborns-50345734.html
2023 年 8 月 17 日

41. Хвороблива індивідуальність. Учені з'ясували,
чому у  стародавніх  людей з  японського

поселення були деформовані черепи

https://nv.ua/ukr/science/chomu-drevni-zhiteli-
yapon i j i -de formuva l i - cherep i -nemov lya t -
doslidzhennya-50345737.html 2023 年 8 月 17 日

42. Ancient Japanese Culture Purposely Deformed
Infant Skulls, Study Finds
https://dailycaller.com/2023/08/16/study-claims-
ancient-japanese-culture-intentionally-deformed-
skulls-infants/ 2023 年 8 月 17 日

43. Equipe investiga crânios misteriosos de antigo povo
no Japão   https://galileo.seamk.hu/index.php/kuta
tas/19429-2023-08-18-05-35-57 2023 年 8 月 17
日

44. Japan's Hirota People Intentionally Deformed Infant
Skulls And We Don't Know Why
https://www.iflscience.com/why-the-hirota-people-
in-japan-deliberately-deformed-infant-skulls-1800-
years-ago-is-unknown-68724 2023 年 8 月 17 日

45. En este pueblo de Japón deformaban cráneos de
bebés hace 1.800 años, ¿por qué?
https://www.elespectador.com/el-magazin/hace-
1800-anos-un-pueblo-japones-deformaba-los-
craneos-por-que-lo-hacian/ 2023 年 8 月 17 日

46. Japan's  Ancient  Indigenous Group Hirota
Practiced Skull Deformation for Centuries,
Study Reveals  https://www.sciencetimes.com/
articles/42301/20230817/ancient-indigenous-
group-hirota-japan-practiced-skull-deformation-
centuries-study.htm 2023 年 8 月 17 日

47. Маленькие рыбаки с плоскими затылками:
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зачем древние японцы деформировали 

д е тям  ч ер еп а  h t t p s : / / w w w. g a z e t a . r u /
science/2023/08/17/16233517.shtml 2023 年 8
月 17 日

48. Japan: Die künstlich verformten Schädel von
Hi ro ta   h t tps : / /www.spekt rum.de/news/
japan-die-kuenstlich-verformten-schaedel-der-
hirota/2136696 2023 年 8 月 17 日

49. Unveiling Japan's ancient practice of cranial
modification: The case of the Hirota people in
Tanegashima - News Azi
https://newsazi.com/ancient-japanese-cranial-
modification-revealed-a-case-of-the-hirota-people-
of-tanegashima-island/ 2023 年 8 月 17 日

50. 1800 年前に種子島に住んでいた「広田人」はわざ
と幼児の頭蓋骨を変形させる風習を持っていた
https://gigazine.net/news/20230817-why-hirota-
skulls-were-deformed/ 2023 年 8 月 17 日

51. The Flattened Skulls of The Ancient Hirota People
Were No Accident  https://www.sciencealert.com/
the-oddly-flat-skulls-of-the-ancient-hirota-people-
were-no-accident 2023 年 8 月 17 日

52. The case of the Hirota people in Tanegashima -
ScienceDaily - SwiftTelecast
https://swifttelecast.com/newsdetail/Scientists-
uncover-ancient-Japanese-cranial-modification-
practices:-a-case-of-the-Hirota-people-from-
Tanegashima-Island---ScienceDaily-33445 2023 年
8 月 16 日

53. ScienceDaily: Investigating the Hirota people in
Tanegashima - Verve times
https://vervetimes.com/sciencedaily-scientists-
uncover-ancient-japanese-cranial-modification-
practices-a-case-of-the-hirota-people-from-
tanegashima-island/ 2023 年 8 月 16 日

54. Japan's Hirota people intentionally reshaped their
skulls more than 1,000 years ago
https://www.msn.com/en-us/news/technology/
a-japanese-people-intentionally-changed-the-
shape-of-their-skulls-over-1000-years-ago/ar-
AA1cX9OA 2023 年 8 月 16 日

55. Unveiling Japan's ancient practice of cranial

modification: The case of the Hirota people in 
Tanegashima

 h t t p s : / / w w w . s c i e n c e d a i l y . c o m /
releases/2023/08/230816114531.htm 2023 年 8
月 16 日

56. Unveiling Japan's ancient practice of cranial
modification: The case of the Hirota people in
Tanegashima
https://www.eurekalert.org/news-releases/993350
2023 年 8 月 16 日

57. Hirota people of Japan intentionally deformed
infant skulls 1,800 years ago - Drumpe
https://drumpe.com/the-hirota-people-in-japan-
deliberately-deformed-infant-skulls-1800-years-
ago/ 2023 年 8 月 16 日

58. Unveiling Japan's ancient practice of cranial
modification: The case of the Hirota peop...
https://www.kyushu-u.ac.jp/en/researches/
view/373 2023 年 8 月 16 日

59. Unveiling Japan's ancient practice of cranial
modification: The case
https://scienmag.com/scientists-uncover-ancient-
japanese-cranial-modification-practices-a-case-of-
the-hirota-people/ 2023 年 8 月 16 日

60. Japans Hirota Peoples Ancient Cranial Modification
Uncovered
https://www.miragenews.com/ancient-cranial-
modification-of-hirota-people-977849/ 2023 年 8
月 16 日

61. Les surprenantes déformations crâniennes des
anciens Japonais
https://www.lefigaro.fr/sciences/les-surprenantes-
d e f o r m a t i o n s - c r a n i e n n e s - d e s - a n c i e n s -
japonais-20230816 2023 年 8 月 16 日

62. Unveiling Japan's ancient practice of cranial
modification: The case of the Hirota people in
Tanegashima

https://phys.org/news/2023-08-scientists-uncover-
ancient-japanese-cranial.html 2023 年 8 月 16 日

63. Japan's Hirota people practiced cranial modification,
and the reasons are unclear
https://www.earth.com/news/hirota-people-of-
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japan-practiced-skull-modification-but-the-reason-
is-unknown/ 2023 年 8 月 16 日

64. Japan's Hirota people intentionally reshaped their
skulls more than 1,000 years ago

https://www.popsci.com/science/hirota-people-skull-
modification/ 2023 年 8 月 16 日

65. Cranial modification practices of an ancient
Japanese population group revealed
https://www.technologynetworks.com/tn/news/
cranial-modification-practices-of-an-ancient-
japanese-population-group-revealed-375752 2023
年 8 月 16 日

66. Metro UK. https://metro.co.uk/2023/08/17/
ancient-japanese-islanders-created-distinctive-
skull-shape-of-babies-heads-18712784/ 2023 年 8
月 17 日

67. ル・ フ ィ ガ ロ https://www.lefigaro.fr/sciences/
archeologie-les-membres-d-un-ancien-peuple-
japonais-se-deformaient-le-crane-20230816 2023
年 8 月 16 日

68. 共 同 通 信　（ 共 同 通 信 配 下 の 新 聞 も ）　 古 代 の
種 子 島、 わ ざ と 頭 を 変 形　 国 内 初 確 認、「 謎
の 集 団 」2023 年 10 月 13 日 https://nordot.
app/1085104286454022424

69. 日本経済新聞　種子島の古代人、意図的に頭を
変 形 か　 九 州 大 が 分 析。 科 学 & 新 技 術。2023
年 8 月 23 日。https://www.nikkei.com/article/
DGXZQOUC215FA0R20C23A8000000/

70. 日本経済新聞　日経新聞朝刊サイエンス・フロン
ティア面　朝刊　2023 年 9 月 1 日。

71. 日本経産業新聞　種子島の広田遺跡における古代
の人為的な頭蓋変形習慣を解明する画期的研究。
2023 年 9 月 4 日。

72. Archaeology. Trading on their looks. November/
December 2023. P.16. The Archaeological Institute
of America.

73. 瀬口典子、James F. LoftusIII, 米元史織、長岡朋人
西日本新聞　種子島の古人骨、意図的に頭蓋変形
か。2023 年 9 月 6 日、朝刊・文化面。

74. 瀬口典子 東京新聞　こちら特捜部　日本の人類学
「脱植民地化」に逆行。2023 年 5 月 14 日。
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